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　東京ソーディアに、秋が訪れていた。

　まだ十月に入ったばかりだが、空気が冷たい。例年よりもかなり早いといえる。

　中央特別区センターの湾岸地区。

　このあたりは、開発があまり進んでいない地区で、建物の数が少ない。

　ただ、通行人の姿がまったくないのは、開発途中だからではない。

　ソーディ政府の正規軍〝自由剣士団〟によって、あたり一帯が封鎖されているためだ。

「やれやれ、今年はいきなり夏から冬ってパターンかよー」

　剣けん王おうジーネルは、困ったようにつぶやいた。

　海が近いため、冷たい風が絶えず吹いてきている。

　彼女は黒を基調とした上着に、限界に挑戦しているかのようなミニスカートという姿だ。

　ジーネルは自由剣士団の団長であり、着ているのは制服である。

　つい二、三日前まで暑いくらいだったので、この服装でも問題なかったのだが、コートかジャンパーを用意したほうがいいかもしれない。

「まったく、四季があるのがこの国のいいとこなのによー」

　ジーネルは、持っていた愛剣──〝彗星瀑布グレイトフオール〟の柄つか頭がしらで、どんと地面を叩たたいた。

　剣というよりは斧おのそのもので、小柄なジーネルの身体からだより剣のほうが大きいくらいだ。だが、それほどの巨大な武器を軽々と扱える──それがソーディであり、その頂点に立つ七しち剣けんの一人、剣けん王おうなのだ。

「団長、議員がいらっしゃいました」

「おー」

　ジーネルは部下の団員に声をかけられ、振り向いた。

　彼女がいるのは、封鎖された地区の中心部、大きな交差点のど真ん中である。

「来た来た、いつものことながら早いお着きだな」

　ジーネルは、徒歩で近づいてくる金髪の女性に目を向ける。

　整った凛り々りしい顔立ちに、ショートカットにした金色の髪。

　軍服に似たダークブルーのスーツを着ている。胸は大きく、腰は細い。足もすらりとしていて、スタイル抜群の美女だ。

　年齢は二十六歳。ソーディ政府の若き元老院議員にして、国の頂点に立つ四よん将しよう家けの後継者でもあるシルフィである。

　護衛の双子の剣士二人を従え、颯さつ爽そうと歩いてくる。

「やあ、剣王ジーネル。状況は？」

「いやー、またいつもどおりだなー。ほら、あれだ」

　ジーネルはシルフィに答え、親指で後ろを指した。

　そこには──地面から五十センチほど上の空間に、黒い亀裂が走っている。

　亀き裂れつの長さは三十センチといったところ。

　位置は一定ではなく、ゆらゆらと揺れている。

「ふむ、確かにいつもどおりだね。〝空の扉〟だ」

　空の扉──地球と、ソーディの故郷ソーディアを繋つなぐ異空間ゲートである。

　はるか昔から世界中に点在していたが、七十年前のソーディと人類の大戦後に、すべてが完全に閉じてしまった。

　そう言われてきたが──

「これで、八月のアレ以来、二十二件目か。次々に開いてくれるものだね」

　空の扉は、今年の八月以降、この東京ソーディアにいくつも開き続けている。

　交差点のど真ん中にあるのも、間違いなく空の扉だった。

「おかげで、アタシら自由剣士団まで駆り出されて、ここんとこ休みなしだからなー」

　自由剣士団は、陸海空の自衛軍と並ぶ、ソーディ政府の正規軍だ。

　規模は平時で三万名ほどと少ないが、精せい鋭えい揃ぞろいであり、それをソーディ最強の七剣の一人、剣王ジーネルが束ねている。

　治安活動は担当外ではあるが、ソーディ政府のトップ、四将からの直接命令によって、空の扉の事件に対処しているのだ。

「仕方ないだろう、扉が開けばなにが起こるかわからない。剣王ジーネルと剣士団の精鋭の力が必要なんだよ」

「おだてられても、面倒なものは面倒なんだよなー」

　ジーネルは、シルフィに皮肉な笑みを向けた。

　対処するといっても、これまでの二十二件で、自由剣士団がやったことといえば、空の扉が見つかった一帯を封鎖したくらいだ。

　ソーディが出張る必要はなく、人間を中心にした警察にでも可能な仕事である。

「私だって面倒だよ。扉が見つかるたびに、なにもないとわかっていても足を運ばないといけないんだからね」

　シルフィは苦笑する。彼女は、空の扉に関わる案件の責任者ということになっているらしい。

　ご苦労なことだ、とジーネルは思う。

　空の扉は、今年の五月と八月にそれぞれ一度ずつ開いている。

　五月に開いた扉はさほど大きくなく、一瞬で閉じてしまったらしい。

　しかし、八月に開いた扉は巨大で、十一分もの間、開いたままだった。

　さらに、その扉からエイジン──ソーディアを荒らし回ったドラゴンに似た怪物が現れ、続けてソーディアから一人の剣士が現れた。

　それらは、一般市民も多く目撃しており、政府としても隠しようがなかった。

「本当に頭が痛いよ。空の扉についての問い合わせも、未いまだに政府に殺到し続けてる。小さいものとはいえ、扉が何度も開いてるせいだけどね」

　空の扉については、わかっていないことのほうが多い。

　別々の世界を繋つなぐ異空間ゲート──などという代しろ物ものの解析は、現代科学ではほとんど不可能に近いのだ。

　過去に開いた扉を調査していた数少ない研究者たちによると、最近開いている扉についてはほとんど問題ないらしい。

　扉──亀き裂れつのサイズは、最大のものでも縦四十センチ、横六センチ。

　研究者に言わせれば、「猫も通れない」ということだ。

「ま、訊きかれても答えようがないしなー。この扉、下へ手たに手出しもできないしよー」

「手出しのしようがないとも言うね。石を投げ込こんでみても、通り過ぎてしまうし。どうも、空間が安定してないらしいけど、そこもよくわからないとか。学者にわからないことは、政治家にもわからないね」

「軍人にもわからないだろーよ。いや、自由剣士団うちの技術部門でも解析は続けてるらしいけどよー」

　完全にお手上げ、というのが技術者たちの結論らしい。

　唯一の救いは、小さな扉は観測された限り、最大で十二時間以内には閉じてしまうことだ。

　あるいは、誰だれにも気づかれないまま開き、閉じてしまった扉もあるのかもしれない。

「まあ、その辺の解明は我々の仕事ではないよ。こんなものの調査も違うんだけどね。まったく、他の仕事が滞ってしょうがない」

　シルフィは、やれやれと深いため息をついた。

　元老院議員となれば仕事は山積みだろう。

　ただでさえ、ブレイズや太たい陽よう教きようの騒動が立て続けに起き、まだ落ち着いていない。

　それに、ジーネルは一つの噂うわさを聞いていた。

　不死鳥計画──

　シルフィは、アメリカに本社を持つ巨大軍事企業ダイナストと手を組んで、なにやら企たくらんでいるらしいと。

　よからぬことでなければいい、とジーネルは心底願いつつ、その望みが叶かなわないこともなかば確信している。

　このシルフィ議員は聡そう明めいで判断力も行動力も備えている、稀き代たいの政治家だ。

　だからこそ、予想もつかないことをやりかねない。

「ふふふっ、ごめんなさい。お仕事を増やすことになるわね」

「…………！」

　ジーネルは、素早く彗星瀑布グレイトフオールを構え直した。

　いつの間にか、ジーネルたちからほんの五メートルほどのところに、一人の少女が現れていた。













　シルフィの護衛の双子──銀髪の剣けん姫き、ローミスとレーミスが抜刀し、主あるじをかばう位置に立った。

　凄すご腕うでの双子も気づいたようだ。

　現れた少女の、危険すぎる殺気に。

「何者か、訊きいてもいいかよー？」

「もちろんもちろん、剣けん王おうジーネル。あなたたちの自己紹介の必要はないわ。私と違って、あなたもシルフィも有名人だものね」

　少女は、妖あやしい微笑ほほえみを浮かべながら言った。

　歳としは、十六、七といったところだろう。

　灰色の髪を長く伸ばし、薄いピンクのベレー帽をちょこんとかぶっている。

　身長は百五十センチちょっと。

　着ている光沢のある薄手のドレスは丈が長く、足首まで隠れている。色は白とピンクで、あちこちにフリルがついていて、やたらと派手な服装だ。

「と、余計なことを言ったわ。いやねいやね、口数が多いのが私の数少ない欠点なの。さて、あらためまして自己紹介。もちろん親からいただいた名前もあるのだけど、あなた方にはこう言ったほうがわかりやすいでしょう。私は──〝八やツ首くびの蛇〟」

　少女は、笑みを絶やさずに言った。

　ジーネルは彼女の名乗りに驚きつつも、動揺しなかった。

　真剣勝負の場では、わずかな動揺が命取りになることもある。七しち剣けんの一人たる者、その程度のことは心得ている。

「八ツ首の蛇──ほう、面白いね」

　シルフィもまた、動揺していない。

　彼女もソーディである以上、剣は学んでいるだろうが、技量はジーネルも知らない。だが、まさか七剣に届くほどではないだろう。

　それでも突然の敵の出現に、悠然と構えていられるのは、さすがにトップに立ち続けて来た一族の血筋ゆえか。

「八ツ首の蛇といえば、七十年前の大戦でも活躍した、ブレイズで〝最強の術法使い〟だったね。ランダムに生まれると聞いてたけど、この時代にもいたのか」

「詳しいわね。さすが、智ち将しようラナフィの再来。知識も充分に備えてますってわけ？」

「常識だよ」

　シルフィも、八ツ首の蛇に微笑みかける。

　ジーネルも八ツ首の蛇という名は聞いたことがあった。

　といっても、大戦時に空母を沈めただの、一個師団を壊滅させただの、伝説──もしくはヨタ話としか思えないことばかりだったが。

「ようやくようやく、私もお外で遊んでいいことになったのよ。ふふ、やっぱりまずは敵のボスにご挨あい拶さつかなと思って」

　八やツ首くびの蛇は、意味ありげな視線をシルフィに向けている。

「私はただの下っ端議員だよ。四よん将しようを継ぐのもまだまだ先だね」

「いいや、継げないわよ。あなたはちゃーんと私が殺してあげるから」

「それはけっこうだが、ここにいる剣士たちは見えていないのかな？」

　シルフィは、ちらりと周りを見渡す。

　剣けん王おうジーネルに、双子の剣けん姫き。さらに自由剣士団の剣士が、この周囲だけでも数十人いる。

　たとえ、相手がブレイズ最強の死し剣けん使つかいであろうと渡り合えるほどの戦力だ。

　もっとも、ジーネルにしてみれば──

「シルフィさんよー、別に剣士たちが見えてる必要はないだろーよ。このアタシ一人がいればさ」

「凄すごい自信ね、剣王ジーネル。最強へのこだわりが強いとは聞いたけど」

「自分が最強であることにこだわらない剣士なんているのかよー？」

　ジーネルは、自分が常に最強であろうとしている。

　しかし、それは当然のことで、傲ごう慢まんやこだわりから来ていることではない。

「そっちこそ、最強の術法使いなんだろー？　もちろん、楽しませてくれるんだろうな？」

　ジーネルの彗星瀑布グレイトフオールの刃が白く輝き始める。

　ソーディが体内に持つ不可視のエネルギー、『光コウ』を刃に伝わらせ、斬れ味や耐久力を強化する〝光こう刃じん〟という技だ。

「いいえ、残念ながら楽しませてあげるのが目的じゃないの！」

　八ツ首の蛇は、突然両手をばっと広げた。

　同時に、彼女の全身からバリバリと青い火花が飛び散る。

「ローミス、レーミス！　シルフィを守れ！」

　ジーネルは双子剣士に指示を飛ばしつつ──

　逃げるどころか、まっすぐに走り出した。

　強力な電流をまとっている八ツ首の蛇への突撃など、正気の沙さ汰たではない。

「正気じゃ七しち剣けんなんてやってられないんだよー！」

　ジーネルは『光』をさらに彗星瀑布に伝わらせ、刃が強く輝いていく。

「どうやらそのようね！」

　八ツ首の蛇は不敵に笑い、右手をぱっと差し出した。

「稲妻よ！　薙なぎ払はらえ！」

　彼女が身体からだにまとっていた電流が右手に集中し──形を変えて放たれた。

　強力な、電撃の術法である。

　青白い姿をした蛇──電気のかたまりが、バリバリと空気を斬り裂きながらジーネルに向けてまっすぐに飛んでいく。

「うおおおらぁぁっ！」

　ジーネルは女性らしさのかけらもない掛け声とともに、彗星瀑布グレイトフオールを大きく振るった。

　術法の青白い蛇と、彗星瀑布の巨大な刃がぶつかり──蛇の頭が砕け、青い光の筋と化して周囲に拡散していく。

「術法は、『光コウ』を電気や炎に変換したものだろーよ！　だったら、光こう刃じんで弾ける理屈だよなーっ！」

　ジーネルの無造作な一撃だけで、八やツ首くびの蛇の電撃は、粉々に砕け散った。

　だが──

「はははっ、いいわねいいわね、剣けん王おうジーネル！　そういうデタラメなの大好き！」

　八ツ首の蛇は少しも驚いていなかった。

　それどころか嬉うれしそうに、今度は両手を剣王に向けてみせた。

「稲妻よ、薙なぎ払はらえ！　風の刃よ、疾とく行きて斬り裂け！」

「なっ……!?」

　ジーネルは、両目を大きく見開いた。

　八ツ首の蛇の右手から稲妻の蛇、左手から空気を斬り裂く風の刃が飛んでくる。

　これまで、何度もブレイズたちは術法を使っている。

　しかし、使われた術法は、一人につき一種類。少なくとも、そのはずだった。

　その上、二つの術法を同時に放つなど──

「面白い手品だなー、蛇さんよーっ！」

　それでもジーネルの心は平静を失うことはなかった。

　巨大な両刃の斧おのである彗星瀑布を、刃の腹を蛇に向けるようにして振るう。

「ぐううっ……！」

　稲妻と風の刃を、ジーネルは二つ同時に彗星瀑布で受け止めていた。

「があああああっ！」

　気合いを込こめて、二つの術法を押し返す。

　一つだけでも強力な術法を、二つまとめて押し返すなどソーディでも不可能に近い芸当だったが──

　剣王ジーネルは、圧倒的なパワーを誇るソーディだ。

　爆走する列車を生身で止めたこともあるほどだ。多少の不利など、パワーで軽くひっくり返してしまう。

「うおおおおおおおおおおおっ！」

　ジーネルは雄お叫たけびを上げ、全力で彗星瀑布を振るった。

　稲妻の蛇と風の刃は──振り下ろされた巨大な刃に砕かれ、弾けて消えていく。

「……ふうっ、まだまだだよなー、蛇さんよ」

「ふふふ、あれも止めるのね。いいわいいわ、剣王ジーネル。当代の七しち剣けんたちが弱かったらどうしようかと、それが不安だったの。ひとまず、あなたは問題なさそうね」

「退屈はさせないさー。さあ、次はどんな手品を見せるよ、蛇？」

「いいえ、今日はこれまで」

　八やツ首くびの蛇は、ドレスのスカートを軽く持ち上げ、優雅に一礼した。

「シルフィの顔も見られたので、満足よ。まずは、挨あい拶さつだけ。また会いましょう、シルフィ議員、剣けん王おうジーネル」

「おっと、その前に一つ。私からもいいかな？」

　双子の剣士にかばわれていたシルフィが、恐れもせずに前に出てくる。

「なによ、シルフィ？　もちろん私は寛大だからお話くらい聞いてやるわ」

「それはどうも。君はブレイズ──つまり、ソーディ政府に逆らうつもりなんだね？」

「は？　当たり前じゃないの。あんたたち、七十年前にブレイズになにしたのか、今のブレイズたちになにしてるのか忘れたの？」

「まさか」

　シルフィは、微笑ほほえみながら首を振った。

　七十年前の大戦で活躍したブレイズは、戦後にその好戦的な性格を政府に疎うとまれ、粛清を受けた。

　現在では、ブレイズたちは居留地と呼ばれるいくつかのエリアに押し込こめられ、剣からも戦いからも無縁な、貧しい生活を強いられているのだ。

　政府に逆らう理由としては充分すぎるだろう。

「よかったよかった、わかってくれてるみたいで。じゃ、今度こそ──さようなら」

　八ツ首の蛇は、また優雅な動作で右手を振った。

　同時に、その手が凄すさまじい光を発し、周囲がまぶしく照らされた。

「ちっ……！」

　ジーネルは、素早く反応して腕で目を覆い、かろうじてその光から逃れる。

　そして──

　周囲を包み込んでいた光が消えたときには、八ツ首の蛇の姿も消えていた。

「やれやれ、逃げたか。よかったのか、悪いのか。判断に迷うよなー」

　ジーネルは苦笑してしまう。

　八ツ首の蛇は確かに強力な術法使いだった。

　七しち剣けんクラスの『光コウ』がなければ、あの術法には対抗しようがあるまい。

「しかし、こいつは参ったなー」

「ケガでもしたのかい、ジーネル？」

　シルフィが意外そうに問いかけてくる。

「いいや……ケガより悪いかもな。彗星瀑布グレイトフオールに──ヒビが入ってる」

　ジーネルは、彗星瀑布を軽く掲げてみせた。斧おのの形状をした刃に二筋の深い亀き裂れつが入ってしまっている。

「こりゃー、直すのは大変そうだなあ。今まで、七剣と斬り合っても傷一つ入ったことなかったのによー」

　彗星瀑布グレイトフオールは巨大で分厚いだけでなく、ジーネルの強烈な『光コウ』を込こめている。あるいは、八やツ首くびの蛇の術法は、七しち剣けんの斬ざん撃げき以上の威力があるということかも──

「あいつ、遊んでたからなあ。今日仕留めておくのが正解だったかな」

「気にしなくていいさ、剣けん王おう。こっちも挨あい拶さつはできたしね」

　シルフィはまだ目がくらんでいるらしく、目を細めたまま言った。

　彼女にとっては、八ツ首の蛇を仕留め損ねたことは、特にダメージではないらしい。

「これで、ブレイズも大きく動き出すかな。ふふ、つまらない扉の調査から解放されるといいんだけどね」

　シルフィは、心の底から嬉うれしそうに笑った。

　ジーネルは、なぜかその笑みに──底知れぬ不安を感じずにはいれなかった。

　彼女のこういうカンは外れたことがない。

　四よん将しよう家けの後継者に、最強の術法使い。

　この二人の動向は、この東京ソーディアを大きく揺るがすことになるのではないか──






１章　クロウの弟子






　剣の学院──

　ソーディの優秀な子女が通う、名門校である。

　簡単に言うと、高校に厳しい剣の訓練課程がついた学校だ。

　学院は、東京ソーディア中央特別区センターの北西、外層人類区ダウンタウンとの境界近くに敷地を構えている。広い敷地内は自然が多く、静けさに満ちている。

　夏休み前には、ブレイズの死し剣けん使つかいが乗り込んできて騒ぎを起こしたりもしたが、夏も終わった今、学院は平穏を取り戻していた。

　そのはずなのだが──

「えー、ということで、地球側からのソーディアへの侵攻も行われましたが、人類はソーディアの空気や水に適応できず、病死者が続出。すべての軍が三ヶか月げつももたずに撤退し、戦局は地球各地での防衛戦へと──」

　教壇では、男性ソーディの教員が、淡々と近代史の授業をしているところだ。

　学院の生徒たちは、おとなしく授業を聞いている。

　とはいえ、生徒たちの視線は黒板ではなく、ちらちらと教室の片隅に向けられていた。

「…………」

　クロウは、いちいちその視線に反応してしまう。

　彼は、学院で唯一の人間の生徒だ。奇異の視線を向けられることには慣れている。

　だが、今は戸惑いを隠せない。視線の種類がこれまでと異なっているからだ。

「すみません、クロウ様。そこ、見づらいです。こっち、向けてください」

「……ああ」

　クロウは、隣からの声に応え、机の上の教科書の向きを少し変えてやる。

　隣の席に座っているのは、金髪の少女だ。

　ふわふわした柔らかな髪を二つに結び、白いカチューシャをつけている。

　着ているのは学院の制服ではなく、ノースリーブのチュニックだ。首にスカーフ、腰にはベルトを巻いている。

　二つの大きなふくらみが、薄手のチュニックの胸元を押し上げており、大変に刺激的だ。

「というか、おまえも教科書は渡されただろう。自分のを見ればいいんじゃ？」

「忘れました。学校、まだ慣れなくて」

　金髪の少女──ウィニアは、ゆっくりと言った。

　彼女は、一ヶか月げつ半ほど前に、ソーディの故郷である異世界ソーディアから現れた。

　空の扉をくぐると同時に、一足先に地球に降り立っていたエイジンという巨大な怪物を一刀で斬り捨てた凄すご腕うでの剣士である。

「毎日、教科書を持って登校、習慣が身についてないです。ごめんなさい」

「……いや、いいんだが」

　クロウは、ごまかすように言った。

　学院の教室では、席は一つ一つ離れているのだが、ウィニアは席をくっつけている。

　必然的に身体からだも接触し、教科書を覗のぞき込こんできている彼女の胸がクロウの二の腕あたりに当たっているのだ。

　彼女のチュニックはかなり薄手なので、胸の柔らかさがダイレクトに伝わってきてしまう。しかも、どうやらブラをつけていないらしい……。

「おまえ……せめて制服着たらどうだ」

「あの服はきつくて落ち着かない、です」

　ウィニアは、教科書から目を離さずに答えた。

「えーと、どこまで読みましたか……んー……んー……」

　ウィニアは、真剣に教科書を見つめながら唸うなっている。

　胸の柔らかさに加え、いい匂いがして、たまらなくなってしまう。

　これはなんの拷問だ──と、クロウはなんとか理性を保とうとする。

　自他共に認めるセクハラ好きの彼でも、ウィニアには迂う闊かつに手を出すわけにはいかなかった。

　そもそも、なぜウィニアが剣の学院で授業を受けていて、しかもクロウの隣の席にいるかというと──







　空の扉から現れたウィニアは、ソーディアで育ったソーディである。

　彼女が現れた直後に扉は閉じてしまい、再びソーディアと地球は断絶した。

　ウィニアは帰る場所をなくしたわけだが──彼女はそれも覚悟の上だったらしい。

　彼女の目的はたった一つ。

　クロウの師し匠しよう、ヒョウカに会うこと。

　ではなぜ、ウィニアがヒョウカに会いに来たのか。

　そもそも、七十年も空の扉は閉じたままで地球とソーディアの往来は不可能なはずなのに、ソーディアで育ったウィニアがヒョウカの名前を知っていたのか。

　疑問の数があまりに多すぎて、さすがのクロウも戸惑わずにはいられなかった。

　しかし、それらの疑問の答えを知る前に、ウィニアは政府によって確保された。

　ソーディの失われた故郷、ソーディアの現状を知る彼女は、あまりに貴重な存在だったからだ。

　ウィニアの話によると──ソーディアは、七十年前に主力の軍が地球に渡ったまま、二つの世界の行き来が断絶し、戦力が激減してしまった。

　そのため、天敵であるエイジンに対抗しきれず、じりじりとその生活圏は脅かされていき、今や滅亡寸前だとか。

　ソーディアにあった四つの王国は滅び、生き残りのソーディたちがいくつかの街に籠こもって細ほそ々ぼそと暮らしている。

　現在のソーディアの人口は数百万人ほどと推測されているが、各都市の連絡がほぼ絶たれているため、正確なところはまるでわからないらしい。

　つまり、ソーディアの状況は相当に悲惨なもののようだ。

　地球のソーディたちに、失われた故郷への興味がないわけがない。

　そこで政府による詳しい聞き取り調査が行われた、というわけだ。

　ついでに言えば、ウィニアは現れるところを多くの一般市民に目撃されてしまっていた。

　携帯電話ケータイで撮影された映像や写真も多く出回り、彼女自身の美び貌ぼうもあって、すっかり時の人になったのだ。

　そんな彼女を野放しにはしておけない──

　政府が確保したのは、当然の判断だったと言える。

　クロウはセフィや日ひ奈な子こ、リンネ、イシュトとともに剣の学院へと戻った。

　太たい陽よう教きよう教祖の死、新たに教祖を継いだ日奈子の姉、桜さくら井い美み月つき。

　気になることはいくらでもあったが、エイジンの出現から始まった騒動の間に、美月は姿を消しており、追跡の手段もなかった。

　とりあえずは、あきらめる以外に方法はなかったのだ。

　ところが夏休みが終わり、授業が再開すると──

　なぜか、当たり前のような顔をしてウィニアもまた剣の学院に現れたのだ。

　ウィニアを連れてきたシルフィは、苦笑しつつ言ったものだ。

「ウィニアの面倒を頼むよ。まあ、私としてもクロウに押しつけるのは心苦しいのだけどね。彼女が、君のところへ行きたいと言ってきかないんだ」

「…………」

　クロウは上司であるシルフィには逆らえず、やむをえずウィニアを受け入れた。

　といっても、同じクラスに編入してきたので、世話役を受け入れたというだけだが。

　学校という閉鎖された環境なら、有名人のウィニアを匿かくまいやすいというのもあった。

　シルフィによると、ウィニアはクロウのところに行けないなら、斬り破ってでも向かう──くらいの気迫だったそうだ。

　そこまでして、どうしてウィニアはクロウのところへ来たがったのか。

　それは──







「ところで、クロウ様。いつになったら、私、弟子にしてもらえますか？」

「…………」

　授業が終わって、昼休み──

　ウィニアは、クロウに顔を寄せてきてそう言った。

　吐息がかかるほどの距離からの問いかけだった。

「弟子って、またかよ」

　クロウはうんざりしつつ答える。

　ウィニアの弟子入り志願は、今日だけで三度目だ。

　学院に戻ってきてからとなると、何回言われたか数えきれない。

「いいって、言ってもらえるまで、続けます。ごめんなさい」

「……だろうなあ」

　ウィニアの言葉は、まだカタコトが抜けていない。

　彼女は、七十年前に扉が開いていた際にソーディアに持ち込こまれていた日本語の文書を読んでいたそうだ。それで、言葉を多少身につけていた。

　読み書きがメインなので発音はかなり怪しかったが、とりあえず通訳を務めてくれた大だい剣けん聖せいジルンシェードに学び、今ではかなり聞き取りやすくはなっている。

　もっとも、意思疎通ができるようになったおかげで、あしらうのが面倒になったというのもある。

「お願いです、クロウ様。私、ヒョウカの──剣を学んで、強くならないと、いけない」

「そこが、俺おれもいまいちよくわからんのだけど……」

　ウィニアの話を聞く限りでは、ヒョウカもまたソーディアの生まれだという。

　幼い頃からソーディアでも期待されていた──いや、エイジンに蹂じゆう躙りんされつつある世界の救世主のような扱いだったらしい。

「未来見える術法、使う人、何人かいます。全員揃そろって、ヒョウカ──救世主だと言いました」

「救世主ねぇ……」

　未来予知の使い手をクロウは一人知っているが、ソーディアの術法使いたちの未来予知はそこまで確実なものではないらしい。

　ただ、未来を見る術法使いたちは全員揃って、幼いヒョウカを見て、彼女は世界を変える存在だと感じたとか。百パーセントという数値は無視できない。

「でも……ヒョウカ、小さいとき、突然消えました。妹と一緒に」

「マナカも生まれはソーディアだったってことなんだよな……」

　とんでもない事実である。だが、クロウはヒョウカからもマナカからもそんな話は聞いていない。幼かったというなら、案外本人たちも覚えていないのかもしれないが……。

「扉、残っていて、そこ通ったと思われてます。だけど、彼女、ソーディアの救い主。彼女の力、必要です。彼女がいないなら、彼女の力を継いだ人の剣、学びたい」

「うーん……」

　クロウは、がりがりと頭をかいた。

　要するに、ウィニアは救世主であるヒョウカの力を受け継ぎ、エイジンが暴れ回るソーディアを救いたい──ということらしい。

　その気持ちはわかるのだが……。

「でもなあ。俺おれは別に、師匠せんせいの剣を学んだってわけじゃねえんだって」

「だけど、ヒョウカの剣、知ってるのはあなただけ」

「…………」

　クロウの兄弟弟子であるラーシュもまた、ヒョウカと同じ剣を使うわけではない。それでも、面倒を押しつけることはできる。

　だが、ラーシュは現在行方不明だ。

　剣けん聖せいの継承者に授けられる名剣〝久遠クオン彼方カナタ〟を探しているはずだが、未いまだに見つからないらしい。

「どうしても、教えてもらえないですか？　ドゲザ、ですか？」

「違う、違う。つーか、どこでそんな言葉覚えたんだよ。ていうかな……」

「ハイ？」

「近いって」

「近い……あっ」

　ウィニアは、はっとなって座っていた椅い子すごと後ずさる。

「ご、ごめんなさい。あの……私……その……うう……」

　ウィニアは顔どころか、耳まで真っ赤に染まっている。

「そんなに赤くならなくてもいいだろ」

「そ、そうですが……でも、その……私、男性にはまだ慣れなくて……」

「ああ、そうだったな」

　彼女がいたソーディアは、現在はほとんど男がいないらしい。

　ソーディは女性のほうが戦闘能力が高く、男性のほうがひ弱だ。暴れ回るエイジンたちの攻撃で生き残るのも、自然と女性が多くなる。

　ウィニアは十六歳になる今日まで、ほとんど男性と接したことすらなかったそうだ。父親も幼い頃に亡くなったらしい。

　異性慣れしていないなどというレベルではない。

　クロウとの初対面の際も赤面していたが、そういう理由だったそうだ。

「あ……そうではなくて、弟子入りの条件、のお話でした」

「まだ続くのか」

　クロウはうんざりする。せっかく話が逸それたと思っていたのだが。

「ドゲザがダメなら……か、身体からだ、ですか……？」

　ウィニアは、顔を真っ赤にしながら言った。

「うーん、それは……」

「悩むな、バカ！」

「いてっ！」

　クロウが腕組みして唸うなったのと同時に、肩をばんと叩たたかれた。













　振り向くと、そこには長い金髪をサイドテールにした少女が立っていた。

　ベージュのブレザーにミニスカートという、学院の制服がよく似合う美少女だ。

　クロウの幼なじみにして、ソーディ政府のトップ、四よん将しよう家けのお姫様──セフィだった。

「いてて……なんでセフィがいるんだよ？」

　クロウは肩を撫なでながら言った。

　セフィが目一杯手加減したことはわかっている。ソーディのパワーで叩たたかれたら、肩の脱だつ臼きゆう程度では済まない。

「あ、あんたと同じクラスじゃなくてよかったと思ってるけど、転校生がひどい目に遭ってたら可哀かわい想そうだからね。様子を見に来たの！」

　セフィの口調は、どこか言い訳っぽい。

「ウィニア！　あんたも、ロウにおかしなこと吹き込こまないの！　そいつは、余裕で据え膳ぜん食べちゃうような男なんだから！」

「もっと、ゆっくりしゃべってください」

「あ、ごめん……」

　セフィは、ウィニアに冷静に言われて謝ってしまう。強気な割に、正論を言われると素直に納得する性格なのだ。

「って、そうじゃなくて！　ウィニア、あんたもまだ弟子入りなんて言ってるの？　だって、あんたって──剣聖なんでしょ？」

　それでも注意されたとおり、セフィはゆっくりと話した。

　ウィニアは、うんうんと頷うなずきながら、言われたことの意味を反はん芻すうする。

「……ええ、剣けん聖せいです。ですが、私はソーディアの剣聖ですから。あっちとこっちの剣聖、違うものです」

「ま、まあそれはそうだけど」

　セフィはまた納得してしまう。

　剣聖ウィニア──

　ソーディアの七しち剣けんたちは、七十年前の大戦で全員が地球に渡って戦い──扉が閉じてしまった。

　その後、地球で七剣の称号は継承されていったわけだが、ソーディアでも七剣は選ばれ続けていたらしい。

　そして、ソーディアで剣聖を継いだ者──それがウィニアなのだ。

「俺おれもそいつはわかったけどよ。仮にも剣聖のウィニアが、剣聖の弟子の俺の弟子になるとか、おかしいだろ」

「ごめんなさい、ややこしいです」

　ウィニアはきっぱり言った。

「ああ、今のは俺も自分で言っててややこしかった……」

「私、ヒョウカの剣を学べないなら……こっちに来てしまった意味がなくなります……」

「う……」

　そう言われると、クロウとしても怯ひるんでしまう。

　彼女はある意味、故郷を捨ててしまったのだ。それでなんの成果も得られないのでは救いがなさすぎるだろう。

「だから！　少しでも、クロウ様、教えてほしいです！　いろんなことを、私の身体からだに教え込こんでください！」

「身体にか……」

「だから、悩むんじゃないの、あんたは！」

　セフィが、今度はクロウの机を叩たたいた。

　今回も手加減したらしく、少し天板にヒビが入っただけだった。

「今は、弟子がどうこうとかじゃないでしょ、わかってるの？」

「あ、ああ。わかってるって……」

　クロウは苦笑しつつ頷うなずいた。

　ウィニアの弟子入りのことも大事だが、今は別のことが差し迫っている。

　セフィは、再び机をぱんと叩いて──口を開いた。

「本当にわかってるんでしょうね？　剣けん華か祭さいは、もうすぐなんだからね！」







　剣華祭──

　毎年十月に剣の学院で開催される文化祭である。

　剣の学院は、元々はひたすら強い剣士を育て上げるためだけの教育機関だった。剣に生きるソーディの学舎なのだから当然の話だ。

　しかし、学院も日本の文化に合わせてある程度の変化を経てきた。

　その変化の一つが、文化祭の導入である。

　年頃の生徒たちが、剣だけを学ぶというのも殺伐としすぎている。生徒たちにも楽しみがあってしかるべき、という現代社会に適応したイベントがつくられたというわけだ。

　──授業が終わり、放課後。

　校内では、剣華祭の準備が進んでいる。

「うう……これ、本当に着なきゃいけないの？」

　セフィが涙目になっている。

　さっきは、「もうすぐなんだからね！」と張り切っていたが、今はずいぶんと弱気だ。

　セフィが着ているのは、メイド服だ。

　胸元が大胆に開いていて、谷間があらわになっている。スカートは短く、ご丁寧にスリットまで入っていて白い太ももが見えてしまっている。

「いや、これがいいんじゃねぇか。お姫様のセフィがメイド！　この倒錯がいい！　あと、おっぱいも強調されてるし、足も見えるし、言うことなしだ！」

「大喜びするな！」

　セフィが、がーっと吠ほえてくる。

　彼女のクラスでは王道のメイド喫茶をやることになっている。

　もちろん、セフィもメイドとして接客に出るのだ。

　そして──

「なんでよりによってロウがオブザーバーで参加なのよ……しかも、衣装の見立てをロウがやるとか……。そもそも、クラスも違うのに……」

「セフィをエロくプロデュースできるのは、この学院で俺おれ一人だけだからだ」

「エロくプロデュースしろなんて誰だれも頼んでないわ！」

「まあ、確かにセフィは普通の服装で普通に立ってるだけでエロいけどさ」

「そ、そうなの……？」

　セフィは、なぜかまんざらでもない顔をする。

「……って、それはダメでしょ！　そんなんだから、ロウやソーシャにおかしなちょっかいかけられるのよね……」

「天剣ソーシャめ……なんてことをしやがるんだ」

「やってることは、ロウもソーシャも同じよ。むしろ、ロウのほうが悪質だわ」

　セフィが、ぎろりと睨にらんでくる。

「まあ、俺のほうがセクハラの歴史は長いからな。ソーシャとは積み上げたものが違うっつーか」

「威張るな！」

　セフィが、今度はぐっと身を乗り出してくる。

　クロウを見上げるような体勢になり、開いた服から胸の谷間が見えてしまう。

「……おまえ、また胸でかくなったんじゃねぇ？」

「え？　……って、見ないで！　別に大きくなってな……あれ、もしかしてサイズ変わってる……？」

　セフィは、ちらりと自分の胸元に目を落とした。

「そういえば、ブラがちょっときつくなってる気がしたけど、錯覚じゃないの……」

「セフィは成長してるなあ」

　クロウは、にこにこと微笑ほほえむ。

「胸が成長したって、喜ぶのはあんたとソーシャだけでしょ！　どうせなら、剣が成長したいわよ！」

「剣も成長してるだろ。夏休みは結局、ソーシャとの訓練に明け暮れたんだし、新学期になってからもちょくちょく教わってるんだろう」

　そう、セフィは空の扉が開いた事件以降、剣の学院の上位機関ともいうべき〝剣の聖堂〟に通い詰めている。

　そこの師範マスターを務めている天剣ソーシャに剣を習っているのだ。

　ソーシャは、セクハラ好きという悪癖を除けば、教育者としては最高らしい。

　クロウが見ても、確かにセフィはめきめきと腕を上げている。どうやら、ソーシャの教え方が上う手まいのは本当のようだ。

「……ん？　まさか、ソーシャも剣けん華か祭さいに来るとか言わないよな？」

「しばらくは忙しいらしいわよ。最近、体調がよく──いえ、今のうちに片付けておきたい仕事がたくさんあるとか」

「そりゃよかった。でも、あの天剣とはいずれ決着をつけねぇとな」

「なんの決着よ、なんの……訓練もお休みになってるのが残念だけどね。いくら強くなっても、ロウはもっと……」

「ん？　俺おれ？」

「いえ、いいわ。今はお祭りの準備だものね。剣のことはとりあえず忘れないと」

「そうだな」

　クロウは頷うなずいてみせた。

　年中、剣の訓練ばかりの生徒たちも剣華祭の間だけは、楽しんでもいいのだ。

「けど、ロウは自分のクラスの準備はいいの？　劇をやるんだっけ？」

「ああ。でもまあ、俺は裏方だし。むしろ、クラスの連中からはセフィの手伝いをしっかりやるように言われてる」

「なんでよ……」

　セフィは呆あきれているが、クラスメイトたちの言い分も理解できる。

　なにしろセフィはお姫様で、しかも剣の腕も立つ。

　ソーディは剣に恋する種族──強い剣士を好きになってしまうという習性を持ち、なおかつ同性であっても恋愛に障害はない。

　剣の学院の生徒はほとんどが女子だが、セフィに本気で恋をしている者も少なくないのだ。

　そのセフィが、可愛かわいらしいメイド服姿で接客するとなれば、彼女たちは大喜びだろう。

「本番の日はこの姿を全校生徒に……ああ、一般のお客さんたちも来るのよね。その人たちにも見られちゃうのか……」

「大丈夫だ、他の奴やつらにはセクハラはさせない」

「そんな心配はしてない！　ていうか、普通セクハラとかしないのよ！」

「そういうものらしいな。俺は、ガキの頃からセフィにセクハラしてたから、知らなかったんだよな」

「なんなの、このあたしが生いけ贄にえにされてる感じは……」

　セフィはがっくりと肩を落とす。

　かと思えば、ぱっと顔を上げてクロウを見つめてきた。

「と、ところで、ロウ。あんた……ウィニアにはセクハラとかしてないでしょうね？」

「は？　そんなことしたら、責任取って弟子にしてくれとか言われかねないじゃん。もったいねぇけど、指一本触れてねぇよ」

「……そ、そう。もったいないっていうのが引っかかるけど、まあいいわ……」

　セフィは、ほっとしたような少し怒ってるような、複雑そうな顔をする。

「あれ？　でも、そのウィニアはどうしたの？　あんたにストーキングしてるんじゃなかった？」

「あー、ウィニアならあそこだ」

　クロウは、数歩歩いて窓際に行き、下を指差した。

　セフィもついてきて、窓の下を覗のぞき込こむ。

　この教室は三階である。その窓の下には学院の中庭があって、人だかりが見えた。

「んん……人が多くてよく見えないけど……真ん中にいるの、ウィニア？」

「そうだ。おー、完全に取り囲まれてるな」

　クロウは、セフィに事情を説明する。

　ウィニアはクロウと同じクラスだ。つまり、彼女もまた文化祭で劇に参加している。

　ただし、ウィニアは役者として。その稽けい古このために、中庭を使っているのだ。

「きゃー、今日もウィニアさん可愛かわいい！　顔小さい！　肌とかつやっつや！」

「立ってるだけでも強そう！　むしろ私がウィニアさんに弟子入りしたい！」

「剣けん華か祭さいのミスコンに出たら、間違いなく優勝だよ！」

　などなど、ウィニアを取り囲んでいる女子生徒たちが黄色い声を上げている。

「やっぱ、ウィニアは時の人だな。まだまだ人気は衰えずか」

「まあ、失われた故郷からの来訪者だものね……。みんな、ソーディアのことは訊きけないみたいだけど」

「そりゃ、壊滅してるって言われちゃなあ。ウィニアも俺おれらと同い年で、凄すごい人生送ってきただろうし」

　クロウは、言葉に同情が滲にじんでしまうのを抑えられなかった。

　エイジンという怪物を、クロウも一度目撃している。あんな怪物が跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こしている世界で、ウィニアは生き延びてきたのだ。楽な人生などと、口が裂けても言えまい。

「ま、剣の学院にいりゃあ、生徒に囲まれるだけで済む。外に出たら、マスコミが一斉にたかってくるだろうからな」

「そう考えれば、あの子も可哀かわい想そう──」

「あっ、クロウ様！」

　ウィニアが突然顔を上げ、表情を輝かせた。

　次の瞬間、ウィニアは高く跳躍し、二階の教室の窓を掴つかみ、さらに腕力だけで跳んだ。

「こんなところにいたの、ですか。少し、困ってました」

　開いていた窓から教室に飛び込むと、ウィニアはクロウのそばへとやってきた。

　髪や服が乱れているのは、生徒たちにもみくちゃにされていたせいだろう。

「なんでもいいけど、階段を使えよ……」

　ソーディの運動能力はクロウもよく知っているが、三階まで一瞬で跳んでくるなど、非常識にもほどがある。

「クロウ様、弟子にしてください」

「おまえ、他に言うことないのか」

「私の望み、それだけです！」

　ウィニアはきっぱりと言い切った。

「今日こそは、弟子に！　弟子にしてください！」

「うーん、愛人なら……」

「あたし、もう突っ込こむの疲れたわ……」

　クロウのボケに、セフィはため息まじりでそう言っただけだった。

「では、わたしが代わりに突っ込みましょうか？」

「あれ、日ひ奈な子こ。おまえもこっち来たのか」

　突然、クロウの隣に桜さくら井い日奈子が現れていた。

　長い黒髪に、多少表情に乏しいが整った顔。学院の制服のブレザーを着ていても、はっきりとわかる大きな胸のふくらみ。見た目だけは、文句なしに楚そ々そたる美少女である。

「はい、今日は暇なのです。補習は先生がお休みなので」

「そうか、まあ毎日勉強漬けじゃあれだしな」

　クロウは、日奈子に笑いかけてみせた。

　日奈子は、太たい陽よう教きよう教祖の娘にして、空の扉を開く能力を持つ〝太陽の乙女〟だ。

　多くの不思議な能力を持ち、その力を恐れた両親によって、十五年間も軟禁されて生きてきた。

　今年の春に初めて外の世界に出て、クロウと出会い、多くの戦いをともにくぐり抜けてきた。

「体調も──よさそうだな。顔色もいいし」

「はい、全然平気なのです」

　日奈子も、にっこりと微笑ほほえんだ。

　夏休みに空の扉を開き、その反動で彼女はしばらく寝込んでいた。命に関わるほどではないが、消耗した体力がなかなか回復しなかったのだ。

　そして、夏休みが終わる頃に普通の生活ができるレベルまで回復し、日奈子はクロウとセフィに一つの願い事をしてきた。

　勉強をしたい──と。

　日奈子は、太陽教の教典と歴史の本以外はほとんど読ませてもらえなかった。

　お付きの者たちに多少の常識は教わっていたが、学力といえるものはほとんどなく。

　ろくに勉強してこなかったのは、幼い頃から剣の修行に明け暮れていたクロウも同じだが、彼には剣けん聖せいの継承者という、ソーディ社会では大きな意味を持つ資格がある。

　それに対して、日奈子にはなにもない。

　彼女はそのことを自覚し──変わろうとしているのだ。

　ただ、日ひ奈な子こは重要人物であるため、剣の学院で匿かくまわれてはいるが、正式な生徒ではない。

　そこでセフィとクロウが剣の学院の教員に頼み込こみ、放課後に補習という形で日奈子に勉強を教えてもらっている。

「でも、今日はお休みでよかったのです。とりあえず、激写しておきましょう」

　日奈子は、制服のポケットからスマートフォンスマホを取り出し、セフィに向けて写真を撮った。

「ちょっ、ヒナ!?　いきなりなに撮ってるの!?」

「四よん将しよう家けのお姫様のメイド服姿は貴重なのです。あと、動画も撮ってネットにアップしましょう。再生数がうなぎ登りになるのです」

「あんた、いったいなにを勉強してるの!?」

「寝込んでいた間、暇だったのでずっとネットしてました。危うくネットゲームにまでハマりこむ寸前でした」

「……知らなかった。ヤバイわ、この子」

　セフィは完全に呆あきれている。

　日奈子とセフィは、種族の間を越えた友人同士だが、お互い理解が及ばないところもあるようだ。

「まあ、ボクがいろいろ教えてあげたからね！」

「こちら、紹介するのです。わたしの師し匠しようのリンネです」

「ボクはゲーセン専門だから、ネトゲに詳しくなかったのがラッキーだったね！」

「今度は、リンネまで……まさか、あんたもあたしを見に来たの？」

　セフィが、メイド服を腕で隠しながら後ずさりする。

　日奈子に続いて現れたのは、リンネ──ブレイズの死し剣けん使つかいで、すっかりクロウの愉快な仲間たちの一人になった少女だ。

　ピンク色の髪に羽の形をした髪留めをつけ、可愛かわいらしい大きな目がらんらんと輝いている。着ているのは、セフィと似たようなタイプのメイド服だ。

「ふふふ、ボクが真のメイドとはなにか、セフィちゃんに教えてあげようかと」

「あんた、仕事サボって遊び回ってるって噂うわさよ……」

　セフィは、じろりとリンネを睨にらんだ。

　リンネは、学院でメイドとして働いているのだ。

「……なんか、俺おれの出る幕がねぇな。ま、女子同士で盛り上がってるっていうのも、目の保養にはなるか」

「クロウ様の周り、女の子ばかりですね。こっちの世界の男の子、凄すごい」

　ウィニアが感心したようにうんうんと頷うなずいてる。

「へー」

　突然、リンネがクロウの前に立ち、じっとりした視線を向けてきた。

「相変わらず、ウィニアニアちゃんにつきまとわれてるんだねー」

「弟子入りを嫌がって、逆にウィニアをつきまとわせるという高度な策略なのです……」

　冷めた口調でリンネが言い、続けて日ひ奈な子こは本気で感心したように言う。

「待て待て、おまえら、なんか誤解してないか！」

「別に誤解なんかしてないわよ。よかったわね、ロウ。可愛かわいい子に四六時中一緒にいてもらえて」

「あの、セフィさん？」

　クロウは思わず、丁寧に語りかけてしまう。

「さ、衣装合わせの続きをしないと。まだ他にもメイド服あるのよね」

「あ、ボクもお手伝いするよ」

「わたしも、久しぶりにメイド服着てみたいかもです」

　セフィとリンネ、それに日奈子がすたすたと歩き出す。

　教室内にカーテンでつくられた仕切りがあり、三人はその中に入っていってしまう。

「……俺おれのハーレムが崩壊していく」

「はーれむ？　どういう意味でしたか？」

「弟子入りをあきらめたら教えてやるよ……」

　クロウは、弱々しくそう言った。

　ある意味で、ウィニアの登場のおかげでセフィ、日奈子、リンネたちとの関係が変わり始めたのかもしれない。

　それをいい方向に転がせるかは──クロウの努力次第だろう。

　今のところ、それは難しそうではあるが。

　夏休みに空の扉が開いて以降、クロウには問題が多すぎた。

　今夜も忙しくなるのにな──と、内心でつぶやく。

　いつものことではあるものの、クロウの前途は多難なようだった。







　東京ソーディア、中央特別区センター北東部の、とある街。

　時刻は、間もなく日付が変わろうとしている頃。

　クロウはゆっくり歩道を歩いている。セイバーズの黒い制服姿で、腰に差しているのは、日本刀と剣けん将しようマナカの形見である舞まい姫ひめだ。

「うわぁ……」

　隣を歩いている少女──ウィニアが、きらきらと目を輝かせている。

　彼女は昼間と同じチュニックを着ている。同じデザインの服を、政府に何着か仕立ててもらったらしい。

　右手には、死神が持つような巨大な鎌かまを握っている。

　太いエイジンの首をも一撃で刈り取った鎌かま──ウィニアの愛剣、〝ディースシーズ〟だ。ソーディアの言葉で〝死を呼ぶもの〟という意味らしい。

　その名にふさわしい、一撃必殺の武器である。

「凄すごい……明るいです……」

　彼女が見つめているのは、なんの変哲もない街灯だ。

「あのな、ウィニア。そろそろこっちの街にも慣れろよ。いちいち、灯あかりを見た程度で感動しなくても」

「ああ、明るい。綺き麗れい。夜よる明るいって素敵です」

　ウィニアは、笑いながら街灯の周りで踊るようにくるくると回っている。

　普通の夜の街でこんなにもはしゃぐのなら、イルミネーションで飾られる時期などは、いったいどうなってしまうのか。

「つーかおまえ、ただでさえ目立ってんだからな」

「ひゃう」

　クロウは、ウィニアが首に巻いているスカーフをくいっと引っ張った。

　胸の谷間もあらわな涼しい格好で、巨大な鎌を持っている上にとんでもない美少女でもある彼女は、十月のこの街ではさすがに目立っている。

「いきなり引っ張る、ダメです。私、こんなの見たら、驚く決まってます！」

「まあ、おまえは田舎出身とかそういうレベルじゃねぇもんな……。ＴＶ見て、『箱の中で人が動いてる！』なんて台詞せりふをリアルで聞くとは思わなかったよ……」

　人生というのは、予想外の出来事がいくらでも起きるものらしい。

「こっち、見たことないものいっぱいです。ソーディ、あまり剣持ってないのも、不思議です」

「警察とか軍隊でもなきゃ、剣を持つ必要ねぇからな」

　実際、その辺を歩いているソーディも帯剣している者はほぼいない。剣に生きる種族も、地球での生活に適応して変わったのだ。

「っと、そうだ。ちょっと待ってろ」

　クロウはウィニアにそう言うと、すぐそばにあったコンビニに入る。

　手早く買い物を済ませて店を出て、買ってきたものをウィニアに手渡す。

「……これ、なんです？」

「肉まんだ。軽く腹ごしらえしとけ」

　クロウは答えて、自分の肉まんを一口食べる。

「にくまん……また、知らない食べ物です」

「アウドの屋台とかありゃいいんだけどな。夜は出てねぇし」

　アウド、というのは薄切り肉を数枚パンに挟んだ食べ物だ。ソーディアの料理で、たまに屋台で売っているのを見かける。

「……アウド、一年に一回、食べられるくらいでした」

「…………」

「お肉、パン、あまり食べられなかったです。この世界は食べ物いっぱいで、凄すごいです」

　ウィニアは、肉まんをまじまじと見つめている。

　エイジンに蹂じゆう躙りんされているソーディアは、食料も慢性的に不足していたらしい。そのあたりの話は悲惨すぎて、ずけずけ物を言うクロウでもあまり追及できなかった。

「いただくです」

　ぱくり、とウィニアは肉まんを一口かじる。

「はうーっ！」

　奇声を上げ、ウィニアはまた目をきらきらと輝かせる。

「お、美お味いしいです！　特別なごちそうですか！」

「いや、子供の小遣いで買えるけど……」

　ウィニアは、クロウの返答は聞いていなかった。ばくばくと肉まんをかじり、あっという間に食べ終えてしまう。

「……なんなら、俺おれのも食うか？」

「イア！」

　ソーディアの言葉で「はい」と叫び、ウィニアはひったくるようにしてクロウの肉まんを取り、また一瞬で食べ終える。

「はー……美味しかったです……」

「そりゃよかった。まあ、また食わせてやるよ。こんなもんでよけりゃ」

「……本当に、こっちは食べ物もたくさんで、素敵です。私……」

　ウィニアは、ぎゅっと鎌かまの柄つかを握り締める。

「ソーディアのみんなに、美味しいもの、お腹なかいっぱい食べさせてあげたいです」

「……そうか」

　クロウには、他に答えようがなかった。

　ウィニアもソーディだ。強くなることを目的としている。クロウの弟子になりたがっているのもそのためだ。

　だが、彼女はクロウが出会ってきたソーディとは一つ違っている。

　ウィニアは自分のためではなく、ソーディアをエイジンから救うために強くなろうとしているのだ。故郷に戻るあてがなくても、その意志は少しも揺らいでいない。

　クロウも、彼女の真しん摯しな思いに応えてやりたくはあるが──

　突如、ドォンと空気を震わせる爆音が轟とどろいた。

「…………！」

　続けて、刃やいばを交える金属音が何度も響いてくる。

「ちっ──いきなり始まりやがったな！」

　クロウは、鋭く目を細め、舌打ちした。

　そして走り出し、ウィニアもついてくる。一分ほど走って、ぴたりと立ち止まった。

「おいおい、派手にやってるな」

　クロウの視線の先──片道二車線の広い道路を数百メートル進んだところで、自動車が数台炎上し、何人もの人影が入り乱れている。

「自由剣士団と──紅くれないの戦せん団だんだな」

「たぶん、そうです。またです」

　ウィニアは、こくりと頷うなずいた。

「おまえ、ここまででいいぞ。ここで待ってろ」

「私、弟子ですから。師し匠しようについていくの、当然です」

「……ケガだけはすんなよ。俺おれがシルフィ様に怒られるから」

　ウィニアはソーディ政府にとって重要人物である。行動が制限されているわけではないが、慎重であるべきなのだ。

「あそこにいる人たちが相手なら、ケガしません。確かに、強いソーディたちですが、あれくらいはソーディアにもたくさんいます」

「そうか……」

　自由剣士団は、精せい鋭えい揃ぞろいのソーディ正規軍。

　そして、紅の戦団は──ソーディ政府に反旗を翻すブレイズが結成した戦闘集団である。

　ネッサというブレイズの少女が指揮官を務めている。

　紅の戦団は、夏に空の扉が開いた直後から姿を見せ始め、最近では自由剣士団と内戦まがいの戦闘を繰り広げているのだ。

「紅の戦団あいつら、適当に暴れちゃ引き上げる──を繰り返してんだよな。いったい、なにがしたいんだか……」

「少しずつ、自由剣士団の戦力、削るつもりでしょうか？」

「さあてね。そんな戦い方じゃ、戦力に乏しい戦団のほうがキツくなるはずだけどな」

　クロウは、ネッサを少しばかり知っている。

　彼女は、そんなことがわからないほど愚かではないはずだ。

　となると、なにか狙ねらいがあってのヒット＆アウェイなのだろうが……。

「こっちも、こんなやり方をされちゃ、どうにも扱いが困るんだよなあ。つっても、黙って見てるわけにもいかねぇけど」

　クロウには、約束がある。

　ブレイズの医師であり、癒いやしの術法を使う少女、リーゼベル──リーゼ。

　クロウは彼女に、ネッサたちを止めるようにお願いされている。リーゼは、仲間の血が流れてほしくないのだ。

　リーゼには何度もケガを治してもらった借りがある。それに、リーゼは謎なぞめいたところがあるものの、愛らしい少女だ。クロウとしては、彼女の願いを聞いてやりたかった。

　そのために、クロウは治安維持部隊だった旧セイバーズ時代に持っていたわずかな情報網を再稼働させた。

　紅くれないの戦せん団だんの情報を掴つかんだら、こんな夜中でも即座に飛び出しているのだ。

　もう、この夜中の出撃も何度目になるだろうか。

「クロウ様。今夜も、セフィさんや日ひ奈な子こさん、バレなかったですか？」

「どうかな……」

　もちろん、セフィたちには黙って出てきている。彼女たちを巻き込こむ理由がないからだ。

　それに、セフィはブレイズに命を狙ねらわれているし、日奈子の空の扉を開く能力はブレイズとしても放っておけまい。

　彼女たちがクロウの行動を知れば、同行しようとするかもしれない。それだけは避けなければならなかった。

　ただ、そろそろバレてもおかしくない。クロウがこそこそ抜け出していることに、いつか必ずセフィかリンネが気づいてしまうだろう。

「っと、ぼーっと見てる場合じゃねぇな。さっさと行かねぇと」

　クロウは、鋭い目で前を見据える。

「ウィニア、おまえは前に出るなよ。いつもどおり、後ろで見てろ」

　ウィニアの返事を待たずに、クロウは走り出していた。

　ソーディの身体能力には及ばないものの、クロウは幼い頃から鍛え上げた強きよう靱じんな肉体の持ち主だ。

　数百メートルを息も切らさずにあっという間に走り抜け、戦場と化している路上へとたどり着いた。

「まったく、懲りねぇよな、おまえらブレイズは！」

　クロウは、自由剣士団の団員を一人倒したばかりのブレイズに斬りかかる。

　紅の戦団のメンバーは、全員が手て練だれ揃ぞろいだ。そのブレイズも、すぐさまクロウに反応する。

「なんだ、おまえは──セイバーズのクロウか！」

「俺おれもすっかり有名人だな！」

　クロウは日本刀を抜き、ブレイズと剣を打ち合わせる。

　キィンと澄んだ音が響き、ブレイズの剣があらぬ方向に逸それていく。

　古コ流リユウ──クロウのみが使える、人間がブレイズと戦うための技術だ。

　ソーディ独特の剣を振る際の強烈な殺気、〝斬ざん気き〟を読み、絶妙の角度で剣を打ち合わせることで受け流す。

　さらに──

「ふっ！」

　クロウは気合いとともに、ブレイズの胴を払った。ドッと鈍い音がして、鮮血が舞う。

　古流の剣は殺気を抑え、予備動作を消し、太た刀ち筋すじが上かと思えば下、右かと思えば左から走り、なおかつ意図的に太刀行きを速めたり遅くしたりと、変幻自在の剣を振るう。

　胴を斬られたブレイズの剣士は、どさりと倒れる。

　ブレイズは体力も並外れているので、少々斬ったところで簡単には倒せない──

「だいぶ、俺おれも加減がわかってきたよ」

　クロウは、不敵に笑う。

　どこをどの程度斬り込こめば、ブレイズでも倒れてくれるのか。

　なにより、殺さずに倒せるのか。

　この力加減は──クロウとブレイズ剣士の間に技量の差があるからこそできる芸当である。

「ナメるな、クロウ！」

「俺も、斬るよりナメるほうが好きだけどな」

　軽口を叩たたきつつ、クロウは斬りかかってきた新手のブレイズの一刀を受け流す。

　そのブレイズは、長い黒髪で二十歳はたちくらいの、なかなかの美人だった。

　クロウはブレイズの剣を受け流したのと同時に、次の動きを見せていた。くるりと手首を返し、刃を逆にしながら相手の側頭部に峰打ちを叩き込む。

「ああっ……！」

　ブレイズは短い悲鳴を上げ、ゆっくりと崩れるようにして倒れた。

「さてと……」

　クロウは日本刀を握り直し、周囲を確認する。

　まだ、自由剣士団と斬り結んでいるブレイズが十数人いる。

　戦いに割り込んででも、クロウはブレイズと立ち会い──殺さずに仕留めるつもりだ。

　自由剣士団は、誇り高い剣士たちだ。戦いに割り込まれていい気はしないだろうが、それでも意識をなくして倒れた相手にトドメを刺したりはしない。

「悪いな、リーゼ。俺にはこんなことしかできねぇんだ」

　できる限り、殺さずにブレイズの剣士たちを確保する。

　逮捕はされるだろうが、即座に処刑されるわけではないし、罪状次第では生き残る可能性もあるはずだ。

　紅くれないの戦せん団だんが止まらない今、リーゼとの約束を守るためにできることは、これくらいしかなかった。

　今夜は、いったい何人を救えるか──

　クロウが次のブレイズに向かって走り出そうとした、そのとき。

「クロウ様！」

「あん!?」

　突然のウィニアの声に、クロウはぎょっとした。

　声がしたほうを見ると──近くの三階建てのビル、その屋上に彼女の姿があった。

　彼女もまた、何者かと戦闘中らしい。

「こっち、一人います──！」

「だから、おまえは戦わなくていい……って、そいつは」

　クロウは、思わず声を上ずらせてしまう。

　それと同時に、ウィニアが斬り結んでいた相手が屋上から飛び降りてきた。

　その人物は、一度壁を蹴けり、何事もなかったかのように地面に着地する。

「……おい。あの女は、てめーの連れか？」

「ネッサ……！」

　ショートカットにした黒髪に、小麦色の肌。女性にしては長身だ。

　長なが袖そでブラウスの上にクリーム色のセーターを着て、赤いチェックのミニスカートをはいている。

　見た目は、ちょっと怖そうな女子高生。

　しかし、彼女こそが紅くれないの戦せん団だんのリーダー、ブレイズのネッサだ。

「クロウ様、この人の相手、私です！　一度斬り合ったら、途中でやめるの、剣士には失礼です！」

　続いて、ウィニアも同じようにして屋上から飛び降りてきて言った。

「はは、嬉うれしいこと言うな、この女。なんか、どっかで見た気もするけどよ」

　ネッサはわずかに戸惑っているようだ。

　ＴＶや新聞でよく報道されていたウィニアに見覚えがあるのは当然である。

「い、いや、あのな、ウィニア。おまえはさあ……」

　クロウにも、ウィニアの言いたいことはわかる。

　途中で戦いの邪魔をされたくはないだろう。

　ただ、ウィニアにケガをされたら本当に困るのだ。シルフィから預かった責任がある。

　クロウはネッサと戦ったことはないが、わずかな動作を見ただけでも、かなりの達人だというのはわかる。強くなければ、いくら人望があってもブレイズの指揮はできない。

　それでも、ウィニアはソーディアでの剣けん聖せいだ。彼女の腕前はこちらの七しち剣けんと比べて遜そん色しよくない。ネッサが相手でも無傷で済むかもしれないが──問題はまだある。

　ウィニアの剣には、大きな欠点が一つあるのだ。

「行きます！」

　ウィニアは叫び、ディースシーズを鋭く振るった。

　巨大な鎌かまがうなりを上げて、ネッサに襲いかかっていく。

「ぐっ！」

　ネッサは顔をしかめて、片手で握っていた長剣の刀身にもう片方の手を添えて、なんとか受け止める。

　それでも身体からだが浮いてしまい、吹き飛ばされてしまう。

「なんだ、このパワー！　剣けん王おうか、てめーは！」

「剣聖、です！」

　言い返しながら、ウィニアは次々と斬ざん撃げきを繰り出していく。

　長い柄つかに分厚い刀身を持つディースシーズを、まるでナイフのように軽々と振るっている。

　ネッサもさすがというか、鎌かまの斬ざん撃げきを受け止めてはいるが、防戦一方だ。

「ふっ……！」

　ウィニアが渾こん身しんの力を込こめて、ディースシーズを振るう。そして──

　ふわりと、ウィニアのスカートが舞い上がった。

「うおっ!?」

　クロウは、思わず叫んでしまう。見間違いでなければ、今のは──

「おい、ウィニア！　お、おまえ……！」

「クロウ様、私、忙しいです！」

「それどころじゃねぇ！　おまえ……パンツは！」

　そう、クロウの目には、スカートの下の真っ白なお尻しりがはっきりと見えていた。

　つるんとした、柔らかくて弾力のありそうな、素晴らしい形のお尻だった。

　完全に、パンツをはいていなかった。

「パンツ、下着ですか！　あれは窮屈です！　私、脱いでます！」

「おいおい……」

　ウィニアがノーブラなのはクロウも知っていたが、まさかノーパンだったとは。

　ソーディアでは下着をつけないのか、ウィニアの性癖の問題なのかは知らないが。

「くっ、ぐっ、うううっ……くそっ！　こんなノーパン女なんかに負けてられるか！」

　ネッサは剣でウィニアの斬撃を払い落とすと、後ろに数メートル跳んだ。

　それから、剣先をウィニアに向ける。

「氷の矢よ、乱れ飛べ！」

　ネッサの長剣から、氷の矢が数十本、高速で飛び出す。

　クロウは、一気に周囲の温度が低下したような感覚を覚え、巻き添えを避けるためにその場から離れる。

　術法──かつてはすべてのソーディが使い、今はブレイズのみが使える魔法のような力。

　使い手にもよるが、一撃必殺の強力な攻撃である。

「炎の嵐よ、吹き荒れろ！」

　ウィニアも鎌の先をネッサに向け、術法を発動させていた。

　鎌から渦巻く炎のかたまりのようなものが飛び出し、今まさに命中しようとしていた氷の矢をすべて巻き込み、消滅させてしまう。

「……ちっ。てめー、ブレイズでもないくせに術法が使えるのか」

「私、ソーディアのソーディです。術法、使えるの当たり前です」

　今のこの世界ではブレイズしか術法が使えないはずだった。

　七十年前に空の扉が閉じて以降、ソーディは次第に術法を使えなくなっていき、今は完全に使い手は絶えたはずだったのだ。

　しかし、ウィニアは普通に術法を使いこなしている。

　ソーディアで生まれ育ったソーディだからこその特殊性──現在のところ、他に推論が立っていない。

「ソーディアの……！　そうか、噂うわさになってたソーディアから来た剣士か！　こんなところで会えるとはな！」

「クロウ様、ブレイズの人、殺さずに倒せって！　死なずにやられてください！」

「無む茶ちや言うな！」

　ウィニアとネッサのやりとりは、不毛だった。いろんな意味で、クロウには割り込こみづらい。とはいえ、黙っているわけにもいかない。

「ウィニア、そいつはネッサだ。紅くれないの戦せん団だんのボスだよ。絶対に殺すなよ！」

「はい、わかりました。では──」

　ウィニアは、鎌かまの柄つかを立て、両手でぐっと握り締める。

　そして──

「避よけて、ください！」

　そんなことを言いながら、ウィニアは両手で握った鎌を横に薙なぐようにして振り、さらに身体からだごと回転させる。

「なっ──！」

　ネッサが目と口を大きく開いた。

　弾かれたようにして横に跳び、襲いかかってきた鎌の斬ざん撃げきをギリギリのところでかわす。

「うおおおぃっ！」

　クロウもまた、ぎょっとしてしまう。

　身体を回転させながらの鎌の斬撃は、竜巻のようにネッサがいた場所を薙なぎ払はらい──

　さらに、ネッサの背後にあった二階建てのビルに、螺ら旋せん状じようの切り込みが入っていく。ビルの壁と窓ガラスに深い切れ目が入り、全体にひび割れが走る。

「な、なんだこの威力……こいつ、いったい……？」

　かろうじてウィニアの攻撃から逃れたネッサが、目を見開いて固まってしまっている。

　ビルをも破壊するような一撃を見れば、当然の反応だろう。

「本気だったら、あの建物、ねじ切るみたい、壊せてます」

「威張るな！　マジで殺しちゃうとこだっただろ！」

　クロウは、ウィニアに近づいて怒鳴りつける。

「で、でも……あの人の腕なら、たぶんかわせる、思って……」

「たぶんでやるなよ、たぶんで……」

「あの程度、エイジンの中型、ようやく倒せる程度です」

「おまえなあ……」

　これが、ウィニアの大きな欠点だ。

　なにしろ、エイジンが跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こするソーディアで戦いに明け暮れていた少女だ。

　手加減、というものがいまいちわかっていない。一撃で人体どころか、建物を丸ごと破壊してしまう。自分より何倍、何十倍も巨大な生物が相手では加減などしていられなかったのだろうが。

「冗談じゃない……てめーら、撤退だ！」

　ネッサが、いつの間にか取り出したケータイに怒鳴っている。

「今夜はこれまでだ！　倒れてる奴やつらの回収も忘れるな！　私もすぐにそっちへ行く！」

　ネッサは叫びながら走り出した。

「待て、ネッサ！　俺おれの話を聞け！　こんなことを繰り返してても──」

「やかましい！　てめーに文句言われる筋じゃないんだよ！」

　足を止めずにネッサは言い、そのまま走り去ってしまう。

　ウィニアは、クロウに怒られたせいか、追いかけようとはしなかった。

　次々に、ブレイズたちが自由剣士団との戦いを切り上げ、逃げ出していく。

　クロウや剣士団が倒した数名も、回収されてしまったようだ。

「ちっ……いつものことながら、鮮やかな引き際じゃねぇか」

「最初から逃げる、決めてたみたいです」

　ウィニアもクロウに同意する。

　紅くれないの戦せん団だんの戦いは、常にこういう感じで、騒ぎを起こしては逃げる──これが繰り返されているのだ。

　それでも何人かは捕縛できるだろう。少しでも戦力を削そげたのなら、クロウとしては上出来だ。

「それにしても……クロウ様、やっぱり凄すごいです」

「いや、どう見てもすげーのはおまえだろ」

　手加減してビルを斬ってしまうなど、ソーディの中でもあまり普通ではない。

　しかも、ウィニアにとっては、殺さないように放った脅しの一撃だったのだ。

「いいえ、クロウ様です。私、あんな剣、ソーディアでは見ませんでした」

「そりゃそうだろ」

　速く強く、一分の隙すきもない太た刀ち筋すじを放つことが、ソーディの唯一にして最大の目標なのだ。

　意図的に遅い剣や遠回りの軌道を放つこともある古コ流リユウなど、使えるはずがない。

「やはり、あなた違います。他の誰だれよりも……。ヒョウカと関係なくても、あなたから、学べることあると思います」

「……まあ、俺の剣を見るだけなら勝手にすりゃいいけどな」

　そもそも、クロウも強引にヒョウカに頼み込こんで弟子入りしたのだ。

　押しかけ弟子のウィニアに文句を言える立場でもない。

「にしても、せっかくネッサが出てきたのに取り逃がしちまったか……」

「ご、ごめんなさい。私のせい、です」

「いや、俺がやってても逃がしただろう。ネッサは、まともにやり合うつもりはなかったんだ」

　多少、自分たちの戦力を削そぐことになってもかまわないのではないか。暴れ回ることが目的なのかもしれない。

　ブレイズは──ほぼ忘れられかけてた部族だ。

　一般のソーディがブレイズのことを知れば、居留地でのひどい生活が明るみに出る可能性も高い。

「もしかすると……」

　クロウは、ちらりとウィニアを見た。

　今、東京ソーディアは揺れている。

　空の扉の開放に続いて、ウィニアの来訪。さらに、小さな空の扉が開き続けている。

　もう一つの忘れられかけていた存在──失われた故郷ソーディアを、ソーディは思い出そうとしているのだ。

　ソーディの関心がソーディアに持って行かれる前に、ブレイズという存在をアピールしようとしている。

　そんなところだろうか。

　もし、その予想が外れていても──ブレイズたちが必死なのは間違いない。

　罪もなく粛清を受け、世界の片隅に追いやられ、苦しい生活を強いられるブレイズたちにとっては──生き残るための戦いなのだから当然だ。

　リーゼとの約束を果たすことは、まだできそうにない。







　ウィニアは、剣の学院内にある女子寮に住んでいる。

　彼女を寮に送り届けると、クロウは自宅へと向かった。彼が住んでいるのも学院の敷地内だ。緑が豊かな庭園があり、その奥まったところの小さな家、そこが自宅なのだ。

　元々クロウが日ひ奈な子こを二十四時間ガードするために与えられた家で、そのあと「クロウを監視する」という名目でセフィが乗り込こんできて、しかも小さな小屋だったのが二階建てに建て替えられた。

　さらに、学院でメイドとして働き始めたリンネも、使用人用の宿舎に住んでいたはずが、いつの間にか転がり込んできている。

　三人の美少女と同居という夢のような状況である。

　とはいえ、クロウも剣けん華か祭さいだの紅くれないの戦せん団だんとのバトルだので忙しいため、セクハラすらままならない。

　クロウは、我が家の玄関をこっそりと開ける。

　時刻は、既に夜よるの三時近い。全員寝ているはずだから、起こさないように気をつけなければならない。

　クロウは、寝起きしている居間へと向かう。以前は、一階に個室があったのだが、そこはリンネに譲ってしまったからだ。ちなみに、セフィと日ひ奈な子この部屋は二階にある。

「おっと、その前に──」

　クロウは、方向転換して台所へと向かった。少しばかり喉のどが渇いている。

「ん……あれ、電気ついてる。日奈子が消し忘れたかな」

　そんなことをつぶやきつつ、台所へ入ると。

「あ、ちょうどよかったわ。もうすぐできるからね」

「…………」

　クロウは、自分の頭がおかしくなったのかと思ってしまった。

　なぜなら、台所にセフィがいたからだ。

　いや、セフィがいること自体はおかしくない。ただ、流しの前に立っている彼女が──なぜかビキニの水着姿で、腰から下にエプロンをつけているのだ。

「セ、セフィ……？」

「な、なによ。なにか文句でもあるの？」

「セフィ……おまえ、変態になっちまったのか？」

「ロウだけには言われたくないわ！」

　セフィは、握っていた包丁を振りかざしながら叫ぶ。

「ま、待て。あー、いや……これは俺おれが夢でも見てるのか？　ああ、夢ならなにしてもいいよな。欲望のおもむくままに水着エプロンのまま、セフィを蹂じゆう躙りん──」

「あんたこそ待ちなさい！　本人の前でとんでもない欲望を語るな！」

「とんでもない？　いや、これくらいは日常的に考えてるぞ」

「あんたの日常、マジ怖い」

　それは確かにそのとおり、とクロウは納得する。

　ほとんど怪物のようなブレイズたちと夜な夜な斬り合っているのだから。

「いえ、そうじゃなくて。あんたの夜食をつくってたの。お腹なか、空すいてるでしょ？」

「まあ、そりゃ……」

　小腹は空いている。少しかじった肉まんのカロリーなどは、とっくに消費済みだ。

　流しのそばには卵焼きとおにぎり。それにコンロにかかった鍋に入っているのはみそ汁らしかった。

「ロウがなにしてるかは追及しないわ。だいたい、予想もつくしね。あたしたちを巻き込こみたくないのもわかる。でも、これくらいはさせてほしいの」

「セフィ……」

　少し前のセフィなら、徹底的にクロウに事情を訊きこうとしたはずだ。

　彼女もまた成長しているのだろうか。

「つーか、夜食はありがたいけど、その格好はなんだ？」

「こっ、これは……だって、その……ヒナとリンネが……」

「日奈子とリンネが？」

「あっ、クロー帰ってきてるのです」

「ごめんごめん、気づかなかったよ。ちょっと、準備に手間取ってて」

　日ひ奈な子ことリンネが、続けて台所に入ってきた。

「……なんだ、おまえらまでその格好は？」

　日奈子はアイドルのような、ひらひらのワンピース。胸元は開き、スカートはかなりのミニで、太ももがあらわになっている。

　リンネのほうは、セーラー服姿だ。へそが見えるほどセーラー服の丈は短く、こちらのスカートも限界に挑戦してるようなミニだ。

「要するに、ボクら三人でクロちゃんをねぎらってあげようと思って。クロちゃんには、こういうエロいサービスが一番でしょ」

「おまえらな……」

　クロウは、三人の美少女の姿を見つめながらため息をつく。

　そして──

「まったくそのとおりだ！　もう最高だ！」

「だと思ったわよ！」

　セフィが、顔を赤くしてクロウにツッコミを入れてくる。

「そ、そういうサービスだけじゃないでしょ！　夜食もつくってあげてるんだから！」

「つまり、〝デザートは私〟的な展開か」

「あんた、マジで頭腐ってるんじゃないの……」

「セフィ、今さらなにを言ってるのです」

　今度は日奈子がツッコミを入れた。なにげに毒も含んでいる。

「ボクはメインディッシュでも……いいよ……？」

「ややこしくなるから、リンネはいらんこと言わない！　いいから、居間に行くわよ！」

　クロウはセフィに背中を押され、台所を出て居間に入る。

　日奈子とリンネ、それにセフィも夜食を持ってついてきた。

　クロウの自宅の居間は、中央にテーブルが置かれ、ＴＶや小さな棚がある程度で、物は少ない。

　八畳ほどの広さしかないので、四人がテーブルにつくには物が多いと邪魔だからだ。

「はいはい、クロちゃんはここに座って。テーブルは邪魔だね、どけちゃおう」

　リンネは、テーブルを部屋の隅にどけて、クロウを座らせる。それから、自分もその横に腰を下ろす。クロウを挟んだ反対側には、日奈子が座った。

「さあ、クロちゃん、今夜はゆっくりくつろいで。ボクらになにを要求してもいいよ？」

「待ちなさい、リンネ！　あたしはそんなこと言ってないわよ！」

　セフィが抗議しつつ、クロウの前の床に夜食が載ったトレイを置いた。

「とりあえず、これを食べなさい。おみそ汁が冷めちゃうわ」

「ああ、いただくかな」

「待つのです」

　クロウが手を伸ばそうとしたおにぎりを、日ひ奈な子こが横からさっと取った。彼女に似合わぬ素早さだった。

「はい、あーん、なのです」

「……あーん」

　クロウは大きく口を開けて、日奈子が差し出してくれたおにぎりを頬ほお張ばる。

「あ、クロちゃん。ほっぺにご飯つぶついてるよ。取ってあげる。んっ」

「うおっ」

　リンネが顔を寄せてきて、舌を伸ばしてクロウの頬についたご飯つぶを舐なめ取る。

「お、おい、リンネ……」

「ねぎらい、ねぎらい。これくらいのサービスはいいでしょ？　ね、セフィちゃん？」

「あ、あたしに訊きく必要はないでしょ」

　セフィは、少し怒ったように言う。

「別にあたしは、こんなサービス、したいわけじゃないし……」

「でも、セフィはゴネてた割に一番過激な格好をしているのです」

「りょ、料理をしやすい格好を選んだだけよ！　動きやすいしね！」

「セフィちゃんはツンデレだからなあ。よし、ボクが席を代わってあげよう」

「ええっ……！」

　リンネは立ち上がると、強引にセフィをクロウの隣に座らせる。

　どうにも、クロウは振る舞い方がいまいちわからない。

「おまえたち、いったいどうしたんだよ。ねぎらうにしたって、ちょっと変だぞ」

「それは……だって……」

　セフィが、もじもじしながら言いよどむ。

「ロウ、さっきもその……ウィニアと出かけてたんでしょ？」

「うっ」

　クロウはうめいてしまう。そこまでバレていたとは。

「最近のクローは、剣けん華か祭さいの準備以外だとウィニアにかまってばかりなのです。ウィニアの事情は知ってますが……面白くないのです」

「おーっ、日奈子ひーちゃんがきっぱり言った！　マイペース天然凄すごい！」

　マイペースでは負けていないリンネが嬉うれしそうに言う。

「べ、別にあたしは寂しいわけじゃないわよ！」

　寂しいのかなどと訊かれていないのに、セフィが叫ぶ。

「ただ、ほら。ロウはどん欲でしょ。ウィニアだけじゃ満足できないかと思って。可哀かわい想そうなあんたに、あたしたちが手を差し伸べただけ！」

「要するにね、ニアちゃんは健けな気げでいい子だと思うよ。でも、それはそれ、クロちゃんの独占は困ることとは別ってこと」

「……翻訳しないでもらえる？」

　セフィは、じろりとリンネを睨にらんだ。

　否定しないということは、翻訳は正しいらしい。

　確かに、このところクロウはウィニアと過ごす時間が長かったのは事実だ。

　三人の美少女が侍はべってくれるというこの状況は異常すぎるが……。

「ふーむ……」

　クロウは、ずずっとみそ汁を一気に飲む。

　状況を、一度整理してみる。クロウは、ウィニアの弟子入りや剣けん華か祭さいの準備、紅くれないの戦せん団だんとの戦いで疲れている。

　セフィとリンネははっきり好意を示してくれたし、うぬぼれでなく日ひ奈な子こも同じ気持ちを持っていてくれると思う。

　その三人はウィニアへの嫉しつ妬ともあって、自主的にエロい格好をしてそばにいてくれている。

　つまり──

「セクハラオッケーってことだよな！」

「ロウっ!?」

「ふぇぇ!?」

　クロウは両手を広げ、セフィの水着に包まれたお尻しりを、日奈子の豊かな胸のふくらみをがしっと掴つかむ。

「ちょっ、ロウっ……!?　いきなりなにを！　あんっ、あっ……！」

「ふわわ……あっ、クロー……」

　セフィのお尻の柔らかさと弾力が、水着の薄い布越しに伝わってくる。張りもあって、素晴らしい触り心地だった。

「んっ、ああ……あっ、クロー……おっぱい、そんなにしたら……！」

　日奈子は、わずかに身をよじりながら甘い声を漏らしている。

　彼女の胸はやはり大きく、手のひらに収まらない。服の上からでも弾むように柔らかく、いつまでも揉もんでいたくなる。

「クロちゃんが開き直って欲望のままに！　ていうか二人だけ！」

「つっても、俺おれの手は二本しかないしなぁ」

　剣けん帝ていアミラルという剣士は、『光コウ』でつくった触手を二本持っていたが。

「じゃ、ボクはこっちで。んー……」

「んむっ」

　クロウは、思わず息を止めてしまう。

　リンネが顔を寄せてきて唇を重ねてきたのだ。強く唇が押さえつけられ、ふにふにと柔らかな感触が伝わってくる。

「ん……んんっ……」

　リンネの熱い吐息が漏れ、クロウのほうからも唇を押しつけてしまう。

「んん……クロちゃん……ふわ……」

「……って、なにもかもメチャクチャよ！」

　されるがままに尻しりを撫なでられていたセフィが立ち上がり、クロウとリンネの間に割って入ってくる。

「い、いくらなんでもロウを甘やかしすぎでしょ！」

「あ、セフィちゃんもキスしたかった？」

「当たり前──そうじゃなくて！　サービスしすぎって言ってるの！」

「でも、クローの欲望は果てしないですから……これくらいでは……」

　日ひ奈な子こが、とろんとした目つきで言った。

　思えば、彼女には夏休みに初めてセクハラして以来、あまり触れてはこなかった。

　なんだかんだで、ずっと護衛対象なのでセクハラをこらえてきたクセが抜けないのだ。

「そうそう、ひーちゃんの言うとおり。クロちゃん、まだまだいくよー」

「ひゃうっ!?」

　リンネは右手の人差し指を伸ばし、さっと振った。その指が、セフィのうなじ──水着のヒモを切断する。

「あっ……！」

　ビキニの上がするりと落ち──セフィは固まってしまう。













　細い肩に、つるりとした白い肌、その下の大きな二つのふくらみ。さらに、その頂点にあるピンク色の──

「……やっぱセフィ、いい胸してるなあ」

「サイズではわたしの勝ちなのです」

「形ではボクも負けてないよ！」

「あ、あ、あああああ……」

　次々に胸の批評をされ、セフィがぶるぶると震えている。

「きゃあああああああっ！」

　かと思えば悲鳴を上げ、両手で胸を隠して走り去ってしまう。

「……あれ、逃げちゃった。クロちゃんに目の保養も、って思っただけなのに」

「リンネ、グッジョブ！」

　クロウは親指を立て、リンネに笑いかける。

「よっし、褒められた！」

「いつものことながら、のんきな二人なのです」

　日ひ奈な子こが卵焼きをつまみ食いしながら言った。

　のんきさでは、クロウもリンネも日奈子にはまったく及ばないのだが。

「あ、でもセフィちゃん行っちゃうと困るな。ボクら二人だけでクロちゃんの欲望を受け止められるかな？」

「主旨が変わってる気もするのですが……それはやめておきましょう」

　日奈子が、きっぱりと言い切った。

　リンネも特に反論せず、うんうんと頷うなずく。

「ボクらだけだと抜け駆けになっちゃうもんね」

「そうなのです」

「…………」

　本人がいる前で、堂々と抜け駆けとか言われても、クロウとしては困ってしまう。

　事情も聞かずにねぎらってくれた上に、こんなサービスまでされて、しかも──

　セフィとリンネはクロウに告白しており、その返事も長く保留にしたままだ。

　俺おれにこんなに優しくされる資格があるのだろうか、と図ずう々ずうしいクロウもさすがに疑問に思わずにはいられない。

　ブレイズが新たな動きを始め、クロウの戦いは、次のステージへと移行しつつある。

　剣と戦いのことだけでなく、彼女たちとの関係も──新たな段階に進むべきなのかもしれない。

　クロウは、今さらながら、そのことを理解しつつあった。






２章　怪物たちの饗宴






　雲の上を大型の飛行機が轟ごう音おんとともに飛んでいる。

　アメリカ軍で正式採用されているＣ－17大型長距離輸送機である。

　貨物室は広く、二百名近い兵士の輸送、あるいは戦車を含むアメリカ軍のすべての大型車両の搭載が可能だ。

　貨物室にいるのは、二十四名のアメリカ軍兵士だ。全員がフル武装で、Ｍ４アサルトカービンライフルや、ミニミ軽機関銃を装備している。

　その中の一人──年かさの男がため息をついた。

　彼は部隊の最先任軍曹だ。彼を含め、輸送機に乗り込こんでいるのはレンジャー部隊からの選抜隊員たちである。厳しい訓練過程をくぐり抜けてきたエリートだ。

　彼らは、いきなりの命令で輸送機に詰め込まれ、本土ステイツから太平洋を渡って日本へと向かわされているのだ。ため息の一つも出るというものだ。

　任務は、ただ一つ。輸送機に載せられたカプセルの監視。

　二十四名の米兵たちは、貨物室の中央に置かれたカプセルを取り囲むように座っている。

　円筒形のカプセルは、高さは二メートル程度。全体は銀色で、前面が開く構造になっているようだが、頑丈なロックがいくつもかかっている。底面は台形のベースにはめこまれ、しっかりと固定された状態だ。

　このカプセルになにが入っているのかは、知らされていない。

　だが──

「危険と判断したときには、実力をもって対処せよ」

　上官からはそう命じられている。隊員たちには、詮せん索さくも反論も許されていない。

「あの、軍曹。あのカプセル……なんか変じゃないですか？」

　軍曹の隣に座っている若い上等兵が、ぼそりと言った。その上等兵は軍曹ではなく、カプセルのほうに視線を向けていた。

「変なのは見りゃわかる。気持ちの悪いカプセルだ」

「い、いえ。そうじゃなくて……開きかけてません？」

「なっ……!?」

　軍曹は、そこでようやく気づいた。

　カプセルの前面に七つもつけられているロックが、みしみしと揺れている。

　それから一秒も経たたずに、すべてのロックが弾はじけ飛とんだ。

「な、なんだ、なんなんだ……？」

　カプセルの真正面に立っている兵士の一人がつぶやいた。

　完全に開いたカプセルの中から溢あふれてくる液体とともに──一人の人物が現れた。

「お、女……？」

　さっきの兵士が、再びつぶやく。

　カプセルから現れたのは、確かに女──それも若い女だった。

　身長は百七十センチほど。薄い金色の髪を長く伸ばしている。

　整った顔立ち、豊かな胸に、すらりとしたスタイル。彼女は全裸だった。

「なんだ……こいつは、いったい……？」

　軍曹はつぶやき、さらに奇妙なことに気づいた。

　女の右腕は根本から銀色の膜のようなものに包まれている。右腕以外が、つるりとした美しい肌であるために、異様さが際立っている。

「ここは……どこだ。我は、いったい……」

　女が、突然言葉を発した。

　軍曹は、すぐに日本語だと気づく。彼は、若い頃に日本の自衛軍で長期研修を受けたことがあるのだ。

「まあ、いい……なんでもいい……はは……はははははははっ！」

　女は、いきなり狂ったように笑い──その両肩から、白く光る触手のようなものが飛び出した。

　それはまるで腕のようで、ひゅんひゅんと蠢うごめいている。

「撃てぇっ！」

　部隊の隊長が鋭く命令を発し、兵士たちがなかば反射的に発砲を開始した。

　誰だれもが貨物室内であることを忘れ、ひたすら目の前の異様な女を殺すことだけを考え、撃ったようだった。

　しかし──

　兵士たちが引き金に指をかけた瞬間──彼らは全員、死んでいた。

　二十四名の兵士のうち、一人を残して、全員が頭や胴からおびただしい血を噴き出し、どさりと倒れてしまう。

「あ、あああ……なんだ……おまえは……？」

　唯一、発砲していなかった軍曹だけが生き残ってしまっていた。

　あの女はいったいなにをしたのか──軍曹にはまったく見えていなかった。

「我は……そうだ。そうだった……会わなければならない……」

　女は、ふらふらとよろめくようにして歩き、輸送機の窓に近づいていく。

　軍曹には、その日本語の意味は完全にはわからなかった。

　しかし、女の言葉は地獄の底から響いてきたかのように、重く不吉で。

　幾多の戦場を見てきた男は、彼女が何者なのかようやく理解した。

　自分たちが運んでいたものは、死神だったのだ──







　剣の学院では、剣けん華か祭さいを三日後に控えている。

　授業は午前中で終了し、午後からの時間が丸ごと準備にあてられることになった。

「やべー、やべー。急がねぇと」

　クロウは中庭を走っていた。

　劇の小道具をつくるための木材が、予定以上に必要になり、追加発注分を校門まで受け取りに行くところだった。

　セフィのクラスに入り浸ってばかりというわけにもいかず、こうして自分のクラスの出し物の手伝いもしているというわけだ。

　ウィニアは、今日はなんとか振り切った。ファンの女の子たちに囲まれていたので、しばらく時間を稼げるだろう。今のうちにできる作業を進めておかなければならない。

　なかなか面倒なことではある。だが──

「楽しそうじゃないか、少年」

「え？」

　突然の声に、クロウは立ち止まった。

　声がしたほうを見ると、そこには──

「あれ、会長。帰ってたのか」

「ついさっきね」

　緑色の髪を長く伸ばし、後ろにバレッタを留めている。胸はあまりないが、すらりとしたモデルのようなスタイルの少女。

　剣の学院の三年生にして、生徒会長であるイシュトだ。

　クロウにとっては所属するセイバーズのリーダーでもあり、何度もともに修羅場をくぐり抜けた〝仲間〟なのだ。

「久しぶり──というほどでもないかな。二週間ぶりくらいか」

「そんなもんすね。会長がいないと俺おれのハーレムもちょっと物足りなかったよ」

「私はそんなものに入った覚えはない！」

　イシュトが、じろりとクロウを睨にらんでくる。

「ま、まったく君は……女はみんな自分のものだとでも……」

　なにか、イシュトはずいぶんと焦っている様子だ。あまり彼女らしくない反応だ。

「でも、会長はハーレムの貴重な貧乳枠だし……」

「そんな枠に入れられた覚えもない。あと、そろそろやめないと──」

「わ、わかってますよ」

　クロウは、イシュトが腰に提げている愛剣〝雷ライ狼ロウ牙ガ〟をちらりと見た。

　彼女は夏休みに〝牙きばの道〟という訓練施設をクロウとともに経験している。

　訓練を終えたイシュトは、最強クラスに近い実力を手に入れたのだ。下へ手たにからかうと、命に関わる。

「えーと、それでどうだったんすか？　剣けん仙せん衆しゆうの里、予定より長くいたみたいだけど」

「ああ、いろいろ手間取ってね」

　生徒会長であるイシュトが、剣けん華か祭さい直前というこの時期に学院を離れていたのには理由があった。

　長野県に、引退した七しち剣けんや優秀な剣けん姫きたち──剣けん仙せん衆しゆうが住む小さな村がある。イシュトは、剣仙衆たちに呼び出され、そこに滞在していたのだ。

「正直、この時期の呼び出しには参ったけど──それだけの甲か斐いはあったよ」

　イシュトは微笑ほほえみ、左の袖そでを軽く引いた。

　そこには白い腕輪がはまっていて、剣と指し揮き杖じようが交差した紋章が刻まれている。

「剣けん将しようの継承印コードか！」

「そういうことだね。さすがに、一気に剣将継承とはいかなかった」

　イシュトは、少し困ったように笑う。

　そう、彼女は七剣の一人、剣将の継承資格の審査を受けるために剣仙衆の里へ行っていたのだ。

　先代の剣将だったマナカは、弟子を取っていなかった。

　その彼女はブレイズであり、反乱に荷担していたため、剣将の称号を剥はく奪だつされてしまった。

　それでも剣将にふさわしい実力を持っていたマナカは、他でもないクロウが斬った。

　完全に空位となっていた剣将は、裏切り者が持っていた称号ということもあって、しばらく継承者は出ないかと思われたが。

　現在、七剣のうち、剣けん聖せいヒョウカと剣けん帝ていアミラルが行方不明で、ソーディの象徴としてはいささか物足りなくなっている。

　そのため、ソーディ政府としても新たな七剣の継承者は必要だったのだ。

　そこで、イシュトに白羽の矢が立ち、審査を受け──継承者として認められたということだ。

「まったく、大変だった。元七剣の方々との手合わせを何度もやらされてね。かなり本気だったな、あれは。正直、何度殺されそうになったことか……」

　イシュトは深いため息をつく。

　七剣継承の審査は、相当に厳しかったらしい。

　ソーディは老化が遅いので、引退して長く経たっている剣士でもまったく力が衰えていなかったりもする。

「俺おれでも、元七剣の人たちと連日斬り合いなんてしたくねぇなあ……」

「ああ、君は憎たらしい奴やつだが、さすがにアレだけは勧められない……」

「っと、落ち込こむようなことでもねぇな。おめでとう、会長！」

「ありがとう、少年！」

　クロウは両手を広げてイシュトに抱きつき、彼女も背中に腕を回してくる。

　イシュトは実は、ソーディと人間のハーフだ。それゆえの深い悩みを抱えていたが、ようやくそれを解消し、実力に見合った称号も手に入れた。

　これがめでたくないわけがない。クロウもまた、心の底から嬉うれしかった。

「会長、本当によかったな。剣けん将しようを継ぐのもすぐだろうし」

「だといいな。もちろん、それだけの実力はあると思っているがな」

「俺おれも相当だけど、会長もけっこうな自信家だよなあ」

「放っておいてくれ。そこは、さすがに君には負ける」

　クロウとイシュトは抱き合ったまま、顔を寄せ合って笑顔を向ける。

「……はっ!?」

　そこで、イシュトがはっとした顔になる。それから、慌ててクロウから離れていく。

「ん？　どうしたんだよ、会長？」

「あ……いや、ちょっと……うん、生徒会長としては誤解を招く行為だったなと」

　イシュトは、わざとらしく咳せき払ばらいなどする。彼女の頬ほおは赤く染まっている。

「んん……？　ああ、でも今のは嬉しくて抱きついただけだぞ、マジで。下心あったら、抱きついた瞬間に乳か尻しりに手がいってる」

「自慢げに言うな、そんなこと」

　イシュトは、じーっとクロウを睨にらんでくる。

　どうも彼女は、牙きばの道の試練を抜けたあたり──クロウが〝無ム想ソウ〟と名付けた一刀を放ったあたりから、たまに様子がおかしくなる。

「と、とにかく。ありがとう、少年。祝福はありがたく受け取っておく。あと……」

「なんすか？」

「呼び止めておいてなんだが、君、急いでるんじゃないのか？」

「あっ、やべっ！　そうだった！　会長、悪いけど仕事があるんだ！」

「こっちこそ悪かったな。剣けん華か祭さい、頑張って盛り上げてくれ」

「言われなくても、なんか騒動起きて盛り上がるに決まってるから！」

　クロウはとんでもないことを言いながら走り出した。

　歩けばトラブルに当たる彼のことなので、あまり冗談でもない。

「待て、少年！　騒動は困るぞ！　会長の任期終了も近いのに、責任を取らせるなよ！」

「努力はする！」

　本気で焦っているらしいイシュトに軽口で応え、クロウは手を振りながらその場から去っていく。

　イシュトが剣将の継承者になったというのは、最近では一番のグッドニュースだ。

　クロウは走りながら、心が弾むのを感じていた。







「いてっ」

「きゃっ」

　校舎のそばを走っていたクロウは、角を曲がったところで、突然の衝撃を感じた。

　後ろによろめき、尻しり餅もちをついてしまう。

　クラスに木材を届け、今度はファンから逃げ出してどこかへ消えたというウィニアの回収のために、走り回っていたところだった。

「わ、悪い。大丈夫か？」

　クロウは尻餅をついたまま、ぶつかった相手に謝罪する。こちらが吹き飛ばされたのだが、前も見ずに走っていたのが悪い。

「は、はい。大丈夫です。そちらは？」

　可愛かわいらしい声で訊きかれ、クロウは相手に微笑ほほえんでみせる。

「ああ、俺おれも平気だ。ちょっと急いでたもんで」

「くすっ、みなさん走り回ってますもんね」

　ぶつかった相手は、制服のネクタイの色を見たところ、クロウと同じ一年生の女子のようだ。

　赤い髪をツインテールにして、スカートがびっくりするほど短い。形のいい太ももが、すらりと伸びていた。

　ソーディにしては珍しく、眼鏡めがねをかけている。

「ん……？　あんた、どっかで会ったことあるか？」

「ふふ、同じ学校の生徒ですから」

　女子生徒は、また笑いながら言った。

　既に校内では実力を認められているとはいえ、クロウはソーディの差別対象である人間である。彼女のようなフレンドリーな態度は珍しかった。

「あの、ちょっと申し訳ないんですけど」

「どうした？」

「あそこの倉庫から、いろいろ運ばないといけないんですけど……」

　赤い髪の少女は、十五メートルほど先にある古い倉庫を指差した。

「物がたくさんあるので、一人だとちょっと大変で……」

「あー、なるほど。どこも大変だな」

　ソーディのパワーならたいていの物は運べるが、数が多ければ持てる量にも限界がある。

「いいぞ、手伝おう。あんたの教室へ運べばいいのか？」

「はい、ありがとうございます。本当、助かります」

　赤い髪の女の子は、ぱんと手を打ち合わせて笑みを浮かべた。

　ウィニアを探す仕事があるが、少しくらい時間がかかってもいいだろう。同じ学院の生徒同士、持ちつ持たれつだ。

　赤い髪の少女が可愛いとか、胸がけっこうありそうとか、そういうことは関係ない。

　倉庫はずいぶんと古そうだった。クロウは錆さびついた重い引き戸をゆっくりと開け、中に入った。

「ん？　なんだ、こりゃ。ほとんどからっぽじゃん」

　クロウは、薄暗い倉庫内を見回した。内部は教室と同じくらいの広さで、隅になんだかわからないガラクタが積まれているだけだ。

「なあ、あそこのガラクタを運ぶのか？」

「ふふふ」

　赤い髪の少女は妖あやしげに笑うと、後ろ手に戸を閉めた。

「おい……なにしてんだ？」

「ははは、なんだろうねえ」

「…………！」

　突然、少女の口調が変わった。それどころか、声色まで違っている。

「そ、その声……まさか……！」

　クロウは、ぶるぶると震える人差し指を少女に向ける。

「気づいてもらえないもんだねえ。あのときは、あんなに激しく求め合ったのに」

「サ、サーラ……！」

　ブレイズ最強の剣士、死し剣けん使つかい。

　そのうちの一人、スイサーラ──サーラだった。

　剣けん聖せいヒョウカに匹敵する実力の持ち主で、クロウは何度かサーラと斬り合ったが、殺されなかったのが不思議なくらいだ。

　日ひ奈な子この能力で、ソーディのパワーの源である『光コウ』を封じられ、姿を消していたはずだが──まさか、こんなところで出会うとは。

「て、てめぇ……」

「そこまで驚かれると、ちょっと嬉うれしくなっちゃうなあ」

「んなことはどうでもいい！　せっかく！　せっかく可愛かわいい眼鏡めがねっ子と倉庫で二人きりで、ちょっとエッチな展開もあるよ！　かと思ってたのに！　俺おれの純情をもてあそんでくれたな！」

「……純情な男はそんな展開を期待しないんじゃないかなあ？」

　サーラは割と本気で呆あきれているようだ。

「だいたい、なんだよその格好は！」

「ああ、意外と似合ってるかなあと思ってるんだけど」

　サーラは、眼鏡のフレームをくいっと上げた。

　髪型も服装も見慣れたものとは違う上に、あの眼鏡のせいでクロウは気づかなかったのだ。

「この制服、コスプレの専門店でつくってもらったんだよ。けっこういいデキだろう？」

「まあ、偽物には見えねぇな」

　どうも、クロウはコスプレと縁があるらしい。

「校内を堂々と歩いてきたけど、意外と気づかれないもんだねえ。あのとき、ここの生徒たちには姿を見られたはずなのに」

「そういや、そうだったな」

　サーラは以前、剣の学院に殴り込こみをかけてきたことがあった。

　生徒たちにも強烈な印象とともに目撃されたはずだが、記憶というのは割といい加減なものらしい。

「それで……なんの用だよ、サーラ」

　クロウは構えを取りながら言った。

　とはいえ、丸腰だ。さっき資材を運ぶときに邪魔になりそうなので、日本刀を置いてきてしまったのだ。

　いくら『光コウ』を封じられているとはいえ、サーラは油断できる相手ではない。

「そう警戒しなくていい。サーラは、クロウを斬りにきたんじゃない。それなら、変装なんてせずに堂々と来てるさ」

「じゃあ、なんの用だよ。セフィも日ひ奈な子こも、リンネもおまえには渡さねぇぞ」

「そんなことはどうでもいいんだよ……」

　サーラは妖あやしげな笑みを浮かべながら言って、眼鏡めがねを外して投げ捨てた。

　さらに、ツインテールにしていた髪もほどきつつ、クロウに近づいてくる。

「あのさあ、クロウ……」

「な、なんだよ？」

　吐息がかかるほどの距離に近づかれ、クロウはドギマギしてしまう。

　命がけの斬り合いばかりしていたせいでわからなかったが、サーラもまたとんでもない美少女だ。

「実は、サーラは……」

　サーラの唇が、今にもクロウの顔に触れそうなくらい近づいてくる。

「クロウと子作りがしたくて来たんだよ……」

「しょうがねぇな」

　クロウは制服のブレザーをためらいなく脱ぎ捨て、さらにズボンのベルトを外し始めた。

「って、そんな簡単に応じるのかあ！」

「サーラが子作りしたいって言ったんだろ！」

「……さすがクロウ。予想を裏切ってくるねえ……」

「退屈な男だけにはなりたくないと思ってる」

　クロウは偉そうに言う。

「その願望はだいぶ叶かなってるねえ。それじゃ、サーラの願望も叶えてもらおうかなあ」

「んんん……!?」

　今度は、サーラがブレザーを脱ぎ、ネクタイをほどき、ブラウスのボタンを外し始めた。

「おい、待て待て！　なにしてんだ、サーラ!?」

「だから、ゴムとかつけずにエッチして、クロウの赤ちゃんをお腹なかに宿すんだよ」

「話が具体的になってるぞ！　つーか、本気だったのかよ！」

　クロウはツッコミを入れつつも、サーラの胸元を凝ぎよう視ししてしまう。

　彼女も相当にスタイルがいい。日ひ奈な子こやセフィのような巨乳ではないにしても、充分な大きさがある。

「もちろん本気だよ。サーラは処女のくせに、エロい女だからねえ。つい、はしたないことを言っちゃうんだよ」

　サーラはブラウスのボタンを全部外し、赤いブラジャーがあらわになった。

　さらにスカートのホックを外し、床に落とす。

　パンツも派手な赤で、それがサーラにはよく似合っていた。

「ちょっと、クロウ……さすがにそんなに見られたら恥ずかしい……忘れないでほしいなあ、何度も言うけど、サーラは処女だよ、バージンだよ？」

「自分から脱いでおいて、繊細なふりをされてもな……」

　サーラは耳まで赤くなっているので、演技ではないのだろう。

　しかし、本気で子作りを迫られても対処に困る。

「ていうかおまえ、マジで俺おれに迫るために学院に……潜……入……」

　クロウは、突然力が抜けていくのを感じた。

　立っていられなくなり、その場に膝ひざをつき、さらに座り込こんでしまう。

「な、なんだ？　なんでいきなり……」

「ああ、ようやく効いてきたようだねえ。いやなに、さっきぶつかったときにこれをねえ」

　サーラは、ブラウスのポケットから短い注射器を取り出して笑う。

「麻酔薬だよ。なーに、軽いものだからちょっと足腰立たなくなる程度……だと思う」

「待て待て！　医者でもないのになにしてくれてるんだ!?」

　麻酔だろうと、量を間違えれば命に関わる。ソーディならまだしも、クロウは肉体的に脆ぜい弱じやくな人間なのだ。

「ほら、サーラは『光コウ』を封じられてるから。今は、あまり力ないんだよ。クロウに本気で抵抗されちゃうと、上う手まく犯せないじゃないか」

「最初から力ずくのつもりだったのかよ！」

「ちょっと嫌がられるくらいが燃えるじゃないか」

「それは俺もそうだけど！　でも俺の場合は、セクハラ止まりだぞ！」

　決して偉そうに言えることではないが、クロウは言い切った。

「あー、でもせっかくの初体験、初妊娠するわけだしなあ」

「おまえ、人の話を聞けよ」

　クロウは自分のことを棚に上げて突っ込む。

「んー？　心配しなくても、認知しろとか養育費を払えとは言わないよ」

「誰だれも、生まれたあとの心配なんかしてねぇよ」

「ちゃんと月イチで子供に会わせてあげるし、運動会には来てもらうからさあ」

「離婚した旦だん那なか、俺は！」

　クロウは本格的に頭が痛くなってきた。サーラが、ここまでボケ倒しなキャラだとは思っていなかった。

「そんなことより、どうやってコトに及ぶかだよねえ。一回だけじゃ、上う手まく孕はらめるかわからないっていう問題もあるし」

「まさか……また、拉ら致ち監禁とかいうんじゃねぇだろうな」

　クロウの知る限り、日ひ奈な子こほど拉致されている人物はそうはいないが、次点は彼自身だった。

「そんな芸のないことはしないさ。だいたい、クロウをずっと閉じ込こめておくのも難しいしねえ」

「難易度の問題か？」

「まあ、クロウをこの身体からだに溺おぼれさせればいいか。サーラはけっこう可愛かわいいし、おっぱいもいい形をしてるよ。あと……」

　サーラは意味ありげに言って、パンツを少しだけずり下ろした。半端に脱ぎかけなのが、逆にエロい。

「たくさん気持ちよくしてあげるから……だから、クロウも優しくしてね……」

　突然、女性っぽい口調になって、サーラが顔を寄せてくる。

「んぐっ……」

　サーラに唇を塞ふさがれ、クロウは目を見開いた。

「んんんっ！」

　さらに、サーラの舌が口内に入って来て、歯をなぞるように舐なめていく。

「んん……ふあっ……これがキスかあ……実はファーストキスだよ」

「……俺おれは、少なくとも一回目じゃない」

「それは残念だなあ」

　サーラは、ぺろりと舌なめずりする。

「だったら、せめて二度と忘れられないキスにしてあげよう」

「ちょっ……おいっ……」

　再び、サーラが唇を重ねてきた。クロウの唇を軽く挟むようにし、舌を差し入れ、口内をかき回してくる。

「んーっ、んーっ」

「ふはぁ……なんだか、キスだけで赤ちゃんできちゃいそうだ……」

「で、できてたまるか」

　クロウも頭が真っ白になりかけていた。

　サーラのキスはまだ二回目とは思えないほど濃厚で、唇がとろけてしまいそうだ。

「じゃあ、次はおっぱいかなあ。クロウ、大好きだろ？」

　サーラは、赤いブラに包まれた胸をクロウの顔に押しつけてくる。

　ブラ越しでも柔らかく、ぷにぷにと胸の弾力が伝わってきて──

「だ、だいたいなんで俺おれのガキなんか……」

「サーラも……ブレイズもソーディなんだよ。剣に恋をするのさ」

　ソーディは剣に恋する種族。

　強い剣士を好きになり、その相手と斬り合いをしたくなる。非常に厄介な習性を持っているが、ブレイズも同じなのだ。

　好きになる相手は同性でも障害にはならない。

　むろん、別の種族──人間であっても問題はない。

「いろんな相手と斬り合ってきたけどねえ。サーラは……クロウとの斬り合いが一番ゾクゾクしたなあ。君より強い奴やつはいるのに、なぜか君の剣だけがサーラの心と、あと人には言えないところがきゅんきゅんしちゃったよ」

「おまえは下ネタを絡めずにしゃべれねぇのか」

「それに、サーラは死し剣けん使つかいなんだよ。いつでも自分の死を捧ささげる覚悟はできてる。ただ……死にたいわけじゃない。本能ってやつは他のブレイズより強いかもしれない。生きたいって本能、自分の遺伝子を残したいって本能がねえ」

「だからっておまえ、子作りとか……」

　クロウは、ぽかーんとしてしまう。

「死剣使いは、常に死とともにある。だからこそ、自分が生きた証あかしを残しておきたいのさ。やれることを、やれるうちに──ねぇ！」

　突然、サーラが高く跳躍した。

　さっきまで彼女がいた場所を、ブンッと風を切る音とともに巨大な刃が通り抜けていく。

「こらこらぁ。人の情事を邪魔するもんじゃないよ。しかも後ろから斬ってくるかあ？」

　サーラは着地し、にやりと笑う。『光コウ』を封じられているとは思えない、たいした身のこなしだった。

「あなたに礼儀守る必要、ないです」

　背後からサーラに斬りつけたのは、ウィニアだった。サーラを鋭く睨にらんでいる。

　クロウは彼女の意外な行動に目を見張る。

　ソーディは基本的に正々堂々とした戦いを好む。後ろから斬りつけるなど、普通の剣士ならば、まずやらないのだ。

「私の師し匠しよう、守るためです。ソーディアのソーディ、こっちのソーディほど、行儀よくないです。生まれたときから修羅場、生きてますから」

「……はーん、なるほど。サーラも耳にしたよ。ソーディアからソーディが現れたとか。へえ、こんな女の子だったのかあ。ん？　師匠……？」

　サーラが、ぐりんと首を動かしてクロウを見た。

「いや、別に弟子じゃねぇよ。ウィニアが勝手に言ってるだけだ」

「押しかけ弟子です」

「きっぱり言うな！　あと、変な日本語覚えんな！」

「クロウにも弟子ができたのかあ。どうも、はじめまして。クロウの愛人のスイサーラ。サーラと呼んでくれ」

「愛……人……？　情婦のことですか？」

「なんでカタコトのくせにそんな言葉知ってんだよ！」

　クロウは、さすがにツッコミ疲れてきた。どうせなら、舌も麻ま痺ひしていたらよかったのにと心から思う。

「いいか、こいつは愛人でも情婦でもないからな。ブレイズの死し剣けん使つかいだよ」

「ブレイズ……クロウ様の敵、ですね。だったら、追い払うです」

　ウィニアは、ディースシーズを構え直す。

「やれやれ、まだ種をもらってないのに。邪魔をされちゃ困るよ」

　サーラも右腕の袖そでから、刃を飛び出させる。彼女の愛剣、〝神シン鳴メイ刃ハ〟である。以前は二刀流だったが、左腕の刃はセフィによって砕かれてしまった。

「はぁっ！」

　ウィニアは鋭く踏み込こんで、巨大な鎌かまを振るう。

　彼女の剣技は相変わらずかなりの大振りだ。それでも、決して雑ではない。狙ねらったところを最速の軌道で斬っている。

「うおっとぉ！」

　サーラは楽しげに言って、上半身を反らせてウィニアの刃をかわした。

　ウィニアは止まらずに手首を返し、湾曲した刃でサーラの首を刈り取りに行く。

「変わった剣だなあ！　面白い！」

　サーラは、首を狙ってきた刃を神鳴刃で軽く受け流す。火花が激しく散り、耳障りな甲高い音が響く。

　まるで古コ流リユウのような見事なさばき方だった。

「このアバズレ……！」

　ウィニアが、またもや誰だれに習ったのか問い詰めたい単語を発する。しかも、サーラを的確に表現しているのが恐ろしい。

「そういう君も、クロウの精子をほしがってるんじゃないのか！　弟子とか言って、クロウに近づきたいだけじゃないのかあ！」

「私、もっと強くなりたいだけ！　そのためなら、クロウ様に身体からだ捧ささげても、かまわないです！」

「えー、マジかよ！」

　そういうことは早く言ってほしかった、とクロウは不ふ埒らちなことを考える。

　弟子入りなどと言わなければ、ウィニアは今すぐにでも押し倒したくなるような美少女なのだから。

「そうはさせない！　クロウの種はサーラがもらう！」

「クロウ様、私のです！」

　ウィニアはぶんぶんと凄すさまじい音を立てつつ巨大な鎌かまを振り、サーラはわずかな動きでそれをかわしつつ、神シン鳴メイ刃ハで斬りつけている。

　互いに、刃をかすらせもしない。ただひたすら、二本の剣が二人の身体からだをギリギリでかすめていく。

「……どうなってんだ？」

　クロウはさすがに異常に気づいた。

　サーラは『光コウ』を封じられている。パワーもスピードも人間と大差ない状態のはずだ。それでも、剣術が最強レベルであるため、並のソーディでは太刀打ちできないだろう。

　だが、ウィニアは並のソーディからはかけ離れた強さを持つ。クロウは人のことは言えないが、今のサーラがウィニアほどの剣士と渡り合えるなど、信じられない。

「ははーっ、クロウ。不思議そうな顔をしてるねえ」

　キィンと、澄んだ音を響かせてウィニアの鎌を弾き、サーラが余裕たっぷりで笑いながら言った。

「まあ、これでもサーラは鍛えてるからねえ。普通の人間の女の子よりはずっと強いよ。それに……クロウ、君の兄弟弟子には感謝だよ」

「は……？　ラーシュか？」

　クロウは間の抜けた反応をしてしまう。

　ラーシュは、久遠クオン彼方カナタを探してどこかをウロついているはずだ。

「ちょいとね、君たちが修行した山へ行ったんだよ。そしたら、そこにラーシュも現れてねえ」

「ああ、やっぱあいつ、あそこに行ったのか……」

　答えつつ、クロウはウィニアに目配せする。話を聞きたいので、攻撃を控えろという合図だ。ウィニアは小さく頷うなずく。

　久遠彼方は、クロウが斬ざん殺さつした剣けん聖せいヒョウカが持っていた。彼がヒョウカを斬ったあの山にある可能性は高い。

　もっとも、クロウはヒョウカを斬った前後の記憶が曖あい昧まいなので、確かなことはわからないのだが。

「ラーシュは、どうもサーラが気に入らないらしくてねえ。斬りかかってきたんだよ。そしたら、サーラも応えないわけにはいかないだろ？」

「おい、待て……ラーシュとやり合ったって……あいつは？」

「大丈夫、死んでないよ。引き分けってところかなあ。だいぶ長いこと戦ってたんだけどねえ」

「長いことって……」

「一ヶか月げつくらいかなあ」

「バカじゃねぇの、おまえら!?」

　クロウも、夏休み中に入った地獄の訓練施設〝牙きばの道〟で百人以上の剣士を相手にするハメになったが、一ヶか月げつも戦い続けるなど異常すぎる。

「だけど、得るものはあったよ。ラーシュはサーラには強すぎるというほどじゃないけど、えげつない剣を使ってきたりと、面白かったねえ」

「ラーシュは楽しむどころじゃなかっただろうけどな」

　ウィニアとの斬り合いを見る限り、サーラは剣の技術だけで充分に最強クラスと戦えるだけの実力を持っている。

「どうかなあ。ラーシュも、なにか得たんだろうねえ。だからこそ、決着がつく前にどこか行っちゃったんだろうし」

「また行方不明かよ」

　クロウにとって、ラーシュは兄弟同然だ。心配する必要はないが、なにをしているのかは大いに気になる。

　だが、その話を聞いて少し納得もできた。

　サーラのこの強さは、ラーシュと一ヶ月も戦って磨かれたものでもあるのだろう。

「ふふ、『光コウ』に頼らない剣というのも面白いものだねえ。その子の剣とやり合うのも楽しい。いい感じに興奮して発情すれば、クロウとの情事も盛り上がるってものだよ」

「まだ子作りをあきらめてないのか！」

「据え膳ぜん食わないのは男としてダメだよ、クロウ」

「クロちゃんは、意外とセクハラ以上のことはやらないダメダメな人なんだよ！」

　新たな登場人物が、勢い任せで叫びつつ乱入してくる。

　ピンク色の髪で、頭のゆるそうなメイド──リンネだった。

「って、げぇっ、サーラお姉ちゃん……！」

「おやぁ、リンネ。久しぶりだねえ。その服、よく似合ってるじゃないか」

「ううぅ……またクロちゃんが女の子と怪しげなことやってるかと思ったら……まさか、サーラお姉ちゃん……」

　リンネが、じりじりと後ろに下がっていく。

　彼女にとってサーラは同じ死し剣けん使つかいの仲間だが、剣を教えてくれた師し匠しようのようなものでもあるらしい。もっとも、リンネはまともに剣を使えていないが。

「こんなところにいたんだねえ。楽しむといいよ、リンネ。もうあまり時間はないしねえ」

「え……？　時間……？」

　リンネがきょとんとしている。

「死剣使いの本能からは逃げられないのさ。サーラも本能の赴くままに、クロウとエッチして赤ちゃんつくっちゃうからね！」

「赤ちゃん!?　ボクだってまだキスしておっぱいとか揉もまれただけなのに！」

「じゃあ、サーラと進行度はほぼ同じだねえ」

「あ、それだけなんだ。ひょっとしてニアちゃん交えて３Ｐを済ませたのかと思っちゃった」

「おまえは、俺おれをなんだと思ってるんだ」

　日頃のクロウの行動に問題があることは、この際棚上げである。

「まあ、三人でも四人でも、孕はらめればいいんだけどねえ。ふー、リンネが出てきちゃ、これ以上は無理かなあ。妹みたいな、可愛かわいいリンネ相手には戦えないし」

「あれ、ボク前にサーラお姉ちゃんの超凄すごい奥義をくらって死にかけたけど？」

「忘れるといいよ」

　サーラはごくおおざっぱな解決法を提案する。

「じゃ、おとなしく引き下がるかなあ。けっこうドキドキできて楽しかったしねえ」

　クロウのほうを意味ありげに見てから、サーラは投げ捨てていた眼鏡めがねを拾い、再びかけた。

「クロウ様、この女危険です！　首を取るのが、いいです！」

「帰ってくれるなら、そうしてもらおう。なにをするかわからん奴やつだし……今は、剣けん華か祭さいの準備中だ。大騒ぎにはしたくねぇ」

　クロウは、殺気をみなぎらせているウィニアをなだめる。

　実際、ウィニアと素手とはいえリンネがいれば、『光コウ』が使えないサーラを仕留められる可能性はかなり高いが……。

「それじゃあね、クロウ。いつでもヤれちゃう女が一人いるってことは覚えておいてほしいなあ」

「あのなあ」

　クロウが困った顔をすると、サーラはひらひらと手を振って倉庫から出て行った。わざとウィニアのそばを通ったところが、彼女らしい。

「はー……よ、よかった。クロちゃん、ナイス判断だよ。サーラお姉ちゃん、やっぱ怖いもんね」

「そうでしょうか。今が仕留めるチャンスだった、思います」

　リンネとウィニアが正反対な反応をしている。

　サーラをよく知るリンネと、なにも知らないウィニアの差だろう。

「リンネもウィニアも間違っちゃいねぇよ。ただ、やっぱ剣華祭の邪魔になったら最悪だし、学院にはセフィも日ひ奈な子こもいるんだぞ。サーラとの戦いが盛り上がって、万が一あいつらを巻き込こんだらやべぇ」

　扉の巫み女こに、太陽の乙女。

　サーラにとっても見逃せない重要な役目を背負った少女たちだ。なにが起きるか、クロウには保証できない。

「ま、俺も黙って見逃すほど親切なお兄さんじゃないけどな」

　クロウは、ズボンのポケットからスマホを取り出した。

　画面にタッチして、アプリを一つ起動させる。

「よし──順調だな」

　クロウの言葉に、リンネとウィニアは顔を見合わせた。

　その二人に、クロウは黙って笑ってみせた。







　東京ソーディア、外層人類区ダウンタウン──

　その西部、神奈川と山梨に近いあたりに、小さなブレイズ居留地があった。

　見た目は古びた家や建物が並ぶ、やや寂れた街並みという印象だ。ただ、街のあちこちに三階建てのビルくらいの高さの塔が建っている。

　ブレイズたちを監視するための見張り塔である。

　戦後のブレイズ粛清から七十年ほどが過ぎ、監視体制も形骸化していたが、ここ数ヶか月げつは監視要員が増え、装備も強化されているようだ。

「まったく、鬱うつ陶とうしいねえ」

　サーラは、やれやれとため息をついた。

　居留地の一角にある、白い小さな建物。

　そこは、街の診療所だった。といっても、たいした設備はなく、ベッドが二つに、診察台と薬棚。学校の保健室と大差ない印象だ。

　サーラはベッドの一つに座っている。剣の学院の制服は脱ぎ捨て、肩がむき出しで胸の谷間が開いたビスチェと、グレーのミニスカートという格好だ。

　右腕には、鞘さやに収まった短剣をベルトで留めている。鞘に平行して細い棒が取りつけられているのは、腕を振ると、剣が飛び出すギミックが仕し込こまれているのだ。

「はー、居留地も騒がしくなったもんだ。静かなのが取り柄だったのにねえ」

「ちょっと、スイサーラ。おとなしくしてください」

　ベッドの上で落ち着きなく身体からだを揺らしているスイサーラを、横から伸びてきた腕が押さえ込む。

　押さえつけたのは、一人の少女──ブレイズの医師、リーゼベルだった。

　透き通るような薄い青色の髪を二つにくくり、だぶだぶの白衣の下にＶネックの薄いセーター、ミニのプリーツスカートという服装だ。

「どうも、手当てをされるっていうのは慣れないなあ」

「文句言わないでください。暴れると縫えないじゃないですか」

　サーラの背中には、ざっくりと真新しい傷跡が走っていた。まだ、血が流れ出している。

　さっきウィニアと斬り合ったときの傷だ。すべてかわしたつもりだったが、一太刀くらってしまっていたのだ。

　あのソーディからの来訪者は、サーラが思っていた以上に厄介な相手らしい。

「いたっ、いたたっ……リーゼベル、もっと優しくしてほしいなあ」

　リーゼは、サーラの傷を消毒し、縫い合わせているところだ。

「い、今時は縫合じゃなくて、もっとスマートなやり方で傷を塞ふさげるんじゃないの？」

「そんな技術も設備もありません！」

　ギリッ、とリーゼは糸でサーラの傷口を引っ張るようにして縫ってきた。

「いったーっ！」

　サーラは涙が出そうになる。死し剣けん使つかいだろうと、痛いものは痛いのだ。

「縫合終了。包帯を巻きますよ。ああもう、じっとしてくださいってば」

　リーゼが手際よく包帯を巻きつけていく。彼女は医師免許は持っていないが、正式な医者から技術を学んでいる。腕は悪くないのだ。

「だいたい、なんで術法使ってくれないんだよ？」

　リーゼには癒いやしの術法の能力がある。このくらいの傷は、すぐに塞ふさげるはずだ。

「……はい、終わりです。簡単には治してあげません。あなたには反省してもらわないと。というかあなた、よく私の前に顔を出せますね」

「ん？　サーラ、なにかしたっけ？」

　じっと睨にらんできているリーゼに、サーラは首を傾かしげてみせた。

「ブレイズの仲間を斬ったり……それに、リンネや私のお兄さんを……」

「リーゼベルのお兄さんじゃないだろう、クロウは。まあ、それはあれだよ。若気の至りってやつでねえ。サーラもこの数ヶか月げつで変わったのさ」

「……それは、そうかもしれません」

　リーゼは、今度はまっすぐな視線を向けてくる。まるで、サーラの心を見抜こうとしているかのように。

「みんな、変わっていきます。あなたもリンネもネッサも……」

「それに、リーゼベルも。そうだろう？」

「私は……」

　そこまで言って、リーゼがはっと顔を上げた。どうやら彼女も気づいたらしい。

「こりゃ、意外な展開だな。いや、俺おれには嬉うれしい展開かな」

　いつの間にか、診療所のドアが開いていて、そこから一人の少年が入って来ていた。

　黒いセイバーズの制服に、腰に提げた日本刀と──剣けん将しようマナカの愛剣、舞まい姫ひめ。

「やあ、クロウ。やっぱりサーラの身体からだが惜しくなって追ってきちゃったかなあ？」

「まあな。俺のリーゼもいるとか、こりゃ天国じゃねぇか」

「お、お兄さん……！　いえ、私まだお兄さんのものじゃないですけど……」

「時間の問題だ。気にするな」

　クロウは勝手なことを言いつつ、つかつかとサーラのところへ近づいてくる。

「しかし、クロウ。よくここがわかったねえ？　尾行には気をつけてたのになあ」

「それだよ」

　クロウが指差したのは、ベッドのそばに落ちている、さっきまでサーラが着ていた剣の学院のコスプレ制服だった。

「さっきの、熱いラブシーンの最中に発信器をちょいとな。紅くれないの戦せん団だんと接触したら、アジトを割り出すために持ち歩いてたんだよ。変なとこで役に立った。ま、サーラの居場所は知っておきたかったからな」

「夜よ這ばいのために？」

　サーラはにやりと笑って言う。

　ちなみに、現在時刻はまだ午後四時だ。サーラが剣の学院を去って、まだ一時間ほどしか経たっていない。

　クロウはすぐにサーラを追いかけてきたのだろう。

「……居場所を確認するだけで引き返すつもりだったんだけどな。リーゼ」

「は、はい」

　リーゼが、びくんと身体からだを震わせる。

「おまえに……訊ききたいことがあるんだ」







　クロウは、まっすぐにリーゼの目を見つめる。

　彼女の大きな瞳はわずかに揺らぎ、戸惑っているのがわかる。

「き、訊きたいこと……ですか」

「ああ。もったいぶらずに訊くぞ。リーゼ……おまえは何者なんだ？」

　クロウは、リーゼという少女に好意を持っている。彼女のためなら、命くらい懸けてもいいかと思えるほどにだ。

　それでも──彼女は謎なぞめきすぎている。

　見た目は十代前半、ただし本人によると二十歳はたちは過ぎているらしい。

　実年齢と外見が異なるのは、ソーディでは珍しくないにしても、他にもおかしな点が多すぎる。

　リーゼは数年前にブレイズの医師に拾われたらしいが、それ以前の記憶がないという。

　さらに、彼女が〝牙きばの道〟に紛れ込こんだときの異常な行動の数々。

　リーゼは術法のような力を秘めた妖よう剣けん〝シャラサザール〟を知っており、その剣を使い、完かん璧ぺきすぎる剣技を見せていた。

　あるいは、妖剣に操られたのかとも思ったが──

「やっぱり納得できねぇんだ。おまえは、ばあさん……大だい剣けん聖せいジルンシェードのあだ名も知ってたよな」

「え？　大剣聖さんの……あだ名、ですか……？」

　リーゼは、ぽかんとしている。

　クロウは油断なく彼女の顔を観察している。その反応は演技とは思えなかった。

「そうだ、おまえは〝ルシェ〟ってあだ名を確かに口にした。大剣聖のばあさんによると、そう呼ぶのは七十年前の七しち剣けんか戦友くらいらしいぞ。その人たちも、今は全員死んだって話だ。なら……リーゼはどこでそれを知った？」

「あ、あうう……そ、それは……」

「え、ああ、いや。別にリーゼを責めてるんじゃないぞ？」

「サーラはガンガン責めてほしいなあ」

「おまえ、頼むから黙っててくれないか」

　今は真面目まじめな話をしている最中なのだ。

「リーゼ、おまえにはなんの悪意もないってわかってる。でも、やっぱ気になるんだよ。もしかすると、リーゼに危険があるかもしれねぇし……」

　もし、リーゼが大だい剣けん聖せいと因縁があるブレイズの関係者だとすると、面倒に繋つながる可能性も捨てきれない。

　クロウは──この少女には、血なまぐさい世界に来てほしくないのだ。勝手な押しつけであることも、わかっている。

「そ、それは……お兄さんが私を心配してくれてるのはわかってるんですが……時々、自分でも記憶が曖あい昧まいになることがあって……」

「記憶の混濁か……」

　医師に拾われる前の記憶がない──記憶、がリーゼの謎なぞを解くキーポイントなのかもしれない。

　そういうクロウも、剣聖ヒョウカを斬った前後の記憶は未いまだに曖昧だ。

「ははー、クロウ。やめてやれよ。少なくとも、その子は嘘うそをついていないよ」

「……サーラ」

　クロウは、じろりとサーラを睨にらむ。

「じゃあ、嘘をついているのは誰だれだ。おまえか？　それとも……」

「サーラは今は素直になったけど、必要なら嘘をつくよ。ブレイズの指揮官だったからねえ。正直な指揮官っていうのは、誠実な詐欺師と同じくらい無意味で無駄な存在だよ」

「おまえは、前から欲望に素直だった気がするけどな。サーラ、なにを知ってる？」

「クロウの精子と交換なら教えちゃおうかなあ」

「ス、スイサーラ。なにを言ってるんですか！　お兄さんの……せ、精……なんてどうするつもりですか！」

　リーゼが顔を真っ赤にしながら身を乗り出してくる。

「クロウの赤ちゃんを孕はらみたいんだけど、精子をもらうだけじゃダメなのかなあ？　リーゼベル先生、剣ばかりの無学なサーラに赤ちゃんのつくり方を教えてほしいな」

「そ、それは……」

　リーゼベルは、両手の人差し指をちょんちょんと合わせながら、口ごもっている。

「お……お、おしべとめしべが……」

「いや、もっと具体的に細かく手順を教えてほしいなあ」

「う、うう……つまり、男性のおち……を女性の……あうううううっ！」

「待て待て、サーラ！」













「お兄さん！」

　リーゼが、ぱっと顔を輝かせる。

「言葉責めなら俺おれにもやらせろ！　セクハラのパターンをそろそろ変えなきゃと思ってたんだ！」

「お兄さーん!?」

　かと思えば、ブルータスに裏切られたシーザーのような顔になる。

「というか、シリアスな話をしていたところですよね！　お兄さん、あっさり我を忘れないでくださ──」

「「…………っ！」」

　リーゼは最後まで言うことができなかった。

　クロウとサーラは完全に同時に反応し、動き出していた。

「きゃんっ!?」

　クロウはリーゼに飛びつき、彼女は可愛かわいらしい悲鳴を上げる。だが、彼にもその悲鳴を楽しんでいる余裕はなかった。

「うおっ!?」

　クロウたちがいる診療所が──斬り裂かれた。

　いきなり診療所の壁に裂け目が走り、ベッドが一つ砕かれつつ吹き飛び、反対の壁際に置かれていた薬棚が真っ二つになり、中の薬瓶が飛び散る。

　クロウはリーゼを抱えて床に転がり、サーラも転がってすぐに体勢を整えた。

「なんだ！　いきなり誰だれだよ!?」

「訊きくまでもないよ、クロウ。すぐにこっちにいらっしゃるさあ」

　サーラの言うとおり──出入り口ではなく、斬り裂かれた壁から一人の人物が現れた。

　薄い金色の髪を背中まで伸ばしている。

　左耳にだけヘッドホンのようなものがついているが、どこかおかしい。耳にかけているのではなく、こめかみのあたりにあるフック状のパーツが頭の中にめり込こんでいるように見える。

　黒を基調にした上着には金色のラインが入っていて、黒いスカートの丈は短い。真っ白なマントを羽織っているが、裾すそはボロボロになってしまっている。

　それが、七しち剣けんの正装であることをクロウは知っていた。

　その人物が誰なのかも──

「剣けん帝てい……アミラル……!?」

「……貴様は……誰だったか。そうか、剣けん聖せいの継承者だったな……」

　どこかうつろな目をして、剣帝アミラルは言った。

　明らかに様子がおかしい、とクロウはすぐに気づいた。

　剣帝アミラルとは、以前に出会っている。他でもない、サーラと死闘を繰り広げたときだ。

　その後、アミラルは元剣けん将しようマナカと戦い、斬られたはずだった。ラーシュがそれを目撃している。

「あんた……死んだんじゃなかったのか？」

「……我は剣将マナカに……そう、斬られたのだったな……」

「んん……？　剣帝アミラル……？」

　クロウは、きょとんとしてしまう。様子がおかしい、などというレベルではない。

　以前のような圧倒的な『光コウ』もまるで感じられないし、どこか生気にも欠けている。

　いや、とクロウは思い直す。

　アミラルが生きていた、ということはそこまで意外でもない。なにしろ、彼女の遺体は確認されなかったのだ。マナカの必殺の一刀をまともにくらって動けるはずもないから、何者かに回収された──という可能性はクロウも思いついていた。

　とはいえ、アミラルのことはすっかり忘れていたのだが……。

「あんた、いったいなにがあった？　今までなにしてたんだ？」

「我は──」

「ああああああああああああっ！」

　アミラルが言いかけたときに、甲高い悲鳴が響いた。

　クロウに抱きしめられたままだったリーゼが、だだだっと走り出し、壊れた薬棚にすがりつくようにした。

「わ、私の大事なお薬が！　薬っ、薬ーっ！」

　まるで薬物中毒者のような台詞せりふだが、医師であるリーゼにとって薬が大事なのは当然だ。

「どうしてくれるんですか、そこのお姉さん！　居留地では薬は貴重品なんですよ！　足下見られてもの凄すごい額で売りつけられるんですから！」

　リーゼはこれ以上ないくらい、真剣な表情だった。

「そりゃひどいな……」

　クロウは、眉をひそめる。

　いくら頑丈なブレイズでも病気やケガをしないわけではないし、薬は必需品だろう。それを高値で売りつけるなど、あまりにひどすぎる。

　ブレイズたちが無謀な反乱を起こした理由は数多いだろうが、こんな差別があれば無理もない。

「……そうだったのか。すまぬことをした」

「んんん……!?」

　クロウは、一瞬耳を疑ってしまう。

　あの自尊心のかたまりのような剣けん帝ていが、ためらいもなく謝罪した？

「少女よ、我が弟子の一人、シャリーヌに連絡せよ。コード８８８と言えば、取りはからってくれる。なんなら、この診療所を総合病院に建て替えてもかまわん。それくらいの金はある……」

「そ、そこまでは……いいですけど」

　リーゼは、違う意味で困ってしまったようだ。

「ははっ、リーゼベル。もらえるものはもらっておけばいいのに」

「……貴様は……ブレイズの死し剣けん使つかい。そうだ、そうだったな」

「やあ、剣帝アミラル。久しぶりだねえ。君のことは忘れてなかったよ。クロウと君と三人で斬り合ったのは、いい思い出だよ」

「ああ、そんなことも……あったな」

　アミラルは、サーラを前にしても覇気が感じられない。

　以前の戦いで、アミラルはサーラに右腕を斬り落とされたというのに──

「あれ？　アミラル、あんたその右腕は……？」

「右腕……ああ、死剣使いに斬り落とされたんだったな……。なんだ、この腕は？」

「なにと言われてもな……」

　それはクロウが質問していることだ。

　アミラルの右腕の袖そでから先は、手袋をつけている。見たところ、普通の腕のようだ。

　クロウは嫌でも、切断されたはずの腕がくっついていたある男のことを思い出さずにはいられなかった。

　太たい陽よう教きようの戦闘部隊元リーダー。剣けん聖せいヒョウカに左腕を切断され、代わりにエイジンの腕を移植された男、幹みき原はら条じよう一いち郎ろう。

「あんたを回収したのは、ダイナストだったってわけか？」

「そんなことは……知らん。我は……なにもわからん……」

　アミラルは、独り言のようにつぶやいた。

　それから、左手で腰に提げていた長剣をすらりと抜いた。

　彼女の腰には、以前見たときと同じく、四本の剣がある。〝覇ハ剣ケン帝テイ刃ジン〟という名を持つ、彼女の愛剣だ。

「おいおい、いきなりかよ。つーか、俺おれを斬りに来たのか？　それともサーラか？」

「さあ……どうだったか……」

　やはり、曖あい昧まいな返答だった。アミラルは、さっきからほとんどまともに受け答えをしていない。それこそ、薬物中毒者のようだ。

「だいたい、なんでここに来たんだよ！　俺かサーラが目当てじゃなきゃ、ありえねぇだろ！　あ、まさかリーゼか！　ダメだぞ、これは俺のだからな」

「いえ、だから私はお兄さんのじゃ……いえ、もういいですけど……」

「いいのか！」

「きゃーっ、お兄さん！　ですからそんな情熱的に抱きつかないでください！」

　いきなりクロウに抱きすくめられ、リーゼが抗議してくる。

「て、手がお尻しりに……お尻に当たってます！」

「大丈夫だ、リーゼは未成年じゃないから犯罪じゃない」

「年齢じゃなくて、ワイセツ的な意味でダメでーす！」

「ちぇっ」

　リーゼが涙目になっているので、クロウは仕方なく彼女から手を離した。

「騒がしい者たちだな……そんな幼女に用はない……。ああ、そうだった。貴様たちを探していたのだったな」

「そもそも、どうやってここを？　まさか、俺にも発信器とか？」

　ここに来ることはセフィたちにも言っていない。どうやって見つけられたのか。

「ネットワークから衛星にアクセスしてデータ検索。剣けん聖せいの継承者クロウと死し剣けん使つかいスイサーラはデータベースに個体識別タグが存在……」

　チキチキ、とアミラルの耳についている機械が作動音を立て、グリーンのランプが点滅する。

「ネットワーク？　衛星……？」

　クロウは首を傾かしげた。いまいち具体的にわからないが、人工衛星から発見されたのだとすると、そんなことが可能なのは──軍事企業ダイナスト。

「我も、自分で自分がなにをしているのかわからん……だが、貴様らがいるのだ。我は、貴様らを斬りたいのかもしれん。確かめて……みよう……」

　アミラルはぼんやりと言い、左手一本で長剣を高々と掲げた。

「って、ここで始めんのかよ、おい！」

「どうせ弁償するのだ……。半壊だろうと全壊だろうと同じこと……」

「やっぱ、あんたアミラルだな！」

　クロウは思わず、わかりきったことを言ってしまう。

　以前とまるで様子が違うと思ったが、この傍若無人ぶりは間違いなく剣けん帝ていアミラルだ。

「冗談じゃねぇぞ！」

「ぬっ……!?」

　アミラルが振り下ろした長剣を、クロウは古コ流リユウで受け流す。コンクリートの壁を易やす々やすと斬り裂いた豪剣を、音も立てず火花も散らせることもなく、逸そらしていく。

「あっぶねぇ……リーゼもいるのに、ここで暴れんな！」

「今の防御……まるで風に流されたかのような手応えのなさ……たいしたものだな、剣けん聖せいの継承者よ……」

「ああ、たいしたもんなんだよ、俺おれは」

　クロウは軽口を叩たたきつつも、どうにも嫌な予感が止まらない。

　アミラルは、七しち剣けんの一人だ。それも、剣聖に次ぐ実力者とさえ言われていた。

　マナカに敗れたとはいえ、実力差などはほとんどなかったはずだ。

　それに加え、今のアミラルにはどうにも不気味さを感じざるをえない。

　まさか、ダイナストが彼女になにかしたのか──

「ていうかな、別に俺にはあんたと戦う理由はねぇんだけどな」

「我がそう望んでいるからだ。貴様は、それに応えればいい……」

　不意に、アミラルの両肩から、細く白い光が飛び出す。

　それは、まるで触手のように柔らかく、先端は丸くふくらんでいる。

「出やがった！」

　クロウは叫んだ。

　アミラルの肩から飛び出しているのは、高密度の『光コウ』のかたまりである。彼女の意志で自在に操作が可能であり──

　その二本の触手は、腰の剣を一本ずつ引き抜いた。

　そう、彼女の触手は剣を握り、腕と同じ精度で動かすことが可能なのだ。

「我は、この街を薙なぎ払はらってもかまわん……。剣聖の継承者よ、黙って見ているか？」

「冗談だろ……」

　むろん、アミラルが本気なのはわかっている。彼女がその気になれば、この居留地を壊滅させるくらいは簡単だろう。

「はっはー、また四刀──いや、三刀か！　何度見ても面白いねえ！」

　いきなり、サーラがアミラルへと躍りかかった。彼女の右袖そでからは神シン鳴メイ刃ハが飛び出している。

　キーン、と澄んだ音が響き、サーラとアミラルが刃を重ねる。今はパワーで劣るサーラはすぐに剣を引き、続けて打ち込こみ続けていく。

「……？　遊んでいるわけではなさそうだな、死し剣けん使つかい……」

「いいや、遊びだよ剣けん帝てい！　遊びだからこそ──君を楽しませるよ！」

　サーラは極力刃を合わせずに、アミラルと斬り結んでいる。

　迂う闊かつにアミラルの剣を受けたり、パワー比べになったら勝ち目はないからだ。一切無駄のない動き、アミラルに反撃を許さない太た刀ち筋すじで斬りまくっている。

「はははっ、剣帝！　君もサーラを楽しませてくれよ！」

「貴様、以前とはまるで違うな……。『光コウ』を失ったのか？」

「サーラの人生もいろいろあってねえ！　もうすぐママになる予定だよ！」

「…………」

　クロウは日本刀の柄つかに手をかけたまま動けない。動かないほうがいいかもしれない。

　アミラルがサーラを斬ってくれれば、クロウの人生の苦悩はいくつか減るのではないだろうか。

「ってわけにもいかねぇか。リーゼ」

「あ、はい──って！」

　リーゼが、目を大きく見開く。

　クロウはさりげなくリーゼのスカートをめくったのだ。

　スカートの中の、可愛かわいらしいピンクのパンツをじーっと目に焼きつける。

「よし、元気充じゆう填てん！」

「そんなので充填しないでください！」

　リーゼが、ぱっとスカートを戻し、真っ赤になって叫ぶ。

「ちょっと、面倒なのの相手をしなくちゃいけねぇからな。パワーもらわないと」

「……うう、お兄さん……ケガせずにあの人を倒せたら、もう一回……パ、パンツ見せてもいいですから……」

「パンツと、一晩だっこしながら添い寝か。悪くねぇな」

「え、あれ？　そ、そこまでは……」

　リーゼが、ばたばたと無意味に手を動かしている。

　本当に可愛い女の子だ。彼女がいる街をアミラルに破壊させるわけにはいかない。

「さて、行くか！」

　クロウは走り出し、日本刀で抜き打ちをかけた。

「くっ……！」

　その剣を受け止めようとしたアミラルの左手の覇ハ剣ケン帝テイ刃ジンを、クロウの日本刀がすり抜けていく。

　クロウの古コ流リユウは太刀筋が読みにくい上に、いつ抜くかわからない居合いはさらにタイミングを狂わせるのだ。

「ちいぃっ！」

　アミラルは、二本の触手が握っている長剣を交差させ、日本刀を受け止めた。激しく火花が散り、クロウの視界がオレンジ色に染まる。

「惜しい！」

　クロウは、さっと後ろに下がった。彼もまた、アミラルと刃を合わせるのは極力避けたかった。

「少し……面白いか。ここでは、やりにくいな……」

　アミラルは無警戒にクロウに背中を向け、大おお股またで歩いて診療所の外へと出た。サーラも、無防備すぎたからか、なにも仕掛けられなかった。

　クロウは思わずサーラと顔を見合わせ、それから小走りに外へ出て行く。

「気は進まねぇけど……やるしかねぇか！」

　クロウは、日本刀を中段に構える。アミラルは背中を向けていて、振り返りもしない。

　アミラルのボロボロになったマントは、血に染まっていた。他の服は新品のようだが、あのマントはマナカと戦ったときにつけていたものかもしれない。

「なんか、わくわくするなあ。『光コウ』を封じられたサーラたち二人で、あの不気味な剣けん帝ていと戦うなんてなあ！」

　サーラは再びアミラルに飛びかかった。

　やはり『光』が封じられているとは思えないスピードだった。神シン鳴メイ刃ハを鋭く振り、アミラルの喉のどを狙ねらう。

「…………」

　アミラルは振り向き、三本の剣をまとめて振るい、神鳴刃の攻撃を弾く。

「ははっ、やっぱり強いなあ剣帝！　いい剣だ！」

　サーラは嬉うれしそうに言いながら、下段蹴げりを放つ。体勢を崩し、追撃をかけるつもりだ。

「ふんっ……！」

　だが、アミラルはまるで動じず、そのまま蹴りを受け止めた。

　むろん、サーラも重心を崩せるタイミングで蹴ったはずだ。どんな化け物だろうと、重心を崩されれば立っていられないというのに。

「くあっ……！」

　アミラルに踏ん張られ、サーラは逆に体勢を崩しそうになる。

　クロウは、サーラの前に割り込こみ、再び古コ流リユウの一刀を振るった。アミラルは滑るように後ろに下がり、その攻撃も軽々とかわしてしまう。

「なんだよ、くそっ……！」

　クロウは舌打ちし、彼も後ろに下がった。そのときには、サーラも体勢を整えていた。

「こらこら、クロウ。自慢の剣はどうしたんだよ？　あっさりかわされちゃってるじゃないかあ」

「おまえの蹴りだって簡単に受け止められたじゃねぇかよ」

　クロウは、弱々しく言った。自分の攻撃がまともに通じてないのは確かだからだ。

「しゃーねぇ。付け焼き刃もいいところだけど、一緒に行くぞ」

「初めての共同作業だなあ、あなた」

「俺おれは平和な家庭を築きたいんだよ！　おまえが嫁じゃ、デンジャラスすぎる！」

　クロウはやけくそ気味に言って、日本刀を振り下ろした。だがやはり、アミラルはふわりとかわしてしまう。

「家庭にスリルがあってもいいと思うけど……こいつは、どうにもわからないねえ！」

　サーラも神シン鳴メイ刃ハをひらめかせ、アミラルに斬りつける。剣けん帝ていは三刀も使わず、体術のみでかわしていく。ヒュンヒュンと、クロウとサーラの剣が空を切る音がむなしく響くだけである。

「くそっ、マジでなんなんだ、あんたは！」

　クロウは、焦った口調で言いつつも、剣は冷静そのものだ。どんな剣士が相手でも心を揺らさずに戦えるように、師し匠しようから仕し込こまれている。

「クロウ！　さっきから、剣帝さんから機械の作動音が聞こえるんだけどなあ！」

「機械……!?」

　しゃべりつつも、二人の剣は止まらない。アミラルも、ひたすらかわしていく。

　よく見ると、彼女の耳の機械はランプが激しく点滅している。

　クロウは剣を振りながら考える。機械──で連想されるのは、太たい陽よう教きようがダイナストから借りていたサイボーグ、スノウホワイトだ。

「アミラル！　あんた、やっぱダイナストに改造されたんだな！」

　クロウは、アミラルの首を狙ねらって日本刀を横に薙ないだ。またもや、かすりもせずに剣がすり抜けていく。

　おそらく間違いない。アミラルは機械的なサポートでクロウの動きを読んでいる。太た刀ち筋すじを映像やセンサーで捉とらえ、分析しているのだろう。

　春から今日まで、クロウは何度も修羅場をくぐり、腕を上げている。

　牙きばの道での地獄のような訓練で、さらに強くなり、特別な力も手に入れた。いや、〝取り戻した〟といってもいい。

　ただ、その特別な力は不安定なもので、自由自在に使いこなせるレベルではない。

　その力、無ム想ソウが発動してくれなければ、今の剣帝にはかなわない──

「いやいや、これはこれで面白いよねえ、クロウ！」

　サーラもまた、神鳴刃でアミラルの首を狙う。こちらは体重を乗せた鋭い突きだ。

「そう……だな。少し、面白くなってきた……」

　アミラルはわずかに首を動かして神鳴刃を避よけ──左手で握った剣と、触手で握った二本の剣を高々と掲げた。

「この身体からだの動きは、悪くない……」

「「…………っ！」」

　クロウとサーラは同時に跳んだ。

　三条の閃せん光こうが走り、空気を斬り、地面を裂き──そばにあったコンクリート製の二階建ての建物が、まるで野菜のように切断される。

　さらに、二階建ての建物の背後にあったビルが二つ、爆発したように吹き飛んだ。

「なっ……！」

　クロウは目をむいてしまう。

　吹き飛んだビルはどちらも四階建てだ。それらが原形も留とどめないほどに破壊されてしまっている。

　アミラルは、ただ軽く剣を振り下ろしたようにしか見えなかった。それだけの剣が、サーラの爆発の術法にも等しい威力を発揮している。

「ただの……機械化じゃねぇな」

　クロウはつぶやいた。

　無造作に振っただけの剣で、これほどの威力。いくら最強クラスのソーディとはいえ、ありえない。

　クロウはもう一つ思いついた。

　サイボーグにエイジンの細胞を注入したハイブリッド兵士〝レギオン〟。

　ソーディのパワーに加え、機械化とエイジンの細胞による力をプラスされているとしたら。あるいは、さっきのような芸当も可能なのかもしれない。

　アミラルは、あの怪物たちと同じ処置を受けているのではないか。

「困ったなあ、クロウ。あのパワー、死し剣けん使つかい以上かもしれないねえ」

　さすがのサーラも、さっきのアミラルの斬ざん撃げきには驚いたようだ。やはり、彼女から見てもあの斬撃は異様だったらしい。

「ゆくぞ、剣けん聖せいの継承者、死剣使い。あまり簡単に……死んでくれるなよ……」

　再び、アミラルが三本の剣を掲げ──さらに、ここまで使っていなかった右腕も挙げた。

「…………！」

　クロウは、ぞくぞくと背中を悪寒が走っていくのを感じた。

　右手には剣も握られていないが、あの右手が一番危険だ──！

「やべぇ！　サーラ、ここは──」

　逃げるしかない！

　そう叫ぼうとして──

「うっ、ぐううううっ……!?」

　突然、アミラルがもだえ始めた。

　二本の剣を握っていた触手が消え、地面に落ちる。

「ああっ、あああああああああああああっ！」

　アミラルの整った顔が真っ青になり、ふらふらとよろめく。

「そ、そうか……最終調整が……どうとかぬかして……ああっ、くううっ……！　まだか、まだ我の身体からだは……おのれぇっ！」

　アミラルはもだえながら、落ちていた剣を拾い上げ、両腕で抱える。

「剣けん聖せいの継承者、死し剣けん使つかい……！　すまないな、貴様らの相手は……また今度だ！」

「って、おいおい！」

　クロウが思わず駆け出そうとしたとき、アミラルは──跳んだ。

　数メートルも跳躍して、近くのビルの壁を蹴けり、道路を挟んだ反対側のビルの屋上に着地する。

　さらに、何度も跳躍して建物の屋根、屋上を伝って逃げていく。

「おお……めっちゃ素早い……つーか、判断早いな。さすが剣けん帝ていってところか……？」

　まともな勝負ができないとわかれば、すぐに引き下がる。

　それは、一流の証拠だ。決して卑ひ怯きようとか臆おく病びようとかではない。当然の判断である。

「おい、サーラ。どうやら俺おれら、命拾いしたようだぞ……って」

　クロウは隣を見て、そこには誰だれもいないことに気づく。

　ついさっきまでいたはずのサーラの姿は、完全に消えてしまっていた。

「あいつも素早い！　『光コウ』を封じられてるのに、動き速はえぇじゃねぇか！」

　クロウは、つい感心してしまった。

　サーラもまた一流だ。引き際は心得ているようだ。

「まあ……いいような、悪いような」

　ここで、邪魔者がいなくなったのをこれ幸いと、サーラに迫られても困るところだ。

　クロウは、日本刀を鞘さやに収めてゆっくりと診療所のほうへと近づく。

「あれ……リーゼもいねぇし……」

　破壊された診療所は、もぬけのからだった。

　最初にアミラルの一撃で壊されたところを除けば、特に変わりはない。だが、なぜリーゼまで逃げる必要があるのか。

　あるいは、クロウからの追及を逃れるためなのか……。

「あ、そうだ。俺、ケガしてねぇ。リーゼのパンツと一晩添い寝が……！」

　クロウは本気で悔しがる。

　結局、リーゼにもサーラにもアミラルにも、全員に逃げられてしまった。

　なんの成果も得られず、徒労に終わったというわけだ。

「やれやれ……また一人やべぇのが増えちまったし。どうなるんだろうなあ……」

　クロウは誰にも答えてもらえない問いを口に出し、ため息をついた。

　剣けん華か祭さいを前に、彼の苦悩は減るどころかまた一つ増えてしまったらしい。







「はあっ、はあ、はあっ、はあっ……！」

　居留地から数キロ離れたところに、自動車も通行人もほとんど見当たらない、寂しいトンネルがあった。

　剣けん帝ていアミラルは、トンネルの中で壁に片手をつき、荒い呼吸をしている。

　頭が砕けそうなほどに痛み、心臓は高速で鳴り、今にも破れそうだ。

「まったく、仕様のない方ですね、あなたは」

「……なんだ、貴様は」

　アミラルの前に、チャイナドレス姿の若い女性が姿を現していた。

　見た目は二十代前半、髪をお団子に結っている。東洋系の美女だ。

「ただの使い走りですよ。ふー、監視の兵士を皆殺しにするわ、着陸したらいきなり飛び出していくわ、いったいなにを考えているんですか？」

「人間ごときが、剣の頂点に立つ我の考えを知ろうなど、傲ごう慢まんだ……」

　アミラルは頭と心臓の痛みに耐えながら、女性を睨にらみつける。

「あなたのお気に入りの少年も人間ではないですか」

「貴様と、あの少年を一緒にするな……。おのれの意志で剣と肉体を鍛え上げた男だ。機械の貴様などとは違う……」

　目の前にいる女性は、間違いなく普通の人間ではない。気配が薄すぎる。噂うわさに聞いたことのあるサイボーグ、というやつだろう。

「ワタシも自分の意志でこの身体からだを手に入れたんですけどね。まあ、それはいいでしょう。それより……無む茶ちやをしすぎです。あなたにはこれが必要なんですよ」

　女性は、ふところからタブレットケースを取り出した。中には、白い錠剤が詰まっている。

「あなたの身体には、レギオンと同じ処理を施してあります。でも、遺伝子操作したクローンを素体としたレギオンとは違うんです。機械化とエイジンの細胞注入は、いくらあなたが強きよう靱じんでも耐えきれるものじゃない。しかも、最終調整を済ませていないんですよ」

「関係あるか、そんなもの……！　貴様らの思惑など知らん……！」

「まあ、上司はあなたは好き勝手にやらせたほうが面白くなるとか……というか、おとなしすぎるくらいだとか言ってますけど……はー……」

　女性は、深いため息をついた。なにやら、彼女にも苦悩があるようだ。

「あなたの投入は実験でもありますからね。データが取れれば文句はないんですが、できればもう少し利益がほしいところです」

「だから、貴様らのことなど知らんと言ってるだろう……金がほしければ、勝手に稼げ」

　この女は、ダイナストの社員なのだろう。

　アミラルでも、企業が求めるものが金銭であることくらいは知っている。

　しかし、金銭などアミラルにとってもっとも興味のないものだ。ダイナストがなにを企たくらんでいるにしても、彼らの思惑に乗ってやる必要性などない。

「そうしたいんですけどね。ただ、うちの上司は……利益を追求してはいますが、その手段が困りものなので」

「……なんだ？」

「うちは軍事企業ですよ。もちろん──戦争です」

「はっ、それはけっこう。我が好むのは斬り合いだが、戦争も嫌いではない」

「上司と話が合いそうですね。さすがに、この現代であまり派手な戦争を起こされても困るんですけど、盛り上がってくれればありがたくもあります。まあ、我々にできることは火種を用意する程度で」

「ふん……」

　アミラルは、鼻で笑う。

　彼女から見れば、ダイナストのやり方は迂う遠えんだとしか思えない。

　戦争を起こしたければ、ブレイズのように自分たちが火種となればいいのだ。

　やはり、人間どもとは相あい容いれない──

「我は、我のやりたいようにする。人間よ、阻みたければ武器を持って前に立つがいい」

「はー……邪魔をするつもりはありませんよ」

　女は、また深いため息をついた。

「せめて、調整を受けてください。あとはお好きにどうぞ。というか、剣けん聖せいの弟子君や死し剣けん使つかいと戦いたいんでしょう？　さっきみたいな不具合が起きたら、それどころじゃありませんよ」

「……いいだろう」

　これ以上、身体からだをいじられるのは本意ではない。だが、今の状態では剣聖の弟子や死剣使いと戦えないのも確かだ。

　ならば、少しくらい不快なことも我慢してやろう。

　アミラルが求めるものは、剣を交えた先にしかないのだから。







　東京ソーディア、中央特別区センター。

　その中心部には各省庁や企業の本社ビルが集まっている。

　築数十年の歴史あるものから、最新の工法で建てられた立派な高層ビルまで様々である。

　それらのビルの中に一つ、味も素っ気もない十階建ての建物があった。

　かつてセイバーズという首都の治安維持組織が使っていたビルである。セイバーズが中核戦力をブレイズとの戦いで失い、解体されてしまったため、空きビルとなっていた。

　建物が味気ないのはともかく、一等地にあることは間違いない。

　そのため、シルフィが政府から許可を得て借り受け、最上階の局長室──セイバーズのトップだったマナカが使っていた部屋を執務室として使用している。

　室内に飾り気はなく、机と応接用のソファ、書類などを収めている棚がある程度だ。

　机の上には書類が山のように積まれ、置かれたノートＰＣのモニターにはいくつものウィンドウが表示されている。

　若き元老院議員であるシルフィには、やるべき仕事がいくらでもあるのだ。

　なにやら、ブレイズの居留地で騒ぎが起きたらしいし、少し前には米軍の特別輸送機が爆発炎上している。後者はともかく、居留地での騒ぎは見過ごせない。

「……あまり仕事の邪魔をされても困るのだけどね」

　席についているシルフィが視線を向けているのは、ノートＰＣのモニターでも書類でもない。

「いいでしょいいでしょ、人と会うのもあなたの仕事でしょ？」

　応接用のソファに、一人の少女が座っていた。

　灰色の長い髪にベレー帽、フリルだらけの白とピンクのドレス。

　美しくはあるが、誰だれにでもわかるほど危険な雰囲気を纏まとっている。

「アポのない面会は基本お断りだよ。まだ子供の君にはわからないかな？」

「ええ、こっちは見てのとおり少女なのよ。いえいえ、アポを取ることくらいは知っているけど、あれでしょ？　政治家って票にならない人とは会わないんでしょ？」

「正規の手順を踏めば、会うことは会うよ。得にならない話は聞き流すけどね」

　シルフィは、ソファに座っている少女──八やツ首くびの蛇に微笑ほほえみかける。

　室内には、他に誰もいない。シルフィは仕事に集中したいときは、護衛の双子剣士すら遠ざけているのだ。

　とはいえ、その双子剣士も、狛こま犬いぬのように執務室の前のドアで見張っているはずだ。

　双子に気づかれず、この部屋に入ってくるなど──

「まあ、入って来たものはしょうがない。少しなら話を聞いてあげよう」

「少しだけ？　ねえ、シルフィ。あなたと私──いえ、ラナフィと先代の八ツ首の蛇はちょっとした因縁があったのよ。まあ、もう知ってるわよね？」

「もちろん」

　シルフィは、にっこり笑って頷うなずく。

「ただでさえ忘れられた民族のブレイズだからね。調べるのはちょっと面倒だったが、いくつかわかったよ。八ツ首の蛇は最強の術法使い。常に三人いる死し剣けん使つかいと違い、数年、数十年生まれないこともある」

「そう、私も久しぶりに生まれた八ツ首の蛇よ。大戦で戦った蛇が死んでから、半世紀以上経たってからの誕生ってわけよ」

　なるほど、とシルフィは納得する。

　八ツ首の蛇は十代後半の少女に見えるが、見た目どおりの年齢らしい。

「蛇は、通常は一人に一種類の術法を八つも使いこなし、しかもその威力は絶大──」

「絶大、じゃよくわからないでしょ？　なんならお見せしようか？」

「遠慮しておくよ。ここは税金で建てたビルだ。君の挑発に乗って壊されては、納税者に顔向けできない」

　シルフィは苦笑しつつ言った。

「それに、君の術法じゃ被害はこのビルだけでは済まないだろう。巷ちまたでは、『八ツ首の蛇は単独で空母を撃沈し、一個師団を薙なぎ払はらった』なんて言われてるようだけど──」

　シルフィも、その話は以前から知っていた。七十年前の大戦でのトンデモネタとして、知られた話なのだ。

「事実は違う。大戦時の八やツ首くびの蛇は南方で空母を含めた一個艦隊を撃沈し、ヨーロッパ戦線では三個師団、五万人以上を皆殺しにした」

「胸が痛むお話ね」

　八ツ首の蛇は、わざとらしく祈るようなポーズをする。

「話には尾ひれがつくものだが、蛇の場合は事実があまりに作り話っぽいせいで、いつの間にか話が小さくなってしまったようだね。そんなことがあるとは」

　シルフィは、八ツ首の蛇の戦果の裏を取っている。話が小さくなって伝わっているのは、嘘うそっぽいというだけではなく、いくら戦争とはいえオーバーキルやりすぎだったからだろう。

「文字どおりの全滅で、一人も生き残りがいなかったそうだね。いったいなにをしたのやら。目撃者がみんな死んだせいで、謎なぞのままらしいね」

「別に、隠すほどのことじゃないわ」

　くすくすと、八ツ首の蛇は笑った。

「消滅の術法よ。私が一番得意な術法なのよ。とってもとっても綺き麗れいなの。真っ白な光が人間や戦艦を呑のみ込こんで、悲鳴と一緒に消えていく──あれはたまらない光景だったわ」

「……ふむ。さすがに眉まゆ唾つばだと思っていたけどね」

　シルフィは椅い子すから立ち上がり、窓際へと歩いて行く。

　周りのビルより素朴とはいえ、十階からの景色は悪くない。シルフィは、最近お気に入りの光景を見つめながら口を開く。

「ところで、八ツ首の蛇は、代々記憶を受け継ぐという。蛇は特定の血族の中に生まれるという話もあるね。遺伝子に記憶が刻まれるのかな？」

「血族といっても、ごくわずかでも血を受け継いでいれば、蛇の器になる可能性はあるらしいわ。ブレイズが絶滅でもしない限り、新たな蛇が生まれる可能性は消えないわよ」

　八ツ首の蛇の声が、背後から聞こえた。彼女は楽しそうだ。

「それは厄介だね。しかも、記憶を継いでいるということは、術法の扱いをあらためて訓練する必要もないということかな？」

「そうとは言えないわね。記憶を継ぐといっても曖あい昧まいだし、術法の使い方を頭でわかっていても、新しい身体からだで使うにはやはり訓練が必要なのよ」

「そこまで便利にはなれない、か」

　シルフィは苦笑する。

「ただ、よーくよーく覚えていることもあるわ」

「なにかな？」

「私を殺したのは、扉の巫み女こよ」

　シルフィは、後ろを振り向いた。八ツ首の蛇は、立ち上がっている。

「先代の蛇が大戦中に戦死したことも知ってるでしょう？　蛇はブレイズの粛清時には既にいなかったの。あの扉の巫み女こに斬られたせいでね」

「なぜ、扉の巫女に斬られたか覚えてるのかな？」

　シルフィは、蛇とまっすぐ向き合いながら問いかける。

「太陽の乙女が空の扉を閉じようとしたからね。ラナフィの命令で、妨害するために私が差し向けられたの。でも……あの扉の巫女に邪魔された。さすが、生まれながらにして最高の『光コウ』を持つ最強のソーディね」

「君ですら、扉の巫女にはかなわなかったか」

　術法は強力ではあるが『光』を使って防ぐこともできる。ジーネルがやったように。

　世界中に巨大な空の扉を開く──そのエネルギー源となる扉の巫女の『光』ならば、八やツ首くびの蛇にも対抗可能なのだろう。

「おかげで私は死んじゃったわよ。けど、生まれ変わってみればラッキーだったわ。なんといっても、私を死地に追いやったラナフィの再来、それに扉の巫女もいるんだからね」

「別に、私たち姉妹はラナフィ様と扉の巫女の生まれ変わりではないよ」

　シルフィにとって曾そう祖そ母ぼであり、大戦時の指導者だった智ち将しようラナフィ。

　偉大なる先祖の再来と呼ばれるのは光栄であるが、七十年前に彼女がやったことの責任を負わされるのは困る。

「それは、あなたの考えよ。私はそうは思っていないの。シルフィ、扉の巫女、あなたたち二人は──私が殺すべき相手よ」

　八ツ首の蛇が、にやりと微笑ほほえむ。

　狩るべき獲物を見つけた肉食獣のような殺意とともに。

「そうかね。ただ、蛇よ。私は君のことを調べたと言ったろう。ローミス、レーミス！」

　シルフィが叫ぶとともに、執務室の扉が開き、双子の剣士が飛び込こんでくる。

　銀髪の双子剣士たちは、黒いマントをなびかせながら、一瞬でシルフィの前に並ぶ。そのとき、二人は既に抜刀し細身の刀身を八ツ首の蛇に向けていた。

「八ツ首の蛇は、最強の術法使い。そして同時に──最弱の剣士でもある。君は最高の術法を使える代わりに、剣はまるでからきしらしいじゃないか」

「よくご存じね。でもでも──なんの問題もないの」

「くっ！」

　八ツ首の蛇から、風が吹き始める。

　それはあっという間に強風となり、部屋全体に風が吹き荒れる。書類が飛び散り、双子剣士たちのマントもばたばたとなびく。

「他のブレイズたちとはデキが違うの。タメもなく、一瞬で術法が発動できる。軽く剣を振るみたいに、一撃必殺の術を使えるのよ。武器を使える必要があるのかしらね？」

「なるほど、便利なものだね」

　それでも、シルフィは怯おびえたりはしない。ただ、物理的に強い相手など恐れない。それもまた政治家としての矜きよう持じである。

「今の扉の巫み女こは、まだまともに自分の力を使えていないようね。あなたはもちろん、妹のほうもいつでも殺せるわ」

「君がそれを実行していない理由は？」

「ただ殺すなんてつまらないじゃない。それじゃ楽しくないでしょ？」

　吹き荒れる風の中心で、八やツ首くびの蛇のドレスの裾すそが揺れている。

　彼女のその姿が──美しいと、シルフィは思ってしまう。

「……ブレイズらしい考え方だね。最初に行動を起こしたマナカと、ネーナという少女もみずから困難を招いて、それを楽しんでいたとか」

「あなたのような目的至上主義から見れば、愚かなのでしょうね」

「私も楽しいのは好きさ。仕事とは分けて考えるがね。八ツ首の蛇よ、君のお楽しみはなんだい？」

「あなたの持てる力をすべて注いで、私を殺しに来て。もちろん、扉の巫女を差し向けてきてもいいわよ」

　八ツ首の蛇は、再びくすくす笑いながら言う。

「それとも、彼かしら？　剣けん聖せいの継承者にして、扉の巫女、太陽の乙女、それに死し剣けん使つかいリンネにソーディアからの来訪者。彼女たちの中心にいる少年。クロウとかいったわね」

「蛇よ、君もクロウを知っていたとはね」

「私はこのお祭りには途中参加だけど、ちゃんと調べることは調べたわ。彼の存在は無視できないでしょう？」

「君ほどの強者の目に留まるとは、彼も──さぞ迷惑がることだろうさ」

「ふふ、クロウって子はそういう人なのね。いい話を聞けたわ。それだけでも、ここに来た甲か斐いがあるというものよ」

　八ツ首の蛇は、右手を軽く振った。

　窓が割れ、ごおっと風が吹き込こんでくる。

「さよなら、シルフィ議員。あなたと話せて楽しかったわ。またね、またね」

「ローミス、レーミス！」

　シルフィが叫ぶと同時に、双子が同時に八ツ首の蛇へと斬りかかる。

　しかし──

「あはは、あははははははははっ！」

　八ツ首の蛇は狂ったように笑いながら、二人の剣が届く直前に窓から飛び降りた。そのまま、重力に引かれて落下していく。

「……死にはしないだろうね。最強の術法使いか……」

　シルフィは、割れたガラスが飛び散っている窓際へ歩み寄りつつ、つぶやいた。

「ん？　ローミス、レーミス、それは……」

「申し訳ありません」

「不覚を取りました」

　双子剣士が、シルフィに一礼する。

　双子の右腕と左腕、それぞれの袖そでに血が滲にじんでいた。いつの間にか、八やツ首くびの蛇の術法──おそらく風の刃で斬られたらしい。

「大丈夫かい、二人とも？」

「もったいないお言葉」

「問題ありません。奴やつを追いますか？」

「いやあ、もうとっくに逃げただろうね。それより、ローミス。絶ぜつ剣けんシュナークに連絡を取ってくれ」

　シルフィは風で乱れた髪を撫なでつけながら言う。

「絶剣殿は、確か食べ歩きツアーの最中で、今はイタリアに……」

「報酬は弾むと言ってくれ。ふところは痛いが、扱いやすいのは助かる」

　絶剣シュナークは七しち剣けんの中でも立場に縛られず、自由に動いている剣士だ。金さえ払えば、酒場の用心棒でもやるらしい。

「仕事の内容はセフィの護衛だ。それと、竜剣リドにも連絡を」

「竜剣殿……ですか？　ですが、彼女は……」

　いつも無表情なローミスが、わずかに困惑した顔をする。

「そろそろ彼女にもご出陣願おう。厄介な剣士だが、七剣は三人も足りていない。竜剣を遊ばせておける状況じゃない」

「わかりました」

　ローミスが頷うなずき、執務室の外へと出て行く。

「ふう……」

　シルフィはため息をつき、さっきまで八ツ首の蛇が座っていたソファに腰掛ける。

「次から次へと面倒が起きるね。過労で倒れることもできない、頑丈な身体からだが恨めしい」

「少しお休みになってはいかがですか？」

「いや……」

　シルフィには、仕事が山積している。このあとも、会議や人と会う予定がいくつも入っているのだ。まだ若手議員ということもあり、おおっぴらにサボることはできない。

「……ん？　これは……そうか」

　シルフィの足下には書類が散らばっている。その中から、パンフレットを拾い上げた。

「ああ、剣の学院の文化祭──剣けん華か祭さいのパンフレットか。これにも行きたいんだがね。どうやら難しくなってきたらしい」

　そこまで言って、シルフィはふと思い出した。

　八ツ首の蛇が気にかけていた、人間の少年。

　シルフィにとっては友人である剣けん聖せいヒョウカの弟子で、セフィの友人だ。彼のことは幼い頃から知っている。少し性格は軽いが、強い意志を持つ好ましい少年だ。ソーディにとって差別対象である人間だが、シルフィはそこは気にしていない。

　長く付き合っていれば、情も湧わくというものだ。

　その彼は、あちこちから狙ねらわれている上に、強力な力を持つ八やツ首くびの蛇からも重視されているらしい。

　クロウは、大きな存在となりすぎた──

「可哀かわい想そうな子だね……」

　シルフィは、遠くを見るような目をしてしまう。

　初めて会ったとき、自分より大きな剣をがむしゃらに振っていた小さな少年。

　彼には──さらなる過酷な運命が待っているだろう。

　その彼のために、シルフィができることは──






３章　剣華祭






　剣けん華か祭さい、当日──

　午前九時の開場とともに、グラウンドで打ち上げ花火が上がった。

　同時に正門が開かれ、待っていた大勢の客が一斉に校内へ入っていく。

「うおっ、すげぇな。なんだ、あの人数。大物アーティストのライブじゃねぇんだから」

「しょうがないよ。剣華祭は、東京ソーディアの名物なんだってさ」

　クロウは制服姿で、リンネはいつものメイド服姿だ。

　二人は、正門から数百メートル離れたところにいる。そこからでも、門の付近の込こみ入った様子はよく見えた。

　剣の学院の文化祭は、特に入場チケットなどは必要ない。剣の名門である学院に堂々と入れる年一回のチャンスには、ソーディの客が殺到するらしい。

「今年はお客さん少し減るかもって聞いたけど。ほら、サーラお姉ちゃんが殴り込んだり、いろいろあったから。でも、そうでもないっぽいね」

「学校の文化祭なんて、そんな面白いもんなのかな。俺おれ、よくわかんねぇや」

「クロちゃんは、子供の頃から山猿みたいな暮らしをしてきたんだもんね……」

「ほっとけ」

　実際、クロウは七歳の頃から七年間、剣けん聖せいヒョウカとラーシュとともにほぼ山に籠こもりっぱなしだった。

　十四歳のときに山を下り、それからは治安維持部隊セイバーズの一員として戦い、セイバーズが壊滅したあとも普通の日常からはかけ離れた生活を送ってきた。

　正直、未いまだに文化祭というものがピンと来ていない。

「あんな大混乱になるとはなー。正門あつちの案内係に回されなくてよかった」

　クロウたちの前にも、門がある。剣の学院はむやみに広いので、あちこちに門がいくつもあるのだ。

　正門は、一般の客用の入場口。クロウたちがいる門は、学院から招待を受けた来客専用の入場口なのだ。

「あ、クロちゃん。こっちもお客さん来たよ。はいはい、お仕事お仕事ー。招待状を確認しまーす」

　リンネは学院に雇われているメイドだ。来客の案内に駆り出されるのは当然である。クロウは、そのリンネの付き添いだ。

　さすがに正門ほどではないが、途切れずに客が入ってくる。見たところ、身なりのいい大人が多いようだ。ほとんどは、学院の生徒──その両親たちだろう。生徒たちは、良家の子女が珍しくない。

「はーい、どうぞー。ええ、第一校舎はこちらの道をまっすぐ行って──」

　リンネは愛想よく来客に対応している。客たちも、彼女が世間を騒がしているブレイズの一人、それも最強の死し剣けん使つかいと知ればひっくり返るだろう。

　学院内でも、リンネの正体を知る者はごくわずかなのでバレる心配はほとんどないが。

「はー、面倒くせぇな。クラスの劇までまだ時間あるし、他校の可愛かわいい女の子とか引っかけにいくかなー」

「……告白の返事してない女の子の前で、さらっとそんなこと言っちゃうのがクロちゃんの凄すごいとこだよね」

　リンネが仕事の手を止めて、クロウをじっとりした目で見ていた。

　そのとおり、リンネは一度クロウに気持ちを告げている。そして、その返事をクロウはずっと保留しているのだ。

「あ、ここで返事しちゃダメだよ。ダメダメ。するなら夜景の見えるホテルでワインを飲みながら、二人ともガウンを羽織って──」

「そりゃもう、コトに及ぼうとしてるじゃねぇか。返事もなにもねぇだろ」

　と、返事はともかく、クロウのほうから話を蒸し返そうとすると、こんな風にリンネにはぐらかされている。

「あはは、そうだね。でも、さ──」

　リンネは、軽く跳んでクロウにぴたりと寄り添ってきた。彼女のピンクの髪から、ふわりと甘い香りが漂ってくる。

「お、おい。リンネ」

「気軽にこんな風にくっつけるのも、ボクらが友達以上恋人未満だからじゃない？　あ、そう思っていいよね？」

「ああ、そりゃあ……」

　最後の一線は越えなかったとはいえ、ベッドインしておいて、ただの友達ですとは言い張れない。

「もし、クロちゃんに断られちゃったら、こういうのもできなくなるわけだし」

「……俺おれは付き合ってなくてもセクハラするぞ」

「ボクはもうちょっと繊細なんだよ。ていうか、普通はそうなんだよ。まったく、クロちゃんは……」

　リンネは、クロウから離れてふうとため息をつく。

「それにね。ボク、今がけっこう気に入ってるんだ。セフィちゃんとひーちゃんがいて、かいちょさんもいて、それにニアちゃんも。みんなでわいわい騒いでるのが好きなんだよ。今をあまり変えたくない──っていうのはダメかな？」

「……いや」

　クロウは首を振った。告白の返事も決められない自分と比べれば、気持ちをはっきり口に出しているリンネのほうがはるかにマシだ。

「いいんじゃないか。俺も、今の状況は気に入ってるしな。命懸けのバトルがなけりゃもっと最高なんだけど」

「いやあ、クロちゃんは死にかけたり入院したりしてこそキャラが立つってもんだよ」

「キャラ立たせるために命を懸けるのかよ！」

　あはは、と笑ってリンネはわざとらしく逃げるフリをする。

　リンネが言ったことは、おそらく本心なのだろう。彼女なりに考えて、告白の返事を聞くより現状維持を望んだと──

「ま、今はお祭りお祭り──っと、いらっしゃいましー」

「……客の前でなにをイチャついてるんだい。相変わらず、アホな二人だね」

「違うよ、アホなのはボクだけで──って、あれれれれれれ？」

「げげっ！」

　クロウとリンネは、招待状を差し出してきたその女性を見て、ぎょっとしてしまう。

「失礼な反応だね。これでも客だぞ、妾わたしは」

「ばあさん！」

「おばーちゃん！」

　白い髪を後ろで結び、青い作さ務む衣えの上に羽織を着た、三十代くらいの女性。

　だが、実はその女性が九十歳を越える老人であることをクロウは知っていた。

　彼女は、大だい剣けん聖せいジルンシェード。

　七しち剣けんは長くても十年ほどで引退するのだが、彼女は最強の剣聖として六十年もその称号を持ち続けていた。生きる伝説とも言える偉大な剣士である。

　クロウとリンネは夏休みに大だい剣けん聖せいに出会い、それからしばらく彼女の屋敷で世話になったのだ。

「え、なんでばあさんがいるんだ……？」

「夏からこっち、何度も東京ソーディアと剣けん仙せん衆しゆうの里を往復してるのさね。ウィニアの通訳が終わったと思ったら、なんでも剣聖が行方不明らしくてな。その代わりをやらされているわけだ」

「あー……」

　クロウは思わず唸うなってしまう。

　剣聖は、ソーディ剣士の頂点に立つ存在だ。公式行事への参列などを求められることも多い。ヒョウカが一年以上行方不明で、さすがに不都合が生じてきているのだろう。

　むろん、大剣聖はヒョウカが行方不明であることはとっくに知っている。伝聞のように言ったのは不肖の弟子への嫌いや味みだろう。

「まったく、政府の連中め。ちょっとウィニアの件で手を貸してやれば、調子に乗りおって。妾わたしは引退した身だというのに」

「た、大変ですね」

　隠居していた大剣聖を巻き込こんだのは、クロウである。

　少なくともクロウが訪ねていかなければ、大剣聖は成り行きとはいえ、東京ソーディアに来ることもなかっただろう。

「今日も、挨あい拶さつなどさせられるらしいさね。まあ、妾もこの学院の創立に関わった一人ではあるがね」

「えっ、そうだったのか！」

　それはクロウも初耳だった。とはいえ、最強の剣士だった大剣聖が最高の剣士を育成する剣の学院に関わっていたとしても不思議はない。

「少しは楽しませてもらうか。小僧、祭りに乗じて悪さをするなよ」

「見くびるなよ。俺おれは祭りじゃなくても、女の子にちょっかいかけるぞ」

「はぁ……」

　大剣聖はため息をつき、一人でさっさと行ってしまう。

「あっさり行ってくれてよかった……」

　クロウは、大剣聖にとって孫弟子にあたる。普通に接してはいるが、どうにも頭が上がらないところはある。

「っと、そろそろセフィのところに行かねぇと。リンネ、いいか？」

「あ、うん。大丈夫だよ。あとでボクもセフィちゃんメイド見に行くから」

「まあ、おまえも楽しめよ」

「ありがと、クロちゃん」

　リンネはにこっと笑って頷うなずく。

　その彼女の首にはチョーカーが巻かれている。それには爆弾が仕し込こまれており、遠隔操作で爆破可能だ。危険な死し剣けん使つかいであるリンネを制御するために、ソーディ政府が仕掛けた保険だ。

　リンネは自分を好きだと言ってくれて、告白の返事を保留されていても、答えを求めてこない。

　現状維持を望んでいるのは本心だろうが、答えを出せないクロウへの気遣いもあるのだろう。

　そんな少女の首に命を奪う危険物がついていることが、クロウには辛つらい。

　そろそろ、なんとか外してやれないか──そんなことを考えつつ、校舎のほうへと走り出した。







　セフィのクラスのメイド喫茶はいきなり盛況だった。

　廊下の外にまで客が長い行列をつくっている。

　客たちのほとんどが手に持っているチラシは、クロウの指示でつくったものだ。

　メイド服姿のセフィが胸の谷間を強調するきわどいポーズを取った写真に、『四よん将しよう家けのお姫様がメイド姿でお出迎え！』というキャッチコピーをかぶせてある。

「……こりゃ、元は余裕で取れそうだな」

　クロウは、廊下の行列を眺めつつ苦笑してしまう。

　元手といっても、かかったのは飲食物の仕入れの代金くらいだ。メイド服は学院の使用人用のものを仕立て直して使っているし、テーブルクロスやカップなどは生徒が持ち寄ったものがほとんどだ。

「しまったな、もうちょいぼったくってもよかったかも。午後からなに食わぬ顔で値上げとかできねぇかな……」

「あ、クロウ！　ちょうどいいところに！」

　教室の前後の扉のうち、客の出入りに使われているのは後ろ側だけだ。前の扉ががらりと開き、そこから一人の女子生徒が顔を出した。

「なんだ、リマか」

　リマはセフィの友人で、おでこを出すほどのショートカット……だったのだが、今はだいぶ髪が伸びている。この少女とも出会ってから数ヶか月げつが経たっているのだ。

「来てくれ。問題発生だ。セフィ様がちょっと……」

「問題？」

　まさか、メイド喫茶がツンデレ喫茶と化したとかそんなことだろうか。

　リマに教室内に引っ張り込まれる。教室はカーテンで仕切られ、三分の二が喫茶スペース、三分の一が調理スペースとなっている。調理といっても、できあいのケーキを盛りつけ、インスタントやペットボトルの飲み物を注ぐ程度だ。

　調理スペースの隅には、さらにカーテンで仕切られた、着替え用の狭いスペースがある。

「ね、ねえ、リマ……本当にあたしも出なくちゃいけないの……って、ロウ！」

「……あー、なるほど」

　そのカーテンから顔を出していたのはセフィだ。今、彼女が言った台詞せりふだけで、クロウはすべてを察した。

「着替えは終わってんだろ？　ちょっと入るぞ。リマ、任せてくれ」

「ああ、頼む……」

　リマは割と真剣な顔で言った。彼女はいろいろあって、クロウにはいい印象を持っていないはずだが、よほど困っているらしい。

　クロウはカーテンを引いて、中に入る。二人が入ると、身動きするのも難しいくらいの狭さだ。

「な、なんで入ってくるのよ、もう……」

「さて、どうして接客に出たくないんだ？」

　クロウはセフィの抗議は無視して、本題を切り出した。

　いざ本番となって、セフィが接客に出るのを嫌がっていることはすぐにわかった。

「だ、だって……さっき一人目のお客さんの前に出たらもの凄すごい見られてたのよ……」

「そりゃー見るだろ。ぶっちゃけ、プロデュースした俺おれでもマジで目が離せないぞ」

　開いた胸元に、短い上にスリットの入ったミニスカート。こんな露出過剰のメイドさんで、しかも着ているのはスタイル抜群の美少女ときている。男はもちろん、同性でも目を奪われて当然だろう。

「こんなに胸もでかいし……」

「なっ……!?」

　クロウがさりげなく胸を揉もむと、セフィは大きく口を開きかけて──黙った。

「い、いきなりなにしてんのよ……！　いつものこととはいえ……！」

　あらためて、小声で突っ込こみつつ、胸を揉むクロウの手首を掴つかんできた。

　どうやら、胸を揉まれたことを周りにバレないようにという配慮だったらしい。

「はー……なんか、胸揉もまれたくらいじゃたいして怒らなくなってる自分が怖いわ……」

「俺も、四よん将しようのお姫様の乳をいつでも揉める状況が怖い」

「あんたが勝手にやってるだけでしょ！　ああいえ、そういう話じゃないわ。あたし、やっぱり接客しなきゃダメ？」

「午後からはサプライズで『セフィ様握手会』も企画してるんだが……」

「初耳よ！　あたしを驚かせてどうする！」

　それが面白いんじゃないか──とは、クロウはもちろん言わなかった。

「じゃあ、俺の個人的な『セフィ様おさわり会』に変更しよう」

「いつものセクハラでしょ！　文化祭であらためてやるな！」

「これもダメか。それじゃ、せめて接客くらいはしよう。仕事だよ、仕事」

「お、お仕事ね……。それならしょうがないかしら……」

　セフィは納得しかかっている。こんなに簡単に丸め込こまれていいのかと、クロウは彼女が心配になってしまう。

「クラスのみんなも期待してるし……でも……」

　セフィは、クロウに背中を向け、窓のほうを見ながらぶつぶつ言っている。

「ん？　おい、セフィ」

「きゃっ！　ちょっと、ロウ……！」

　クロウは、前触れもなくセフィのスカートをめくり上げていた。

　それでもセフィがあまり驚かなかったのは──

「セフィ、なんでスカートの下にスパッツなんかはいてるんだよ」

　スカートの下は下着パンツではなく、黒いスパッツだった。

「べ、別にいいでしょ。こんな短いスカートで人前に出られないわよ」

「なっ、なんてことを……！　こういうのは無粋ってもんだよ！　女の子のスカートの下には夢が詰まっていないと！」

「それはロウの夢でしょ！　って、ぎゃーっ！　スパッツに触らないで！」

「いや、これはダメだろ！　プロデューサーとして没収だ、没収！」

「ちょっ、こらっ……きゃうっ！」

　セフィが暴れ──床に置かれていた小さなダンボール箱につまずき、窓枠に両手をついてこらえる。

「も、もうっ、あんたはなんてこと……」

「あ……」

　セフィが振り向き、クロウはぎょっとする。

「ロウ、なにその顔──って！」

　セフィもそこで気づいてしまった。クロウがスパッツとまとめて、彼女のパンツも太もものあたりまでずり下ろしてしまっていることに。

　ぷるんと柔らかそうな白いお尻しりが、ほぼあらわになっている。

　そういえば、意外と尻は見たことなかったな──などと思いつつ。

「…………っ！」

　セフィは、恐ろしいほどのスピードでスパッツごと下着をはき直す。

　それから、ぎろりとクロウを刺すような視線で睨にらんできた。

「……悪いんだけど、ロウ。星ほし崩くずし、持ってきてもらえる？」

「自分を処刑するアイテムをわざわざ持ってくる気はしねぇな」

　と軽口を叩たたきつつ、クロウはいつでも逃げられる態勢を取っておく。

「そうね……ここで暴れたら、クラスのみんなの準備も台無しだし……後回しにしておくわ」

　だいぶ、今のやり取りは外に聞こえたと思うが、セフィはそこまで気づかないらしい。

「ていうか！」

　セフィはスカートを押さえつつ、びしりとクロウを指差す。

「だ、だいたい……あんたはいいの？　あたしのパン──下着が他の人に見られても。男のお客だって来るのよ？」

「もしセフィのパンツを見たら、そいつは斬り殺す」

「それはやりすぎでしょ……」

　むろん、斬ざん殺さつは冗談としても、他の男にセフィの下着を見られるなど冗談ではない。

「だいたい、それならスパッツはいててもいいでしょ！　あんた、言ってることが矛盾してるわよ！」

「難しいところだな……」

　クロウは割と本気で悩んでしまう。

　スパッツは無粋だと思うが、確かにこのメイド服のスカートではちょっと身を翻しただけで中が見えるかもしれない。

「悩まないでよ。もう、わかったわ」

　セフィは赤くなりながら、スパッツだけ素早く脱ぎ捨てる。

「見えないように気をつければいいんだし。行くわよ、接客すればいいんでしょ」

　それから、カーテンを引いて外へ出ようとして──立ち止まった。

「セフィ？」

「……あ、あのね、ロウ。文化祭のあと、後夜祭もあるんだけど……」

　セフィは、ぼそぼそと小声で囁ささやいてくる。

「ん？　ああ、そうらしいな。俺おれはそっちにはタッチしてないけど」

　後夜祭は生徒のみが参加する、打ち上げのようなものらしい。

「フォークダンスもあるんだけど……何人かから一緒に踊らないかって誘われてるの。でも、なんか断りにくくて……相手がいれば、引き下がってくれるんじゃないかと思って」

「……光栄だな、セフィ。もちろん、お相手を務めさせてもらうよ」

　クロウは特に鈍くはない。セフィが言いたいことは、すぐにわかった。

「べ、別にあんたじゃなきゃダメってわけじゃないけど。受けたからには、ちゃんと後夜祭に出なさいよ！」

「わかってるって」

　クロウは苦笑して頷うなずいた。

　あるいは、そこで答えを出すことになるかもしれない。

　夏休み、セフィから告げられた気持ちへの答えを──

「話はそれだけ！　さあ、働くわよ！」

　セフィは今度こそカーテンを引いて外へ出た。

　案の定、クラスメイトたちは、はらはらした顔をしている。

「ああ、大丈夫。ちょっと、バカが粗相をしただけだから。あとでお仕置きはするわ」

　セフィは笑顔をつくってクラスメイトたちに言うと、すたすたと歩いて、接客スペースと調理スペースの仕切りのカーテンも開ける。

「はい、紅茶とコーヒー、ココアですね。かしこまりましたのです」

「…………」

　クロウもセフィに続いてカーテンを開け、彼女と二人揃そろって固まってしまった。

　なぜか、メイド服姿の日ひ奈な子こが接客をしている。

「あ、クロー、セフィ。いつもの騒ぎは終わったのですか」

「……なにしてんの、ヒナ」

　日奈子は首を傾かしげながら、注文を書いた用紙を調理担当に渡した。

「なにって接客なのです。わたしは、メイドとしての年季が違うので、大丈夫です」

「いやいや、おまえは単なるメイド服を着た居候だったじゃん」

　確かに、日奈子はクロウと出会ってしばらくは、メイド服を着て「尽くす」だのなんだの言っていたが、あまり役に立ったためしはない。

「とりあえず、セフィも接客するのです。お客さんを待たせてはいけません」

「……わかってるわよ。いらっしゃいませー」

　セフィが精一杯の笑みを浮かべて、新たに入って来た客に挨あい拶さつする。

「ま、大丈夫かな」

　クロウは頷うなずく。セフィはなんだかんだで、呑のみ込こみが早い。覚悟さえ決まれば、接客くらいはどうとでもするだろう。

　ただ──

「リマ。いいのか？」

「なにがだ？」

　いつの間にか隣にいたリマに、クロウは問いかける。

「日奈子だよ。俺おれもだけど、あいつはおまえらが嫌いな人間ヤートだぞ。いくらお祭りとはいえ、生徒でもないのにまざってていいのか？」

「バカバカしくなってきたな」

　リマは、ぽつりと答えた。

「確かに、私らから見れば人間は剣もまともに使えないし、劣ってる奴やつらだ。でも……セフィ様とおまえたちを見てると、そんなことどうでもよくなってきた」

「…………」

　セフィも一応、四よん将しよう家けの姫君という立場もあるので、人前ではクロウたちを相手にするときは一線を引いていた。

　しかし、最近はもうそんなことは忘れたようで、さっきのクロウとのドタバタみたいなこともやってしまう。

　素直でまっすぐなセフィには、いつまでもそんな演技は続けられなかったのだ。

「それに、私たちはみんなセフィ様が好きだ。あの方が心を許してるおまえたちも、悪い奴やつらじゃないんだろう。ああ、私はなにを言ってるんだ？」

「……いや、ありがとな。嬉うれしいよ、リマ」

「べ、別におまえに礼を言われることじゃない」

　リマは顔を赤くして、調理スペースのほうへ戻っていった。

　なんか変なフラグでも立てたかな、とクロウは埒らちもないことを思いつつ。

「ん？」

　制服のポケットで、スマホが振動していた。

　どうやら休んでいる暇はないらしい。







　剣の学院、本校舎一階。

　職員室の隣にある、第一会議室。

　クロウは、ノックをしてからゆっくりと扉を開いた。

「ああ、クロウ。久しぶりだね。ちょっと背が伸びたか？」

「ラーシュ」

　クロウを出迎えたのは、兄弟弟子のラーシュだった。剣の学院の制服姿で、腰には愛剣の獣じゆう斬ざんを提げている。

　彼もまた一応、学院の生徒だが、夏休みが明けてからは一度も登校していない。

　夏休みに、大だい剣けん聖せいからの指示でラーシュはクロウに戦いを挑んできた。単なる模擬戦闘のはずが、クロウもラーシュもヒートアップし、命懸けの斬り合いとなり──それでも決着はつかなかった。

　剣聖の弟子二人の実力は、はかったようにぴったり互角だったのだ。

「挨あい拶さつなんかいらねぇだろ。それで、久遠クオン彼方カナタは見つかったのか？」

「いやあ、ダメだね。別のものしか見つからなかったよ」

　ラーシュは肩をすくめて答える。

　彼は、剣聖に伝えられてきた名剣『久遠彼方』を捜索しに行っていたのだ。どちらが剣聖を継ぐかは、久遠彼方が見つかってから──という大剣聖のお達しがあったためだ。

「別のものって、派手な赤毛の姉ちゃんとかか？」

「あら、スイサーラはおまえに会いに行ったのか。孕はらませたの？」

「するか！　つーか、サーラとそんな話もしたのかよ。それなら俺おれに教えておけよ」

「教えたらサプライズにならないじゃないか」

　ラーシュは、あっさりと答えた。

「……俺とおまえ、変なとこで共通点あるよな」

　セフィにサプライズを仕し込こんだばかりの身では、人のことは言えない。

「よくわからないけど、褒められたと思っておくよ。まあ、お互いスイサーラに会って無事だったのはなによりだね」

「一ヶか月げつも戦ってたらしいな。バカじゃねぇの、おまえ」

「スイサーラがしつこかったんだよ」

「あいつのしつこさは半端ないからな。俺おれの貞操も風前の灯ともし火びだ。それはともかく……戻って来たんだな」

「文化祭のときくらいはね。でも、ちょっと失敗だったかも」

「ん？　そういや、なんで会議室なんかに──」

　クロウが言いかけたそのとき、ドアがノックされた。

　それから、軍服に似た黒いスーツを着た女性が二人入ってきた。さらに続いて、室内に現れたのは──

「四よん将しよう閣下！」

　クロウは慌てて姿勢を正し、頭を下げた。

　現れたのは、プラチナ色の髪を綺き麗れいに撫なでつけ、上品なブラウンのスーツを着た中年の男性だった。

　クロウは、彼を知っていた。彼の名前は、アルーシュ。

　この国を統べる四人の政治家、七十年前にソーディ軍を率いた四人の将軍の末まつ裔えい。

　その一人であり──ラーシュの父親だ。

「ああ、いいよ、いいよ。クロウ君、そんなにかしこまらなくても。頭を上げて」

「……はい」

　クロウは、ゆっくりと頭を上げた。

　息子と同じ色の髪をした、だが息子よりも優しげな顔立ちをした男性だ。

　ソーディは『光コウ』の影響で老化が遅いが、女性ソーディと比べて男性は人間とそこまで大差はない。アルーシュは四十歳を過ぎたばかりのはずで、さほど若くは見えない。

「ラーシュも久しぶりだね。君は、本当に実家に寄りつかない子だよ」

「俺はもう独立したつもりだよ、父さん」

　ラーシュは腕組みして、壁に背中を預けている。

　彼は四よん将しよう家け直系の長男という最高の身分にありながら、七歳のときに剣けん聖せいヒョウカに弟子入りし、山に籠こもった。

　クロウが知る限り、修行中は一度も実家に帰らなかったはずだ。

　ラーシュの母は、彼を産んですぐに亡くなったらしい。アルーシュにとっては、息子は大切な妻の忘れ形見でもある。もちろん、息子を訪ねて何度も山へ来て、クロウも顔を合わせている。

　だが、ラーシュの態度は昔からこんな感じだ。父親を嫌っているわけではなさそうだが、彼は剣にしか興味がない。剣士ではない父親には関心が薄い、ということのようだ。

　おそらく、父との会話に困るのをわかっていて、クロウを巻き込こんだのだろう。

「実は、来賓としてお招きいただいたんだ。剣の学院は、政府にとっても重要だからね。四将が招かれるのは珍しいことじゃないんだ」

「そうでしたか……」

　クロウからすれば、最高権力者が来るのはさすがに意外だった。

「私も学生たちのお祭りを見て回りたいんだけどね。学院側にも準備が必要らしいよ」

　アルーシュは苦笑いを浮かべている。

「一般の客も多くいます。閣下の安全のためには──」

「クロウ、クロウ。前から言ってるだろう。閣下はやめてくれ。おじさん、でいいよ」

「そ、そういうわけには──」

　いくら傲ごう岸かん不ふ遜そんなクロウでも、国の頂点に立つ人物の前では礼を尽くさないわけにはいかない。

「私にとって、君は息子の友人だよ。他のことはなにも関係ない」

　アルーシュは優しく微笑ほほえみながら言った。

　彼は四よん将しようとしてはそれほど目立たない存在だ。彼の家系は、大戦後に財をなした一族で、今も莫ばく大だいな資産を持っている。

　だが、政治的な力はさほどでもない──というのが、一般的な評価だ。

　それでも、クロウは彼に悪い印象は持っていない。最高権力者でありながら、温厚で、気取らないソーディだからだ。

「そうそう、君に会えてちょうどよかった。クロウ君に伝えておきたいことがあるんだ。これはオフレコな話だ」

　アルーシュは、椅い子すの一つを引いてそこにゆったりと腰掛けた。

「シルフィちゃん──シルフィ議員のことだ」

「シルフィ様の？」

　クロウは聞き返す。

　アルーシュがシルフィを親しげに呼んだのは、彼女を幼い頃から知っているからだろう。

　四よん将しよう家け同士は、権力者にありがちな微妙な敵対関係でもあるが、それなりに付き合いもあるのだ。

「彼女は……少しやりすぎるところがあるのだよね」

「そう……ですか」

　クロウは、シルフィはやり手ではあるが慎重なタイプだと思っている。

　欠点といえば、妹のセフィを本気で天使だと信じ込こんでいることくらいだ。

「まあ、議員になってからの彼女はおとなしかったからね。新人議員としては正しい態度だが。ただ──私は彼女を知っている。ラナフィさんに似ているんだよね」

「……そうか。閣下は、ラナフィ閣下を直接ご存じなんですね」

　クロウの質問に、アルーシュは頷うなずいた。

「子供の頃に数回会ったきりだけどね。恐ろしくお綺き麗れいな方だったよ。もう老人と言っていいお歳としだったのにね」

「はぁ……」

　クロウも、若い頃のラナフィを写真で見たことはある。シルフィとそっくりな、とんでもない美人だった。

「その頃はとっくに四よん将しようも引退されてて、他の四よん将しよう家けの子供たちを可愛かわいがってくれたな。護衛をあっさりまいて、私たちを遊園地に連れて行ってくれたりね。素晴らしい頭脳と行動力、それに子供みたいな心の持ち主だった」

「子供が、人類の軍隊を撃破して、なにもしてないブレイズを粛清したの？」

　ラーシュがニヤニヤしながら、口を挟んでくる。

「ラナフィさんは、家族やソーディの仲間を守ろうとしたんだよ。それが彼女の優しさだった。ただ、あの人の優しさは──苛か烈れつだった」

「……シルフィ様も同じだというんですか？」

　シルフィがラナフィの再来と呼ばれていても、今は時代が違う。仮にも先進国の一つであるこの日本で、そうそう無む茶ちやなどできるはずがない。

「もちろん、どうなるかは私にもわからない。ただ、クロウ君。君はシルフィ議員の部下だ。ただ従うだけでなく、彼女の行動をよく見ることだよ」

「父さん、まさかシルフィさんが無茶をしそうになったら──ってことかな？」

　ラーシュが笑ったまま、手で首をちょんと斬るマネをする。

「おい、ラーシュ……！」

「慌てないでくれ、クロウ君。ラーシュ、君こそ過激すぎるね。私は忠告しただけだよ。あまり騒ぎを起こしてほしくない──ということさ」

　アルーシュはにっこりと微笑ほほえんだ。

　クロウはその顔を見て、ラーシュの父親に抱いていたイメージに修正が必要だと感じていた。

「ああ、そうだ。セフィちゃんがメイドやってるって？　さっきチラシを見たよ。ぜひ拝見したいねえ」

「はぁ……」

　クロウは、頷うなずきつつ思う。アルーシュは、ただ温厚なだけの男ではない。

　やはり、彼はこの国の頂点に立つ一人──四将なのだ。







「クロウ様っ！」

「ぐわっ！」

　会議室を出たところで、いきなり誰だれかに抱きつかれた。

　いや、クロウを様付けで呼ぶ者はこの世に一人しかいない。

「な、なんだよ、ウィニア。どうしたんだ？」

「追われてます。助けて、ください！」

　ウィニアは上目遣いで懇願するようなまなざしを向けてくる。

　なぜか彼女は、いつものソーディアの服ではなく、学院の制服姿だった。

「なんだかわからんが……」

　クロウは、ウィニアの手を掴つかみ、再び会議室へ戻った。

　アルーシュは学院の教員に先導されて文化祭見物に向かい、ラーシュもすぐにどこかへ行ってしまった。会議室には、他に誰だれもいない。

「はぁ……一息つけます。こっちの世界、素敵ですけど、けっこう怖いです」

「なにがあったんだ？」

「これです」

　ウィニアが差し出してきたのは、一枚のチラシだった。

「ん？　ああ、〝ミス剣の学院〟か。定番だな」

　午後に出場者を校庭のステージでお披ひ露ろ目めして、生徒と来場客の投票で順位が決まるという段取りだったはずだ。

「これ、セフィさん、出場イヤって。だから、私出ろって。三年生、お姉様たち言ってます。逃げてきました」

「あー……なるほどな」

　セフィはメイド喫茶に出るのも嫌がるほどだから、余計に目立つミスコンに出場するはずがない。その代わりにウィニアが選ばれたというわけらしい。

　ウィニアくらいの美少女が出場すれば盛り上がるというのは、クロウにもわかる。

「出場すればいいんじゃね？　注目されるのももう慣れただろ？」

「でも、これです！」

　ウィニアはポケットから、ひらひらの布のようなものを取り出した。

「これって……ああ、水着か。水着審査もあるんだな。そりゃあいい」

「よくないです！　こんな、あるかないかみたいな布だけつけて、みなさんの前、出られないです！」

「……よくわからねぇなあ」

　ノーパン、ノーブラで平気だったウィニアが水着姿で恥ずかしがるとは。やはり、彼女は異世界の生き物ということだろうか。

「制服、着せられたところで、逃げ出しました。これだけでも、変な感じです」

「似合うじゃねぇか。まあ、いつもの格好もいいけど、あれじゃそろそろ寒いだろうし、ちょうどいいんじゃないか？」

「ちょっと重いし、きついです。これじゃ戦えないです」

「っ！」

　ウィニアは、無造作にスカートをぴらっとめくった。

　やはりというか、その下はなにもはいていなかった。かなりきわどいところまで見えてしまい、クロウは思わず目を逸そらす。不思議なことに、こんな風に自分から見せられると動揺してしまうのだ。

「と、とりあえず。パンツじゃなくていいや。その水着をつけておけ」

「えええ……クロウ様までそんなことを……！」

「せっかくだから、ウィニアもこっちの祭りを楽しめ。こんなの、ソーディアにはなかっただろ？」

「だから、です」

　ウィニアは、わずかにうつむいてしまう。

「ソーディアでは、こんな楽しい、お祭り、ないです。でも、あっちにいる私の仲間、みんなまだ苦しんでます。私だけ、楽しめないです」

「…………」

　そう言われてしまうと、クロウには返す言葉がない。

　時々忘れそうになるが、ウィニアの目的は荒れ果てた故郷を救うことなのだ。

　クロウは父親を反政府組織に殺され、厳しい修行を積み、まともとは言えない人生を送ってきたが──日本はまだまだ平和だ。

　少なくともソーディアと比べればはるかに。

　エイジンが闊かつ歩ぽする世界で育ったウィニアの想おもいを、クロウが理解できるはずがない。

　しかし──

「ウィニアが楽しまなかったら、ソーディアのお仲間が救われるわけでもねぇだろ。いいから、来い。劇までもうちょい時間あるから、一緒に見て回ろう」












「クロウ様……」

　強引な理屈だが、クロウに言えることはこれくらいだ。

　弟子にはできなくても、ウィニアには好感を持っている。少しくらいは彼女に普通の楽しさを教えてやってもいいだろう。

　セフィたちに見られたらヤバいかも──そんなことを思いつつ、クロウはウィニアの手を引いて歩き出した。







「い、いらっしゃいませー」

　セフィは、新たな客に挨あい拶さつしながら、笑顔が引きつるのを感じた。

　さっきから、本当に客が途切れない。既に用意していた飲み物と軽食は尽き、慌てて買い出しに出かける始末だった。

　注文を聞き、調理スペースのほうへと戻る。喫茶スペースのほうは相席までお願いしているせいで、人だらけだ。息が詰まりそうだが、それでも客が途切れないのが凄すごい。

「アイスコーヒー二つと、特製パンケーキ二つです。よろしくね」

　セフィは調理係に注文を伝え、他の接客担当に「少し休憩」と断ってからスペースの隅へ移動する。

「あれ、セフィ。休憩なのですか？」

「……そういうヒナは、とっくにご休憩だったみたいね」

　忙しすぎて気づいていなかったが、そういえば日ひ奈な子こをしばらく見ていなかった。

「わたしは体力のなさについては、ずば抜けているのです。働くのは五分が限度です」

「限界早いわね……弓矢とか使えるようになって、少しはマシになったかと思ったけど」

　もっとも、日奈子はボランティアの手伝いだ。文句は言えない。

「セフィ様。お知り合いがいらっしゃってますよ」

　リマがカーテンの向こうから顔を出し、セフィに呼びかけてくる。

「知り合い？　ま、まさか姉上じゃ……」

「いえ、同い年くらいの方です。古いお付き合いだと言ってましたけど……」

「古い付き合いね……？」

　セフィは首を傾かしげた。あまり心当たりがない。

　まあいいか、と再び接客スペースへと戻る。

「はい、お待たせしました。えーと……」

「どうも、お久しぶり」

　カーテンを出たところに、一人の少女がいた。

　灰色の髪に、ベレー帽。派手なフリルだらけの、白とピンクのドレスを着ている。ずいぶんと可愛かわいらしい少女だった。

「え？　ごめんなさい、どなた……でしたっけ？」

　セフィには、まったく見覚えのない顔だった。

「あら、冷たいのね。私のこと、すっかり忘れちゃったのか。こっちはあなたの顔を忘れたことは一度もないのに」

「……人違いではないですか？」

「まさか」

　少女はにっこり笑って首を振った。

「自分を殺した相手を間違えるわけないでしょ」

「…………！」

　セフィは、すっと一歩後ろに下がった。

　いや、下がらされたというべきか。少女から強烈すぎる殺意の波動が放たれ、彼女の前に立っていられなかったのだ。

「誰だれよ、あんた！」

「名前はあるけど、こう言ったほうがいいわよね。八やツ首くびの蛇──と」

「全員逃げて！　早く！」

　セフィは間髪を入れずに言った。何者なのかなど、訊きく必要はなかった。

　この少女はあまりに危険すぎる──！

　だが、客もクラスメイトたちも動かない。いきなり言われても、反応できないのだろう。

「いえいえ、別に逃げる必要はないわよ。私が用があるのは、あなただけだから。もっとも──誰が巻き込こまれようと知ったことじゃないけどね！」

　少女──八ツ首の蛇は、さっと右腕を振った。彼女を中心にゴオッと唸うなりを上げて、風が渦巻き始める。

「くっ……逃げて！　リマ、みんなを逃がしなさい！」

「は、はいっ！」

　嵐のような暴風に顔をしかめながら、リマが客とクラスメイトを誘導し始める。

「なんなのよ、あんたは！　自分を殺した!?　わけのわかんないこと言ってんじゃないわよ。だいたい、なにしに来たのよ！」

「もちろんもちろん、扉の巫み女こに会いに来たのよ。こんな可愛かわいらしい格好で出迎えてくれるとは思わなかったけど」

「う、うるさいわね！　さっさと出て行きなさいよ！　剣けん華か祭さいを台無しにする気!?」

　セフィはメイド服の胸元を隠しながら言う。

「そんなつもりはないって言ってるのに。それに……太陽の乙女もいるのね。そっちもお久しぶり」

「…………？　どちら様なのです？」

　日ひ奈な子こは、ぱたぱたとはためく仕切りのカーテンのそばにいた。のんびりしているからか、肝が据わっているのか、逃げていなかったらしい。

「あなたも忘れちゃったか。残念。扉の巫女も太陽の乙女も、少しは過去を継いでるかと期待してたんだけど。まあ……しょうがないかな！」

　八やツ首くびの蛇が、両手を前にかざした。凄すさまじい『光コウ』が彼女の手のひらに集中し──

「はい、そこまでですわ」

「…………！」

　ぴたり、と八ツ首の蛇の動きが止まった。

　いつの間にか、一人の女子生徒が蛇のすぐそばに立っていた。

「動かないでくださいね。いえ、動いてもいいですが、身体からだが十個ほどに分解されてしまいますわよ？」

　その女子生徒は、薄茶色の髪を三つ編みにして、太いフレームの眼鏡めがねをかけている。よく見ると、彼女の目は閉じられているようだ。

「絶ぜつ剣けん……シュナーク!?」

　セフィは一瞬ののちに、その女子生徒の正体に気づいた。

　まだ十九歳という若さで七しち剣けんの一人となった剣士。しかも、彼女は盲目なのだ。

「はい、お久しぶりですわね、セフィさん、太陽の乙女さん。まさか、私のことはお忘れではないですよね？」

　シュナークは優しく微笑ほほえみ、黒い革手袋をはめた両手を小刻みに動かす。

　手袋の指の部分には、鉄製のリングがはまっており──そこから、よく目を凝らさなければ見えないほどの細い糸が伸びている。

　その糸は、八ツ首の蛇を取り囲んでいるようだ。

　鋼こう糸し剣けん──シュナークの一族に伝わるワイヤー状の刃だ。数十メートルも先まで届き、人体など豆腐のように切断してしまう。『光』を伝わらせた糸は頑丈で、防御も可能。攻守一体、遠距離からの攻撃も可能という恐るべき武器なのだ。

「剣けん王おうの次は絶剣か。七剣と立て続けに会えて嬉うれしいわ。けど、七剣のみなさん、ブレイズ私たちとの戦いじゃ、たいして役に立っていないって聞いたわよ？」

「それは情けないですわね。他の七剣のみなさんは、なにをしてらっしゃるのでしょう」

　絶剣シュナークは、自分は例外と言いたいらしい。

「あら、あなたは丸腰のようですわね。ソーディとしては、武器を持たない者は斬りたくないのですが、剣をお貸ししましょうか？」

　シュナークの腰には、華麗な拵こしらえの小刀が提げられている。鋼糸剣を操る彼女には不要なものだろうが、ソーディのたしなみとして持っているのだろう。

「もう知ってるんでしょ？　八ツ首の蛇は、剣はまるでダメって。とんだ嫌いや味みね、絶剣シュナーク」

「おほほ、それならご自分が詰んでいることはおわかりですね？　あなたがタメもなく術法を使えても、術法を発動させるより私の鋼糸剣で切り刻むほうが早いかと」

「だったら……やってみなさいよ！」

　八ツ首の蛇は、指一本動かさず、全身から風の刃を放つ。

　取り囲んでいた鋼こう糸し剣けんの一本が切断され、八やツ首くびの蛇はその隙すき間まからするりと抜け出した。

「あらら、動きは悪くないですわね！」

「そんなことだから、七しち剣けんは役立たずなのよ！　甘く見すぎ！」

　バチバチと音を立てながら、八ツ首の蛇の周囲に青白い電気が散り始める。電撃の術法を使うつもりだ──

「ふふ、七剣をひとまとめで役立たず呼ばわりはいただけませんわね」

　シュナークは不敵に笑い、右手を小刀の柄つかに添えた。

　セフィはきょとんとしてしまう。あの小刀は飾りではないのか？

「では──少しは面白いものをお見せしましょうか」

　シュナークは眼鏡めがねを外し──ゆっくりとまぶたを開き始めた。

　セフィも彼女が目を開けるところは初めて見た。元々、整った顔立ちをしている絶ぜつ剣けんだが、瞳も大きく、澄んでいる。

　ぞっとするような美しさ、と言っていいかもしれない。

　しかし──

「ちょ、ちょっと絶剣シュナーク……」

　セフィは、思わず声をうわずらせてしまう。

　寒気が走ったのは、シュナークの美しさのせいだけではない。クロウとともに多くの修羅場をくぐり抜けてきたからこその、カンが働いたのだ。

　目を開いたシュナークは、とんでもないことをやらかそうとしている。

　見えていないはずの開いた目、使ったところを見たことがない小刀。

　いったい、彼女はなにを始めようというのか──

「ふふ、そうでなくては、そうでなくては。七剣の誇りってやつ、見せてほしいもんね」

「存分にご覧になるといいですわ。見たら死んでくださいましね──！」

　シュナークと八ツ首の蛇が、殺気をふくらませていく。殺意の波動だけで、セフィは圧倒されてしまう。

　ピィーン、と高く澄んだ音が響いたのは、二人が今まさに動こうとした瞬間だった。

「…………っ！」

　セフィは全身を内部からかき回されるような衝撃を感じ、その場にうずくまってしまう。

「くっ……こ、これは……！」

　この異様な感覚を、セフィは以前にも体験していた。なんとかこらえつつ顔を上げると、そこには──

「……そういえば、この技、無差別攻撃なのでした」

　弓を手にした日ひ奈な子こが、無表情で立っていた。

　鳴めい弦げん──日奈子が持つ不可思議な黄金の光を込こめ、弓の弦を鳴らすことでソーディの『光コウ』に衝撃を与える技だ。

「ヒ、ヒナ。あんたねえ……急にやらないでよ……」

「でも、予告したらそこの危ない人にもバレてしまうのです」

　日ひ奈な子こは、頭を押さえてうめいている八やツ首くびの蛇を指差した。

「た、太陽の乙女の術か……面白いことやってくれるじゃないの……！」

　ずいぶんと八ツ首の蛇は苦しんでいるようだ。

　ついでに、シュナークも膝ひざをついて動けないらしい。

「なんだかえらく効いてるのです。では……」

　日奈子は、今度は弓に矢をつがえ、弦を引き絞る。

「……聞いてた話と違うわね。太陽の乙女は、もっとおとなしい子だと思ってた」

「わたしは小動物のようにおとなしいです。でも、もう守られるだけではいられません」

　矢の先端が、八ツ首の蛇へと向けられる。

「射うてるの、太陽の乙女？　弓矢とか変な術とか使えるようになっても、あなたは人と争うタイプじゃないでしょう？」

「あなたは、わたしのお姉さんではありません」

「はぁ？」

「わたしは……お姉さんを射てませんでした」

　日奈子は、八ツ首の蛇をじっと見据えながら言う。

　彼女は実の両親の死に立ち会い、桜さくら井い美み月つきという非道な姉と出会ってしまった。美月は、実の妹を道具扱いするような人物だったらしい。













　その姉と出会った経験が、日ひ奈な子こを変え始めている。

　勉強したいと申し出てきたのも、変わろうとした意志の表れなのだ。

「まだ答えは出ません。あのとき、射うたなかったのが正しかったのか、間違っていたのか。だけどわたしは、選びませんでした。ただお姉さんを、実の姉を射つのが怖かっただけ」

　日奈子は、さらに矢の弦を引き絞る。

「わたしは、強くならなければいけないのです。たとえ間違っているとしても、自分の意志で答えを出せるように」

「ヒナ……」

　セフィの背中が、ぶるっと震える。

　本当に、日奈子は変わった──

「だから──射てます。わたしの友達を傷つけようとするなら、あなたは敵です。敵を射てなければ、お姉さんは射てない──」

　日奈子は迷いのない目と、鋭い矢を八やツ首くびの蛇に向けている。

　矢は、わずかに金色の光を帯びているようだ。太陽の乙女である彼女が持つ力が矢に宿っているのだろう。

　弓を持ち込こんでいたことといい、冷静に鳴めい弦げんを使ったことといい、日奈子もずいぶん戦闘に慣れてきている。セフィも巻き込んだのはともかく、お手柄だった。

　桜さくら井い日奈子はマイペースな少女だ。決して戦いに染まってはいない。

　それでも、戦うということを覚え始めている。

　戦うべきときに、立ち向かう勇気を持っている。

「……って、待ちなさい。ヒナ、こいつはあたしのお客よ」

　セフィは、なんとか立ち上がる。

　日奈子の成長は嬉うれしいが、八ツ首の蛇はセフィが目当てなのだ。

　どうも、『光コウ』が強いほど鳴弦の影響を受けているようだ。とびきり強い『光』を持つシュナークや八ツ首の蛇には効果が大きいのだろう。

　この場では、一番セフィが動けそうだ。日奈子の弓と同じく、セフィも星ほし崩くずしは常に持ち歩いている。さすがに接客中は携帯できず、教室の隅に置かせてもらっているが、取ってくるのには五秒もかからない。

「でも、セフィ……」

「大丈夫よ」

　セフィは、きっぱりと言い切った。

　いくら日奈子が成長したといっても、この危険な少女の相手はさせたくなかった。

　なにより、さっき八ツ首の蛇自身が言ったように、彼女の目的はセフィなのだから。

　日奈子がためらいつつ、弓矢を下ろしたまさにそのとき──

「はい、お待たせ！　今度は誰だれが襲ってきたのかな！」

　そんな脳天気な声とともに、メイド服姿の少女が飛び込こむようにして教室に現れた。

　ピンク色の髪に、ゆるゆるな表情──リンネだった。

「あれ、またサーラお姉ちゃんかと思ったら……誰だれ？」

「あんたの、前のお仲間よ。八やツ首くびの蛇……」

　セフィは、唐突なリンネの登場に呆あきれつつも、少しほっとしていた。

　シュナークが鳴めい弦げんの影響を受けている今、この場で一番強いのはリンネだろう。

「ほえー……話は聞いたことあるけど、この人が。あ、ひーちゃんの鳴弦くらっちゃったの？　それはチャンスだね」

　リンネは、八ツ首の蛇をじろじろと観察している。彼女も、同じブレイズでありながら八ツ首の蛇とは初対面らしい。

「メイドっ！　これを使え！」

　リマが廊下から、剣を一本投げ込んでくる。リンネはそちらを見もせずに受け止め、構えを取った。

「普通の剣だなー。こういうの、あんま使ったことないんだけど。でもまあ、八ツ首の蛇って剣は苦手なんだよね？」

「死し剣けん使つかいリンネ……本当に本当にバカな子ね。あなたは生まれついて強大な力を持ってる。それが、なんの代償もなく得られたと思ってるの？」

「は？　な、なんの話かな。ボクはただ──」

　リンネは、剣を構えたまま、はっとしたような表情になる。

　それから、まじまじと八ツ首の蛇の顔を凝ぎよう視しする。

「八ツ首の蛇ちゃん……初めまして、だよね？　なんかどこかで……」

「リンネ！　ぼーっとしてないでそいつを斬りなさい！　早く！」

「お姫様が正しいわね！　でも遅いわ！」

　八ツ首の蛇が叫び、右手をかざす。いつの間にか、動けるようになっていたらしい。

　彼女の右手から、巨大化した手のひらの形をした、空気のかたまりが飛び出す。

「……ボクと同じ術法!?」

　風の術法はリンネめがけて高速で飛び──

「くっ……風の手よ、疾とく行け！」

　リンネもまた、術法を発動させる。二つの同じ術法が激突し、空気が爆発した。

「くあっ……！」

「うっ……！」

　リンネと八ツ首の蛇が、同時に後ろに吹き飛んだ。二人とも、教室の壁に激突し、背中を強打する。

「私が用があるのは扉の巫み女こだけなのに！　どいつもこいつも鬱うつ陶とうしいわ！」

　先に体勢を立て直した八ツ首の蛇が、また右腕を振るった。

　その腕から真空の刃が放たれ──

「ヒナっ!?」

　その刃は、まっすぐに日ひ奈な子こを狙ねらって飛んでいく。

　なぜ、よりによってヒナを──！

　セフィは身を挺ていして日奈子をかばおうとするが、間に合わない。日奈子はぼんやり立ったままだ。人間の彼女に、かわせるはずがない──

「ちぃっ！」

　シュナークが舌打ちし、同時に日奈子の前で鋼こう糸し剣けんの一本がひらめいた。風の刃と鋼糸剣が激突し、刃の軌道が逸それる。

「あっ……！」

　しかし、風の刃の威力が強すぎたからか、軌道を逸らしきれず──日奈子の肩を、刃がかすっていった。

　日奈子の肩から血が噴き出し、ぐらりとよろめいてしまう。

「ヒ、ヒナぁっ……！」

　ざわっと全身が総毛立つ感覚。頭が沸騰するような、全身の血が逆流するような──身体からだが燃えそうなほどの灼しやく熱ねつ感を覚える。

「星ほし崩くずしっ！」

　セフィは右手を掲げ、愛剣の名を呼ぶ。

　稲妻が走るような音がして、数メートル離れたところにあるはずの愛剣が手の中に現れた。自分でもどうやってそんなことができたのか、わからない。

　セフィは空間を飛び越え、攻撃する裂れつ空くう刃じんという技を使える。どうやら、無意識にそれを応用したようだ。

　裂空刃も、初めて使ったときは無意識だった。セフィの身体には、扉の巫み女ことしての能力が宿っていて、それを少しずつ引き出せているらしい。

「よくも、あたしの友達を傷つけてくれたわね！　あたしたちの大事なヒナを……！」

　セフィの頭では、これまでに感じたこともないほどの怒りが渦巻いている。

　日奈子を傷つけた罪はあまりに重い。決して許すことは──できない。

「八やツ首くびの蛇……あたしたちの祭りに乱入して、好き勝手やってくれたじゃない！」

　セフィの身体から、プラチナ色の輝きが立ち昇る。普通の『光コウ』とは明らかに違う色だ。とてつもない力が身体の奥底から湧わき上がってくる。

「ああああっ！」

　セフィは喉のどの奥から絞り出すように吠ほえた。プラチナ色の『光』を星崩に伝わせる。

「稲妻よ！　薙なぎ払はらえ！」

　八ツ首の蛇が、ぱっと右手を前に掲げ、その手から雷光が迸ほとばしる。

　セフィはかまわず駆け出し、星崩を一いつ閃せんさせ、電撃を刀身で受け止め、弾き飛ばした。ぱっと電撃が飛び散る。

「はあぁっ！」

　セフィは一瞬で八やツ首くびの蛇に肉薄し、上段から星ほし崩くずしを振り下ろす。

「うわっ！」

　八ツ首の蛇は、さっと横に跳んでその斬ざん撃げきをかわす。星崩は床にめり込こみ、粉々に砕く直前で刃を止めた。教室を壊してはまずい。

「ああ、ちゃんと身体からだが動くわね！　セクハラされながらソーシャの訓練に耐えた甲か斐いがあったわ！」

　以前、サーラとの戦いでプラチナ色の光が発動したときは、ただ勢いに任せて剣を振るうだけだった。しかし、今は剣先まで神経が通っているかのように制御できる。

「ソーシャさんの餌え食じきになっていましたか。お気の毒なことですわ」

　シュナークの独り言が聞こえたが、セフィは気にしなかった。星崩を二度三度と振るう。教室内に、術法のような暴風が吹き荒れる。

　設置されていたテーブルが鈍い音とともに砕け、高価な食器が床に落ちる。だが、手加減をする余裕はさすがにない。八ツ首の蛇を倒さなければ、剣けん華か祭さいどころか、剣の学院そのものが壊滅させられる可能性すらある。

「いつまでも逃げ回ってんじゃないわよ！」

「逃げなきゃ斬られるでしょ！」

　セフィの強烈な斬撃を、八ツ首の蛇は空気のかたまりをクッションのようにして受け止める。

　さすが最強の術法使い、便利な使い方を知っている──！

「ふ、ふふふふ！　扉の巫み女こ、あなたもやるわね。先代の巫女には及ばないけど、予想よりは成長してたか」

「いつまでその減らず口が続くかしら」

　セフィは、油断なく星崩を構える。扉の巫女の力は多少制御できるようになったとはいえ、長く続かない。早く仕留めなければ限界が来る。

　シュナークもリンネもいるが、セフィは目の前の獲物を彼女たちに譲る気はなかった。日ひ奈な子こを傷つけたことは、どうしても許せない。

「とはいえ、扉の巫女に絶ぜつ剣けん、それにリンネまで相手にするのはキツイわね」

　八ツ首の蛇は、窓を指差すと、その指から氷の矢が数本飛び出し──窓が二枚、粉々に割れてしまう。

「ふふ、せっかくの文化祭をぶち壊して悪かったわね。それじゃ、また会いましょう」

　ドレスの裾すそをつまんで優雅に一礼し、八ツ首の蛇はふわりと浮き上がり、割れた窓から外へと飛び出した。風を操って、飛ぶことまで可能らしい。

「逃がすわけないでしょ！」

　セフィは床を蹴けって、窓から飛び降りる。三階という高さだったが、ためらわなかった。強化された今のセフィの肉体なら、なんということもない高さだった。

「セフィさん、お待ちなさい！」

「…………！」

　シュナークの糸が、セフィの身体からだに巻きついてくる。しかし、かまわずにセフィはその糸を星ほし崩くずしで断ち切った。

　ドン、と鈍い音を立てて着地し、ふわふわと漂うように飛んでいる八やツ首くびの蛇を追っていく。

「あたしの友達を傷つけといて、逃げられると思わないで──！」

「ああ、怖い怖い」

　八ツ首の蛇が、数メートル上空からからかうように言ってくる。

　ますますセフィは頭に血が昇ってしまい──さらに加速していく。

　絶対に、絶対に逃がさない──！

　セフィは完全に冷静さを失っている自分に、気づいていなかった。







「まずいな……」

　クロウは割れた窓から下を覗のぞき込こみながら、つぶやいた。

　セフィが八ツ首の蛇を追ってここから出て行って、もう三分以上が経たってしまっているらしい。

　騒ぎを聞いてクロウが駆けつけたときには、すべてが終わったあとだったのだ。

「ご、ごめん、クロちゃん。あっという間にセフィちゃん行っちゃって、追いつけなかったよ……」

「いや、どっちみちリンネは追わなくて正解だった」

　リンネには首の爆弾がついている。爆破の条件はクロウですら知らないが、迂う闊かつに学院の外に出たりしたら、爆発する可能性もあるのだから。

「シュナークが追っていったんだろ？　あの人に任せたほうがいい」

　絶ぜつ剣けんシュナークは、目は見えなくても周囲の状況をレーダーのように探知する能力を持っている。追跡するなら、彼女以上の適役はいないだろう。

「……とりあえず、日ひ奈な子こはかすり傷でよかった」

　クロウは振り向き、教室の床に座り込んでいる日奈子に目を向ける。

「さすが最強の術法使いなのです。このわたしに傷を負わせるとは……」

「あのなあ……」

　日奈子は肩を斬られているが、傷は浅い。剣の学院に常駐している医師の手当てを受け、包帯を巻かれているところだ。

　カラ元気かもしれないが、冗談を言えるなら本当に大丈夫なのだろう。

「さて、セフィはどこまで行ったかな。あいつ、無む茶ちやしすぎだろ……」

　セフィは、またプラチナ色の光を発していたという。あの状態になった彼女は、無敵ともいえるが、長くは続かない。

　力が尽きたとき、八やツ首くびの蛇がまだ健在だったら──

「ウィニア！」

「は、はいっ」

　クロウのそばに立っていたウィニアが、弾かれたように返事する。

「一緒に来い。セフィを追うぞ。手伝ってくれるなら、弟子にでもなんでもしてやる」

「そんな、つけこむようなこと、しません。私、ただ普通に、お手伝いします」

「……そうか」

　ウィニアの表情は真剣そのものだった。クロウは今さら気づいたが、彼女はいい奴やつらしい。交換条件など出したのは、失礼なことだったようだ。

　クロウはウィニアに頷うなずいてみせ、教室の扉のほうへと歩き出した。

　この教室と周辺は封鎖されているが、剣けん華か祭さいはまだ続行中だ。セフィと八ツ首の蛇の姿は多くの生徒や客に目撃されたものの、イベントの一環と思われているらしい。

「後夜祭の約束もあるしな……」

　クロウは、歩きながらつぶやいた。

　さっさとセフィを見つけ出し、連れ戻さなければならない。

　せっかくのお祭りを、このまま台無しにされるわけにはいかなかった。






４章　女王、再臨






　遠くから犬の遠とお吠ぼえが聞こえてきた。

　その心を揺さぶるような寂しげな声に、セフィは目を覚ます。

「…………？」

　開いた目に飛び込こんできたのは──見知らぬ街の光景だった。

　太陽の位置や明るさから考えて、まだ夕方にはなっていない。

　街の様子ははっきりと見えるが──そこはまるでゴーストタウンだった。

　セフィは、こういう廃はい墟きよのような街を以前にも見たことがあった。

「ブレイズの……居留地？」

「正解、正解。お姫様、寝起きでも頭が回ってるわね」

　ぱちぱちと拍手を送ってきたのは、八ツ首の蛇だった。灰色の髪とドレスが、風に揺れている。

「ここは無人の居留地よ。前に騒ぎがあったらしいけど、あなたは知ってるんじゃないの？」

「ネーナの故郷の街……？」

　セフィの友人であり、実はブレイズだった少女。そして、他でもないセフィが彼女を斬ったのだ。

「ネーナって子は知らないけどね。ボロい雑居ビルの屋上よ」

「あたし、なんで……」

　セフィは、屋上の床に転がされていたらしい。特に縛られているわけでもなく、おまけに星ほし崩くずしも無造作にすぐそばに置かれている。

「あなたは私を追って学院の外に出て、すぐに力尽きたのよ。ま、そうなるように誘い出したんだけどね。現れては逃げる、を繰り返すばかりじゃ面白くないし」

「うっ……」

　つまり、セフィはまんまと相手の誘いに乗ってしまったということになる。

「力の使いすぎで倒れたんで、丁重にさらわせてもらったのよ。姿隠しの術法を使ったんだけど、シュナークがしつこくてね。まくのに苦労したわ」

　その姿隠しの術法も、セフィは知っている。以前、シルフィを襲った暗殺者が同じ術法を使っていたのだ。

　だが、盲目のシュナークには無意味だ。それでも絶ぜつ剣けんを振り切れたのは、やはり八やツ首くびの蛇が異常な能力の持ち主ということだろう。

「あなたは、まだまだ扉の巫み女ことしては未熟ね。力を制御できるようになっても、全力を出せる時間が短すぎるわ。それじゃ、先代の巫女には遠く及ばないわね」

「あんた、さっきからまるで七十年前の扉の巫女を知ってるみたいな……」

「扉の巫女、あなたも一度や二度は見たことがあるんじゃない？　昔の──七十年前の夢を」

「……あんたに教える義理はないわ」

　確かに、セフィも自分の記憶にない光景を見たことがあった。日ひ奈な子こにそっくりな、先代の太陽の乙女らしき少女と廃はい墟きよになった東京を歩いている夢だ。

「いい目ね。でも、力を使い果たしたあなたにはなにもできないでしょ。実は私ね、お姫様に危害を加えるつもりは最初からなかったの。だって、あなた弱いんだもの。今のあなたを殺してもね。前の私を殺した扉の巫女への復ふく讐しゆうにはならないわ」

「あなた、もしかして……先代の扉の巫女に会ったことがあるの？」

　さっきからの八ツ首の蛇の言葉を聞いていると、そうとしか思えない。

「生まれ変わり──というと陳腐に聞こえるわね。でも、そうとしか言いようがないの。私は七十年前の大戦で戦った、八ツ首の蛇の記憶を受け継いでる。扉の巫女、あなたに殺された蛇のね──」

「ふ、復讐って……まさか、前世のってこと!?」

　前世という話自体、信じがたいが、生まれ変わる前の復讐を企たくらんでいるなど──

「あなたは、まだ弱い。私を殺したときの扉の巫女の力を得たあなたを殺さないと、気が済まないのよ」

「そんなの、あたしの知ったことじゃないわよ！」

　セフィは立ち上がろうとしたが、力が入らない。

「いいえいいえ、知っておいたほうがいいわ。あなたは、最強にして最高のソーディ。生まれながらにして、この世でもっとも強い『光コウ』を宿す者。まさに、神が生み出した最高傑作ってことよ」

「知らないって言ってるでしょ……！」

　神に生み出されたとか、そんなことはどうでもいい。

　プラチナ色の光は、セフィが訓練して身につけたものではない。あの光で強くなっても嬉うれしくはなかった。

「特に知ってもらう必要はないわ。これは私の問題だから。私にとって、あなたは自分の仇なの。多少、八つ当たりっぽいのは認めるけどね」

　八やツ首くびの蛇はくすくすと笑う。

「でもねでもね、扉の巫み女こと──私をいいように利用してくれたラナフィ。巫女の血を継ぐセフィ、ラナフィの再来のシルフィ。この二人への復ふく讐しゆうを果たして、それでやっと私の人生が始められるのよ」

「そんな身勝手な──」

　自分だけでなく、姉のシルフィまでも狙ねらわれているとは。

　しかも、セフィにもシルフィにも咎とがのないことで。

「だから、あなたは気にしなくていいと言ってるでしょう。さあ、始まるわよ」

　八ツ首の蛇は、またくすくす笑ってその場でくるりと回った。

「な、なにが……あんた、なにをするつもりなの！」

「慌てなくていいわ。別に、私がなにかするわけじゃない。動いたのは──あなたのお姉様よ」

「…………！」

　セフィは、ぱっと顔を上げた。

　遠くからヘリコプターのローター音が近づいてくる。これまで気づかなかったのは、力を消耗したせいで注意力も散漫になっているからのようだ。

「自衛軍のヘリ……！」

　それも、戦車の輸送も可能な大型ヘリのようだ。ただし、運んでいるのは戦車ではない。

「あれは、まさか……」

　セフィの視力は、まだ豆粒ほどにしか見えないヘリの姿を鮮明にとらえていた。

　自衛軍のヘリは、濃い茶色のずんぐりした物体をアームとワイヤーで吊つるすようにして運んでいる。

「パワードスーツ──ダイナストのアームボディ！」

「そうよ、敵ながら見事な即応態勢だわ。予想より五分早い到着よ」

「……八ツ首の蛇、あんたが呼んだの？」

「いいえ、自衛軍は私を追跡してきたんでしょうね。シュナークと一緒にまいちゃったかと思ったけど、見つけてくれたみたい。そうそう、私が呼んだのは──あいつらよ」

　八やツ首くびの蛇は、楽しそうに屋上の柵さくの向こうを指差した。

　セフィたちがいるビルから数百メートル先──かつて旧セイバーズとブレイズの集団が激突し、旧セイバーズが壊滅させられたグラウンドだった。

　そこに、数十人の人影がうごめいている。セフィの視力でも、誰だれなのか判別できないが、どうやら全員帯剣しているようだ。そして、ブレイズの種族的特徴である赤い瞳が輝いている。

「ブレイズ……いいえ、紅くれないの戦せん団だん!?」

「そうよ。彼女たちにちょっと来てもらったの」

「……あんたは、単独で勝手に動いてるのかと思ってた。戦団に命令なんてできるのね」

「いえ、まさかまさか。できるわけないでしょう。むしろ、戦団のリーダーのネッサは私を嫌ってるわ。なにをやらかすかわからないってね」

「そのネッサって人が正しいわね。あんたに協力するような頭がお花畑なブレイズはいないでしょうよ」

「お姫様なのに、口が悪いわね、扉の巫み女こ」

　八ツ首の蛇は、ふふふと心からおかしそうに笑う。

　セフィの口の悪さは、幼なじみの少年の影響である。今さら直せない。

「別に命令じゃなくても、ネッサを呼び出すことはできるわよ。あまり品のないことだけど、たとえば──脅迫とかね」

「……なにをしたのよ」

「ちょっとね、紅の戦団のメンバーを二人ほど拉ら致ちしておいたの。返してほしければ、この時間にここに来なさい──ってね」

　セフィは、八ツ首の蛇が浮かべている笑みにぞっとしてしまう。彼女は──

「あんた……その拉致したっていう戦団の人たちは」

「もちろん殺したわ。監禁なんて面倒だしね。エサの生死なんて問題じゃないわ」

「あんたの仲間でしょ！」

「同じ種族というだけよ。私にとって大事なブレイズは──まあ、三人くらいかしら」

「仲間を殺して、こんな小細工をして──いったい、なんのために！」

　そのとき──ドンッ、と凄すさまじい爆音が響いた。

　さらに続いて爆音が何度も響き、街のあちこちでぱぱっとなにかが光る。

「自衛軍と戦団が!?　始まったの!?」

「当然でしょ」

　紅の戦団と戦うのは、自由剣士団だけの仕事ではない。

　だが、自衛軍と戦団の衝突は──あまりに派手になりすぎている。

　ヘリから投下されたアームボディは、即座に紅の戦団との戦闘に入ったらしい。

　アームボディの大口径ライフルから放たれる銃弾が道路のアスファルトや周囲の建物を砕き、破片が飛び散り、爆煙が広がっている。

　戦団のブレイズたちは、その銃弾をかわしながら、術法を放ち、接近して剣を振るって鋼鉄のボディを斬り裂いている。

「へえ、意外といい勝負じゃないの。戦団の連中も政府に一泡吹かせるとか息巻いてる割に、あんなロボットなんかに手こずるとは情けないわね」

「ロボットじゃなくてパワードスーツよ。中にパイロットがいて操作してるの」

　セフィは訂正する。彼女も、以前にアームボディと戦ったことがあった。

　パイロットが人間かソーディかは定かではないが、アームボディはソーディ並みのパワーと術法に匹敵する火力を備えている。

　特に、クロウが太たい陽よう教きようの地下施設で戦ったアームボディは新型で、機動性もかなりよくなっていたという。

「あはは、いいわねいいわね！　盛り上がってるじゃない！　どうせなら住民がいるところを選べばよかったかもね！　もっと盛り上げられたのに！」

「こんなの、無意味な殺し合いよ。自衛軍と紅くれないの戦せん団だんを戦わせて、あんたになんの得があるのよ！」

　セフィは、剣に生きるソーディである。戦いを否定はしないが、無駄に命が失われるのは好まない。

「私は、ただ教えてあげてるだけよ」

「教える……？」

「戦争はとっくに始まっている。ブレイズやソーディ政府ですら、まだわかっていない。黒幕気取りのダイナストどももね。だから、私が教えてあげる。戦争の記憶を持つ、この私がね」

「あんた……全面戦争を起こすつもりなの？」

　ここまでのソーディとブレイズの戦いは、客観的に見ればまだ小競り合い程度のものばかりだろう。内戦とすら呼べるものではない。

「小さな花火ばかりじゃ面白くないわ。ドカンドカンと派手に打ち上げたいじゃないの。それに……このままじゃ埒らちがあかないしね。シルフィは、ブレイズを薙なぎ払はらうためにダイナストと契約して、あのパワードスーツを大量購入したのよ」

「姉上が……？」

　軍事企業ダイナストは太陽教にパワードスーツやサイボーグ、それにレギオンという怪物を供給し、ブレイズとも多少の繋つながりがあるらしい。

　いわば、ソーディ政府とは敵対関係にある会社だ。

　だが、ダイナストは企業だ。利益を得られるなら、相手を選ばずに商品を売るのだろう。

「ただ、シルフィも思い切りが足りないわ。せっかく力があるのに、政府の体面を気にして使えないままでいる。だから、私が大義名分をくれてやろうというのよ。政府の総力をもって、ブレイズを──この私を攻め滅ぼせばいいのよ！」

「バ、バカじゃないの……!?」

　ブレイズはソーディと比べればずっと数は少ないし、いくら八やツ首くびの蛇が強くとも、政府が本気になれば相手にならない。それは、七十年前に実行されたブレイズの粛清が証明している。

「そんなの自殺行為よ！　七しち剣けんに自由剣士団、自衛軍。これだけの戦力を相手にして、ブレイズが生き残れるわけがないわ！」

「ふふ、言ったでしょ。私は最終的には、あなたとシルフィを殺せればいいの。でも、ただ殺すだけじゃつまらないから、動き回って仕し込こみをしてるのよ。大変だわ」

「あんたは……！」

　ブレイズはどこかタガが外れた者が多いのはわかっていた。その中でも、この八ツ首の蛇はとびきりイカレている。

　一国の軍隊を敵に回して戦いたい、と言っているのだ。

　セフィは、ちらりと地面の上の星ほし崩くずしに視線を向ける。

　いくら力を使い果たしたといっても、身体からだが動かないわけではない。ならば、せめてあと一振り──

「…………っ！」

　突如、セフィの手のそばに拳こぶし大だいの穴が空いた。彼女は慌てて手を引っ込める。

「はいはい、余計なことは考えない。死にたいわけじゃないんでしょ？」

「…………くっ」

　セフィもそれなりに修羅場に慣れたつもりだったが、強さだけでなくあらゆる面で八ツ首の蛇は何枚も上をいっている。

　ソーシャとの訓練で力を上げても、まだまだセフィは未熟だった──







「止めてください！」

　リーゼベルは叫び、乗っていたワゴン車が甲高いブレーキ音を立てて急停止する。

　シートベルトを外すのももどかしく、助手席から車外へ出た。

「まずいです……もう始まってますね」

「先生」

　運転席から、ナース服の上にカーディガンを羽織った若い女性が降りてきた。

　彼女は看護師であり、ブレイズの情報連絡員でもある。リーゼベルの助手のような役目を務めてくれている。

「戦団と自衛軍……派手にやり合ってますね。そう簡単には終わらないでしょう」

「そうですね……」

　リーゼはこくりと頷うなずいた。

　紅くれないの戦せん団だんが、八ツ首の蛇に誘い出されて出撃し、さらに自衛軍も動いているという情報を看護師から聞いて──

　その直後に、看護師とともに飛び出してきたのだが、間に合わなかったようだ。

　戦闘の現場まではまだ数百メートルはありそうだ。それでも、銃声や術法の凄すさまじい炸さく裂れつ音おんが聞こえてくる。

「これは戦いです。この前の虐殺のときとは違います……けど、戦団にも犠牲者は出るでしょう」

　リーゼはきっぱりと言い切る。

　パワードスーツに住民が虐殺されたときは、誰だれも助けられなかった。

　リーゼは、あのときの後悔に未いまだに囚われたままだ。パワードスーツの巨大なライフル弾で撃たれれば、ブレイズでもほぼ確実に即死する。何人かは、数日もたせられただけでも上出来だと──この看護師にも言われたが、リーゼは納得していない。

「リーゼ先生、やはり危険です。私も仲間たちは助けたいですけど、先生を危険にさらすわけにはいきません」

「医者が危険を恐れてどうするんですか。もっと危ないところで働いている医者はたくさんいますよ」

　見た目は子供にしか見えないリーゼだが、医師としての覚悟は決まっている。

　以前の虐殺のときにも、リーゼは弾丸が飛び交う現場を走り回って、負傷者の救出に当たったのだ。

「だったら、せめて！　負傷者の搬送は私にやらせてください！　他の仲間も呼んでいますから！」

「……でも」

　看護師の気迫に、リーゼはやや押されてしまう。

　彼女は、リーゼを本気で心配してくれているのだ。

「パワードスーツと戦うわけじゃないんです。私も仲間たちも訓練は受けてますから、負傷者の救出だけなら問題なくできます。でも、リーゼ先生に万一のことがあっては困ります。あなたは、居留地の大事な医者なんですよ」

「……わかりました。では、そちらはあなたにお願いします」

　リーゼは、ためらいつつ答えた。

　危険な作業を他人に押しつけるのは本意ではないが、確かに訓練したブレイズたちなら上う手まく立ち回るだろう。

　それに──リーゼにもここで倒れるわけにはいかない理由がある。

「でも、あなたも危険があったらすぐに逃げてください。無理は絶対にいけません。約束してください」

「はい、先生」

　看護師は、こくりと頷うなずいた。

「私は、しぶといですから。仲間たちも、戦団の人たちもです。だから、先生は安心してください」

「ありがとう……では、私も一つ仕事をしてきます」

「え？　先生、いったいなにを……」

「無理なことをお願いしてしまった人がいるんです。戦団がいるなら、もしかするとあの人も来ているかも……」

　リーゼは、轟ごう音おんが響いてくる方向に目を向けた。

　紅くれないの戦せん団だんを止めてくれ──リーゼは、クロウにそうお願いしてしまった。彼が、戦団が騒ぎを起こす現場に駆けつけていることも知っている。

　この前の再会は、剣けん帝ていアミラルのせいでメチャクチャになり、気づけばリーゼは診療所から遠く離れたところにいた。

　この、記憶が繋つながらない現象はよくあることだが──

　クロウにお願いを聞いてもらった礼を、まだきちんとしていない。

　もし、クロウが近くにいるのなら、リーゼは彼に会わなければならない。

「お兄さん……今、行きます」







「おいおい、もうしっちゃかめっちゃかだぞ」

「しっちゃか……なんですか？」

　ウィニアが聞き慣れない日本語に、きょとんとした顔をしている。

「気にすんな。えーと……シュナーク、ありがとよ。確かにここで間違いなさそうだ」

　クロウは耳に当てたスマホの向こう、シュナークに話しかける。

　セフィと八やツ首くびの蛇を追って学院を出たのはいいものの、すぐに手がかりはなくなり、途方に暮れていたところで、シュナークから連絡をもらったのだ。

　なぜ、シュナークが自分の携帯番号を知っていたのかは気になったが、とりあえす忘れることにした。

　シュナークも一度は八ツ首の蛇を見失ったらしいが、さすがは周囲の探索に長たけた七しち剣けんだけあって、無事に見つけ出したらしい。

「しかし、こりゃ意外な事態だなあ」

　駆けつけてみれば──セフィと八ツ首の蛇ではなく、自衛軍と紅の戦団の衝突現場に遭遇してしまったというわけだ。

　クロウたちは、すぐに現場から数百メートル移動してきた。近づきすぎると、流れ弾だけでも充分に危険だからだ。

「なんで自衛軍がパワードスーツ使ってんのか知らねぇけど、戦団も混乱してるな」

「戦団、捕まえますか？」

「無理だな。俺おれは、パワードスーツにはどうやっても勝てないし。あんなとこ割り込こんだら、ミンチにされちまうよ」

　クロウがいくら強くても、パワーもスピードも人間を大きく超えるものではない。パワードスーツは、サイズとウェイトがあまりに違いすぎる上に、装甲は剣では斬れないのだ。今は銃火器も持っていないので、はっきりいって勝負以前の問題である。

「機械の巨人、私、勝てます。どうしますか？」

「……いや、混乱してる今がチャンスだ。八やツ首くびの蛇とかいう奴やつともあまりやり合いたくねぇ。セフィの救出が最優先だ」

　リーゼとの約束もあるが、セフィの命と紅くれないの戦せん団だんは秤はかりにかけられない。

「っと、悪い、シュナーク。そういうわけだから、俺おれたちはセフィのところへ行く。あんたはどうする？」

『私は、好きに動きますわ。ですが、クロウさんは無理じゃないかしら？』

「は？　いやだから、自衛軍と戦団のバトルはスルーするぞ」

『その方は逃がしてくれませんわよ。私も多少見知った方ですので、おそらく間違いないかと』

「あんた、いったいなんのことを……」

　クロウは重ねて訊きこうとして、気づいた。

　ほんの二十メートルほど先に、一人の人物が立っている。

　背中まで伸ばした薄い金色の髪に、七しち剣けんの正装。ボロボロになったマント。

「剣けん帝ていアミラル──」

「この前は失礼をした……。薬での調整、とやらが上う手まくいってなかったらしい」

　アミラルは、ゆらゆらと揺れるように歩きながら近づいてくる。

　クロウは、黙って電話を切った。

「……今日はお薬は効いてるのかな？」

「頼んでもいないのに、ダイナストの妙な女が薬を持ってきた。十五分ほどなら、全力を出せるそうだ……」

「ちっ、長なげぇな。そこは三分とかにしとけよ。ダイナストも気が利かねぇな」

　クロウは、会ったこともないダイナストの女というのをこき下ろしつつ、考えをまとめる。

「よし、ウィニア。先に行け。ここは俺に任せろってやつだ」

「どんなやつ、かわかりません。セフィさん、クロウ様待ってます。あなた、行ったほうがいいです」

「おまえは見逃してもらえるだろうが、俺はダメってことだよ。そうだろう、剣帝？」

　クロウは、アミラルににやりと笑ってみせた。

「そっちの女も面白そうだが……我が用があるのは貴様だ、剣けん聖せいの継承者。あの死し剣けん使つかいはいないのか……」

「別に、サーラとセットってわけじゃねぇんだよ。つーか、いたら困るんだよ」

　この状況にサーラも参加してきたらと考えるだけで頭が痛い。

「いいから行け、ウィニア。でも無理はしなくていいぞ。おまえには、セフィのために命を懸ける理由はねぇんだしな」

「それ無理です、クロウ様」

　ウィニアは微笑ほほえみ、握っていたディースシーズをさっと構えた。

「私、命を懸けずに剣を振ったこと、ないです」

「……そうだったな」

　この少女は、死と隣り合わせの地獄のような世界で生きてきたのだ。剣を振るうときは、いつだって本気なのだろう。

「ウィニア、おまえの弟子入りをずっと断っておいて、こんなこと頼むのは虫がいいってわかってる。でも……頼む。セフィを守ってやってくれ」

「師のご命令とあらば！」

　ウィニアは、驚くほど流りゆう暢ちように言って、ダッと跳び上がった。ふわりと揺れたスカートの下は、やはりお尻しりが丸出しに見えたが、今はツッコミを入れている場合でもない。

　綺き麗れいなお尻を見せながら、ウィニアはアミラルの頭の上を飛び越し、そのまま去っていく。ひとまずここは、彼女に任せるほかない。

「見逃してくれてありがとうよ、剣けん帝ていアミラル」

「礼などいらん。ただ、我と斬り合えばいいのだ……」

「そこがよくわからねぇ。あんた、もう俺おれに師匠せんせいの居場所を訊ききたいわけでもねぇんだろ？　なんで俺と斬り合いたがる？」

「さあな……我にもよくわからん……。我がいったいなにを求めているのか、その答えが知りたいだけだ……」

「自分にわからないことが、他人にわかるわけねぇだろ」

　剣帝アミラルは以前から理解不能な人物ではあったが、磨きがかかっている。ダイナストは彼女の肉体ではなく、心を改造したのではないだろうか。

「まあいいや、あんたと問答してる場合でもねぇしな。さっさとやろう」

　クロウは右手で左腰の日本刀を、そして左手で腰の後ろに提げていた舞まい姫ひめを抜いた。

「その剣は……」

　アミラルが、右目だけを軽く見開いた。

「そうだよ、あんたを斬ったマナカの剣──舞姫だ。形見ってわけでもねぇけど、使わせてもらってる」

「そうか……ならば、とりあえず我にもやるべきことができたな……」

「なんだよ？」

「貴様が、あの誇り高い剣けん将しようの愛剣を継ぐにふさわしいか、確かめさせてもらおう」

　アミラルが左腕で剣を抜き、さらに両肩から白い触手を生やして二本の剣を抜いた。

「はは、マナカと斬り合ったあんたのお墨付きなら、ちょっとほしいな」

　クロウは二本の剣を握った両手を、だらりと下げたままにする。

　完全に力を抜いた構え──これでいい。今なら、きっと使える──

「無ム想ソウ──」

　クロウはつぶやくと、ふらりとよろめくように前に出た。一歩を踏み出すと同時に、身体からだの感覚が完全に消失する。

「…………!?」

　アミラルが、三本の剣を構えたまま両目を見開くのが見えた。

　クロウは、ほとんど無意識に剣を振り下ろしながら、アミラルの横を通り過ぎる。

「ぐっ……！」

　アミラルの小さな苦痛の声に、クロウは我に返った。

　そのときには、既にアミラルの間合いからは外れている。

「なんだ、今のは……」

　アミラルは、血が噴き出している左肩を押さえもせずに言った。どうやら浅かったようだ。あの程度では、剣けん帝てい相手にはダメージにもならないだろう。

　いや、傷はたちまち塞ふさがりつつある。

　いくら強い回復力を持つソーディでも、そこまで短時間で傷は治らない。やはり、彼女の肉体は改造を受けているのだろう。

「その程度の傷じゃ無駄か……」

「まるで、風が通り抜けたような……斬られたことすら、わからなかった……？」

「正直、俺おれにもよくわかってねぇ」

　無想モードは、クロウが無になり、自分でも意識しないまま相手の剣を弾き、気づかないうちに斬りつけている。

　まるで、夢でも見ているかのようにうつろなのだ。

「自由に使いこなせるわけでもねぇしな」

　クロウが覚えている限りで、無想が発動したのは二回。牙きばの道で妖よう剣けんを振るっていたときのリーゼと、太たい陽よう教きようの地下施設でジョーと戦ったときだけだ。

　剣けん聖せいヒョウカと斬り合ったときも発動していたのだろうが、それは記憶にない。

「けど、今はそうも言ってられねぇ。ウィニアだけに押しつけられねぇしな。俺の女が待ってるんだよ」

「ふ、ふふ……」

「ん？」

　クロウは、きょとんとする。

　アミラルが、両肩を震わせてなにやら笑っているようだ。クロウの奇妙な剣に驚くならまだしも、笑うというのはいったい──

「ふふ、ふ……ふははははははははははははははっ！」

「そんなに笑える顔じゃねぇと思うけどな。悪くないだろ？」

「そうだな。強い者は、たいていいい顔をしている。貴様もだ、剣聖の継承者、クロウよ」

　まだ笑いながら、アミラルはきっぱりと言った。

　さっきまでのどこか寝ぼけているような口調とは違っていた。

　全身から、以前のような強烈な『光コウ』も放たれている。

「今の一刀、面白い。面白すぎた。私のぼやけていた意識が、叩たたき起こされるほどにな。我が身体からだに人間ヤートどもが埋め込こんだ機械も、異形の力も反応できなかった。思った以上だな、クロウよ」

「女の子の期待には応える主義なんだ。特に、あんたみたいな美人にはな」

「…………っ」

　アミラルがはっとした表情になり──顔を赤らめる。

「……へえ。あの剣けん帝てい様がそんな顔をするとは」

「だ、黙るがいい。くだらん世よ迷まい言ごとを……！」

　アミラルの顔はますます朱に染まっていき、耳まで真っ赤だ。これは、クロウにも想定外の反応だった。

「び、美人などと……そんなわけがないだろう！」

「は？　美人だろ、間違いなく。さっきまではなんか生気なかったけど、表情戻ったらますます美人じゃん。あんた、鏡見たことねぇの？」

「美人、美人と何度も言うな……！　この愚か者が！」

　アミラルは、完全にムキになっている。













　どうも、剣けん帝ていは容姿を褒められることに慣れていないようだ。評価されるのは強さや性格ばかりで、顔かたちについては言われたことがないのかもしれない。

「俺おれは剣に恋する種族じゃねぇからな。ぶっちゃけ、顔とか胸とか見た目は重要なわけだよ」

「む、胸……」

　アミラルは、すすっと数歩下がった。身体からだをねじってクロウに胸を見せないようにしているようだ。彼女は巨乳というわけではないが、イシュトのような貧乳でもない。いいバランスをしているといえるだろう。

「もっとぶっちゃけると、胸揉もみたい」

「バ、ババババカを言うな！　こんな邪魔な脂肪など触ってどうするんだ！」

「じゃあ、邪魔ならそれ、俺のものってことでいいか？」

「いいわけないわ！　いや、いいわけないだろう」

「…………」

　まさか、この剣帝が──しかもダイナストに改造されて別人のようになった彼女が、ここまで動揺するとは。

　一瞬出た、女らしい口調は、彼女の素なのかもしれない。

「も、もういい。私に──我に勝てれば、胸だろうとなんだろうと好きにするがいい。来い、クロウ！」

　アミラルは、左手と触手二本を大きく広げるようにして構える。右腕は、やはりだらりと下げたままだ。

「となると、斬っちゃダメなのか……」

　無ム想ソウはまだ自在に使えない上に、特に攻撃する場合は手加減ができない。剣を振るときにほぼ意識がないのだから当然だ。

　いや、そんなことより──

「考え事をしている暇はないぞ、クロウ！」

　アミラルが一瞬で間合いを詰めてきて、左手の剣を振るってくる。

　クロウはすぐさま反応し、右手の日本刀で彼女の剣を受け流す。腕に、軽く痺しびれるような感覚が走る。

　アミラルの剣は、決して速くはない。マナカやサーラと比べれば遅すぎると言ってもいいくらいだ。

　だが、完全に無駄をなくしたその剣は、最短の軌道で襲いかかってくる。まるでこちらから吸い込こまれるように当たりにいってしまう──そんな錯覚さえ覚えさせる。

「相変わらず厄介な剣だ……！」

　次々と、アミラルのゆったりした斬ざん撃げきが繰り出されてくる。遅くとも、恐ろしく正確な剣。さらに、それが三本もあるのだ。

　無想モードを発動させても、単純な手数の差で二本しかないクロウの剣では対処しづらい。

　日本刀と舞まい姫ひめ、二本の剣が火花を散らし、剣けん帝ていの重くのしかかってくるような剣をなんとかさばいていく。攻撃をどうするかどころではない。やはり、防ぐだけで精一杯だ。

「どうした、クロウ！　我の胸をものにしたいのではないのか！」

「それは凄すごくしたいけどな！」

　無ム想ソウモードでは、ほとんど無意識で相手の攻撃を防げる。自動防御といってもいい。だが、それもどんな攻撃でもさばけるわけではない。

「なんだ、つまらないぞ！　クロウ、さっきの剣はどうした！」

　アミラルの連続攻撃はゆっくりと、それでも一瞬も止まらずに放たれてくる。

「くっ、ぐうぅっ……！」

　ともすれば集中が乱れそうになってしまう。みずからを〝無〟とする無想モードは、心が揺れればあっという間に使えなくなる。

「こんなものか、クロウよ！」

「…………っ！」

　クロウは、とっさに二本の触手から放たれた斬ざん撃げきを日本刀と舞姫で受け流しつつ、膝ひざを曲げて横へと跳んだ。

　アミラルの左の長剣から放たれた斬撃が、ガリガリと凄すさまじい音を立てながら地面に深い亀き裂れつを刻み込こんでいく。亀裂は数十メートルも地面を裂き、そばのビルの玄関をぶち破った。

「……さすが七しち剣けん。さばきそこねたら、原形も残らねぇな、俺おれ」

　クロウは、背中に冷たい汗が滲にじむのを感じた。七剣の斬撃がとてつもないことはわかっていたが、単純な破壊力という意味ではアミラルは最強かもしれない。

　剣帝の斬撃ならば、一刀でエイジンをも真っ二つにするだろう。

「ぼんやりしている暇があるのか！」

「ちっ……！」

　アミラルが、まだ止まらずに右腕を振るってきた。

　クロウは、またもやなかば無意識に日本刀を振るい──腕が折れそうなほどの衝撃と、肩に火がついたような凄まじい灼しやく熱ねつ感が走った。

「なん、だぁ……!?」

　クロウは、すっと後ろに下がって間合いを取りつつ、不敵に笑った。

　肩の傷は──浅くはないが、戦えないほどでもない。しかし──

　無想で無意識に防いだのはいいものの、いったいなにをされたのか。

　アミラルの右腕はだらりと下げられたままで、剣は握っていない。

「こっちも、どんな攻撃をくらったのかすら、わからねぇとはな。無想もまだまだか……そろそろ、七剣とも渡り合えるかと思ったんだけどなあ」

「私も現役の七剣に剣が通じるか試したいな──」

「…………っ!?」

　クロウは、突然の声に、思わずそちらを振り向いてしまう。

　そこには──愛剣の雷ライ狼ロウ牙ガを構えたイシュトの姿があった。

「会長！　なんでここに!?」

「私が後輩を見捨てられないのは知ってるだろう！　可愛かわいげのない後輩でもね！」

　イシュトは雷狼牙を構えつつ、駿足で駆けていく。

　目にも留とまらぬ体術に、さらに速い雷光のような突き──

「雷ライ穿セン──！」

「速いだけでは我は仕留められん！」

　アミラルは触手が握った二本の剣を交差させ、雷狼牙の先端を受け止める。同時に、左手の剣を振るい、イシュトの首を狙ねらって斬りつける。

「もちろん速いだけじゃない！」

　イシュトはそのとき既に、雷狼牙を引いていた。突くのと同じ速さで剣を引く。突きの基本ではあるが、彼女の速さはずば抜けている。

　一本目を突き、引いたのと同時に既に二本目の突きが放たれている。

「ぬっ……！」

　イシュトの突きと首を狙ったアミラルの斬ざん撃げきが衝突し、まぶしいほどの火花が散る。

　二人は弾かれたように後ろに下がった。

「貴様は見覚えがあるな。学院で会った剣士か」

「覚えていてもらえたとは嬉うれしいですね、剣けん帝てい」

「我は間違っていたようだな。一年後には七しち剣けんの一人になると言ったか？　一年どころではなかったようだな。ふふ、短期間でずいぶんと成長したらしい」

　アミラルは驚きと喜びの混じった表情を浮かべている。

「それほどでも。少年、肩の血を止めてこい。そのケガ、そんなに浅くないぞ」

「我の相手はあくまでクロウだ。足止めをするのは勝手だが、我もいつまでも付き合ってやらん」

　イシュトとアミラルは、互いに愛剣の剣先を向け合う。

　凄すさまじい殺気が満ち、二人の間で渦を巻いているかのようだ。イシュトは牙きばの道で訓練し、アミラルはダイナストで改造を受け、大きくパワーアップしている。

　この二人の戦いがどうなるか、クロウには見当もつかない。

　とりあえず──肩の血を止めたほうがよさそうだ。せっかくイシュトがくれた時間を無駄にすることはできない。

　セフィを助けるために、できることはやっておくべきだった。







　クロウは近くの路地に飛び込こみ、座り込んだ。

　治療といっても、のんびりもしていられない。クロウは制服のブレザーを脱ぎ、ワイシャツの袖そでをちぎって、肩の傷口に押し当てた。

「ぐっ……！」

　とたんに、全身に痺しびれるような痛みが走る。確かにイシュトが言ったとおり、それほど浅い傷ではないようだ。

　血もどくどくと流れ続け、シャツがたちまち真っ赤に染まっていく。これは、放っておいたら戦闘中に出血多量で倒れていたかもしれない。

「剣けん帝ていめ……なにをしてくれたんだよ……」

　見えなかった攻撃は、まったくさばけていなかったらしい。くらった直後より痛みが甚だしくなっているようにも思える。本当に、どんな攻撃を受けたのか。

「おいっ、あいつは！」

「人間──いや、違う！　セイバーズのクロウだ！　あの間抜け面は間違いない！」

「……おいおい」

　路地の入り口に、二人の人物が現れていた。二人とも二十歳はたち前後の若い女性で、腰に剣を吊つるしている。目が赤いところを見るとブレイズ──いや、紅くれないの戦せん団だんのメンバーだろう。

「パワードスーツなら、向こうにいるぞ。俺おれの相手なんぞしてる場合じゃねぇだろ」

「黙れ！　貴様も我々戦団の敵だろうが！」

「……ごもっとも。しゃーねぇな。この傷で手加減できるかな」

　クロウはぶつぶつ言いつつ、立ち上がる。

　そのとき──

「がっ!?」

「ぐはっ!?」

　二人のブレイズがほぼ同時に悲鳴を上げ、ばたりとその場に倒れた。

　彼女たちの後ろには──

「やっほー、クロちゃん。リンネちゃん、颯さつ爽そう登場だよ！」

「まさか、またここに来るとは思わなかったのです……」

「リンネ!?　日ひ奈な子こもいるのかよ！」

　リンネは楽しげで、日奈子は少し不満そうだ。この街で、クロウと日奈子は監禁されて処刑されかけたことがあるのだ。

「つーか、リンネ。なんで銀ギン翼ヨク持ってるんだ……？」

　槍やりの両端に刃がついたような、特殊な剣──それがリンネの愛剣、銀翼だ。

　どうやら、ブレイズ二人を銀翼の柄つかで殴ったらしい。

「かいちょさんが、クロちゃんたちを追うなら使えって返してくれたんだよ」

「会長も思い切ったことを……つーか、首輪が爆破されたらどうすんだよ？」

「あはは、そのときは、そのときだよ。まあ、死なないかもしれないし」

「笑い事じゃねぇだろ……」

　クロウは呆あきれてしまう。いくら強きよう靱じんな肉体と優れた回復力を持つ死し剣けん使つかいといえども、首が爆破されたら無事で済むとは思えない。

「それに……ちょっとね。蛇ちゃんが変に気になるんだよね」

「……リンネ、おまえまさかまた予知を視みたのか？」

　死剣使いは術法の他に、〝秘法〟という特殊な能力を備えている。サーラは『光コウ』を爆発的に増大させ、リンネは──ランダムに未来の映像を視ることができる。その予知に、クロウは何度も助けられてきた。

「ううん、予知じゃないんだけど。まあ、胸騒ぎってやつかな」

「…………」

　クロウも時々忘れそうになるが、リンネは特殊なブレイズだ。ただの胸騒ぎも、無視するのは利口ではない。

「とりあえず、クローの手当てをするのです」

　日ひ奈な子こがそばに来て、クロウが傷口に当てていたシャツの袖そでをぎゅっと押しつける。さらに自分のハンカチを取り出して、きつく巻いた。

「つっ……ありがとな。しかし、日奈子もいろいろできるようになったなあ。出会った頃は、掃除機もかけられなかったのに」

「あの頃は若かったです……」

　日奈子は、わざとらしく遠い目をする。

　そういえば、日奈子と出会ってからもう半年近くになるのか──と、クロウは思わず感慨にふけってしまう。

　もっとも、最初の頃から無鉄砲なところはあった。今もこんな危険な場所に来てしまっている。

　だが、クロウはもう日奈子を守られるだけの存在とは思っていない。彼女が自分の意志でここに来たのなら、帰れとは言えない。

「でもホント、やべぇのになあ。リンネ、日奈子を守ってやってくれよ」

「よろこんで！」

　無駄に元気よくリンネが答える。剣を持ったリンネならば、護衛として申し分ない。

「とりあえず──俺おれには、守ってやる余裕はなさそうだからな」

　クロウは笑って、収めていた二本の剣をすらりと抜いた。

「治療は終わったか？　ならば、そろそろ我の相手をしてもらおうか」

　路地の先に、剣けん帝ていアミラルがゆっくりと姿を現した。クロウがつけた左肩の傷以外にも、首筋と左脇腹から血が滲にじんでいる。どの傷も治りつつあるが。

「……会長はどうした？」

「強いな、あの女は。アレと続けて貴様の相手をできる自信はない。できるだけ、貴様とは悔いのない戦いをしたいのでな。だから──逃げてきた」

「逃げた……？　ははっ、あんたの発言とは思えねぇな」

　クロウは、両手を挙げて降参したい気分だった。

　七しち剣けんの中でもっとも傲ごう慢まんと言われた彼女が堂々と「逃げた」と言い、クロウと戦うことを望んでくれている。こんな話を聞かされて、引き下がれるわけがない。

「そうか、アミラル。あんたは──変わったな。正直、勝てる気がしねぇ。ダイナストに改造されたから？　違うよな」

「ダイナストなどなにも関係ない。奴やつらは、我を死の淵ふちから連れ戻して、わけのわからん手術をした。それだけのことだ。もし、なにかが我を変えたとしたら、それは──」

　アミラルが、ちらりと視線を向けたのは、舞まい姫ひめだった。

「ああ、そうだ。そうだな。我はマナカに敗れ──そこで終わったはずだった。だが、今もこうして生きている。ダイナストの思惑などどうでもいい。生きていることに意味はあるはずだ。意味がほしい。剣に生きるのがソーディだ。生きて、生き延びたその先にあるものを求めても──いいだろう」

「本当に変わったよな。あんた、そんな小難しいことを考えるタイプじゃなかったのに」

　クロウも、アミラルをよく知っているわけではない。マナカに倒される前に接した時間はわずかだった。

　それでも、はっきりわかるほど、アミラルは変わっている。

　ただ強い者を──剣けん聖せいヒョウカを求めていた彼女とは、まるで違う。

「じゃあ、さっきの続きをやるか。あんたとは俺おれが戦う。誰だれにも邪魔はさせねぇよ。リンネ、いいな？」

　リンネがこくりと頷うなずくのを確認して、クロウは歩き出した。この狭い路地では、アミラルの長剣は使いにくいだろう。

　振り向かずに路地を出て、その先にある十字路の中央に立った。広さは充分。斬り合いにはうってつけの場所だった。

「クロウ。一つ訊ききたい」

　アミラルは、クロウの数メートル先に立ち、口を開いた。

「我は、剣を求めた先にあるものを望んでいる。ならば──貴様が求めるものはいったいなんだ？」

「……俺はもっと現実的さ。ソーディの身分を手に入れて、好きな女と暮らせればいい」

「嘘うそつきね」

　また、アミラルの口から女性らしい言葉が出てくる。

「あなたは人間よ。ソーディにはなれない。だけど、そこまで強くなってしまったあなたは、人間でもソーディでもない。そんなあなたが、簡単に手に入るもので満足できるはずがないでしょう？」

「……あんたのその口調、可愛かわいいんだけどちょっとぞくっとするなあ」

　クロウは少し笑ってしまう。

「ソーディの身分だって簡単には手に入らないんだけどな。ま、先のことなんてわかんねぇよ。俺おれはただ……セフィを助けたい。あのお姫様は、俺がいないと寂しがるんでな」

　本人が聞いたら激怒するようなことを、クロウはさらりと言った。

「ならば、さっさと済ませよう。貴様が死んだら、そのセフィは我が助けてやる」

「……そいつは、至れり尽くせりだな」

「強き剣士への敬意だ。ありがたく受け取っておけ」

　自分の勝利を微み塵じんも疑わず、アミラルは断言して──

　三本の長剣を構え、さらに右腕をさっと振るった。

「…………！」

　クロウは、思わず息を呑のんだ。

　アミラルの右腕がぐぐっとふくれあがり、右手の甲から覇ハ剣ケン帝テイ刃ジンと同じ両刃の長剣が飛び出してくる。

　彼女の右袖そでが吹き飛び、ふくれあがった右腕は薄い銀色に輝いている。

「やっぱそれ、エイジンの腕を繋つないだのか？　いや……違うか」

　クロウはつぶやく。切断された腕の代わりにエイジンの腕を繋いでいたジョーとは、少し違う。彼の腕は鱗うろこのようなものが生えていたし、腕から飛び出したのは骨が変形した刃だった。

「死し剣けん使つかいに切断された右腕は、我が粉々に砕いたが……」

「らしいな。あんた、頭おかしいぞ」

「ダイナストの女に聞いた。奴やつらは、右腕の破片も回収していたらしい。我が腕の細胞とエイジンの腕、機械も混ぜてつくった腕に覇剣帝刃の一本を埋め込こんだ──そうだ」

「ホットケーキつくるんじゃねぇぞ。簡単にいろいろ混ぜるなよ……」

　実はダイナストには悪意などなく、実験を楽しんでいるのではないかと思えてしまう。

　さっき、アミラルの右腕の一撃をかわせなかったのは、一瞬だけ覇剣帝刃が飛び出し、すぐに引っ込んだせいで、攻撃のリーチを読み違えたせいらしい。

「さあ……我が四刀流、受けてみるがいい！」

「受けたくねぇなあ……」

　クロウは苦笑しつつ、心を深く深く沈めていく。すべてを無にして、無ム想ソウモードを発動させる。

　自分の身体からだが消失していくような感覚。剣を握る感触がなくなり、殺気も完全に消え去る。

「おかしなものだ。目の前に貴様がいるのに、いないように感じる。人間が剣を極めれば、こうなるのか」

「極めたかどうかは……あんたの剣で確かめさせてもらう」

　クロウは冷たい声で答えた。しゃべりつつも、自分の声がどこか遠くから聞こえるような──不思議な感覚に包まれていた。

「では、そうしよう！」

　アミラルが右手から飛び出した覇ハ剣ケン帝テイ刃ジンを振るう。他の三本の剣よりもはるかに速い。そして、なおかつ無駄のない剣──

　ガッと鈍い音を響かせ、クロウはその刃を左の舞まい姫ひめで受け流す。ぐぐっと腕が折れ曲がりそうなほどの凄すさまじい重量が伝わってくる。

　ただの古コ流リユウなら腕が折れた──いや、千切れていただろう。

「やっぱり、とんでもねぇな、剣けん帝てい！」

「まだまだだ、クロウ！」

　剣帝が四本の剣を高く振り上げ──さっと後ろに跳んだ。同時に、クロウも滑るように数メートル下がっていた。

　突然、一体のアームボディが転がるようにしてクロウとアミラルの間に割り込こんできたのだ。ボディの表面は焼け焦げている。炎か爆発の術法をくらって吹き飛んだらしい。

「この痴しれ者ものが！　たかが機械が、我らの邪魔をするな！」

　アミラルは叫ぶと、四本の剣を一いつ閃せんさせた。

　目にも留とまらぬ白い閃せん光こうが数本走ったかと思うと、全長五メートルのアームボディがバラバラに切り刻まれていた。戦車並みの装甲を持つであろう、軍事用の兵器が剣だけで破壊されるなど、やはりソーディの頂点に立つ七しち剣けんの斬ざん撃げきは尋常ではない。

　おそらく、中にいたパイロットも同じく原形を留とどめていないだろう。

　数個に分断されたアームボディの残ざん骸がいは小さな爆発を起こし、炎上する。

「続きだ、クロウ！　これ以上邪魔はさせん！」

「まったく、恐ろしい技を目の前で見せてくれるなあ」

　そう言いつつも、クロウは恐怖を感じていなかった。無になっているせいだろうか。いや、それだけではない。どこか楽しくなっている自分がいた。

　アミラルが間合いを詰めてきて、四本の剣を同時に振るう。クロウは自動防御で、日本刀と舞姫でことごとくそれらを弾く。鋼鉄をも斬り裂く豪剣も、クロウは威力をゼロにして受け流せる。

　ふと、クロウは思った。我ながら、とんでもないところへ来ている。

　父親は、反ソーディ組織の武装したメンバーたちに捕まり、一発の銃弾で殺された。今のクロウなら、あの連中を一呼吸のうちに斬り殺せるだろう。

　それどころか、最強の七剣の一人、アミラルの剣と渡り合っている。

「俺おれの剣は──どこまで行ける？」

　クロウは、独り言をつぶやく。その間にも嵐のように吹き荒れるアミラルの四本の剣をさばいている。ほんのわずかだが、四本の剣にも違いがある。右腕の剣がもっとも鋭く、左腕は少しだけ遅い。両肩からの触手の剣は速いことは速いが、やや正確さに欠けている。

　だからこそ、手数の足りないクロウでもなんとか防げているのだ。

　それでも、このままでは──

「守るばかりでは我は止められん！　わかっているだろう、クロウ！」

　さっとアミラルが一歩引いて、四本の剣を十字の形に構える。

　続いて、彼女の身体からだから爆発するように『光コウ』が溢あふれ出し、砂すな埃ぼこりが舞い始める。

「くらって、死ね。我が奥義──〝四し閃せん十じゆう字じ斬ざん〟！」

　十字の形に構えたアミラルの剣がゆっくりと回転し始める。やはり速さに欠ける動きだったが──クロウは彼女の身体が何倍にも見えるような、圧力を感じていた。

　ゆっくりとアミラルが進み出す。溢れる圧倒的な『光』と、回転する四本の剣が巻き起こす風圧がじりじりと迫ってくる。

　クロウは、日本刀と舞まい姫ひめをぎゅっと握り直した。あれは、エイジンと同じかもしれない。人間のパワーでは絶対にかなわない、圧倒的な破壊の権化──

「いや……！」

　クロウは剣けん将しようマナカの奥義、乱みだれ舞まい姫ひめにも終ついの舞まい姫ひめにも打ち勝ってきた。同じ七しち剣けんの奥義を破れない道理は──ない。

　だが、破るためにはもう一手、なにかが足りない。直感がそう教えていた。

　そうだ、なにかが──

「クロー！」

「…………！」

　目の前に死が迫っているというのに、クロウは思わず振り向いてしまう。

　意外なほど近くに日ひ奈な子こがいて、彼女はこれまでに何度も見た黄金の光を発していた。太陽の乙女の能力が発現するときに放たれるまばゆい光──

「クローは負けないです。クローがすべてをぶつければ、誰だれにでも勝てるのです」

　日奈子は常にないきっぱりした口調で言うと、両手を広げた。

「なっ……！」

　黄金の光がさらに溢れ、クロウの身体をも包み込こみ──

　パリンッ、とガラスが割れるような音が響いた気がした。それはあるいは、クロウの錯覚だったかもしれない。

　しかし──

「これは……！」

　クロウの全身から、白い光が溢れ出していた。

　人間では彼のみが使える、ごく微量の『光』を無む理り矢や理りに引っ張り出して全身に巡らせ、身体能力を向上させる〝光こう身しん〟。

　日奈子がサーラの『光』を封印し、その巻き添えで使えなくなっていた技が再び発動していた。

　確実に日奈子は、太陽の乙女の能力を身につけつつある。まさか、この土壇場で『光』の封印を解除するとは──

「クロー、来ます！」

「わかってる！　ありがとうな、日奈子！」

　言われるまでもなく、クロウは前を向いた。アミラルの奥義はもう剣先が触れるほどに近づいてきている。

「九きゆう天てん聖せい斬ざん！」

　光こう身しんを発動させているときにだけ使える、古コ流リユウの奥義。敵を斬る太た刀ち筋すじが、クロウの目にだけ見える白い九つの軌跡となって可視化される技である。

　不完全ながらも、光身を使わなくても見えるようになっていたが──今ははっきりと見える。

　スクリューのようにクロウを吸い込こもうとしている四し閃せん十じゆう字じ斬ざんに向けて、一気に間合いを詰めていく。

「くっ……！」

　クロウは、ギリッと歯は噛がみする。

　九つの軌跡が、次々に消えていく。アミラルの奥義はこれほどまでの大技でありながら、隙すきがないということか。

　だが──目を凝らして集中し、さらに心を深く沈めていく。

「……見える」

　たった一本、細い糸のように白い光が見えている。

　クロウは、アミラルの奥義に吸い込まれそうになりながら、さらに踏み込んだ。身体からだのあちこちが、奥義の余波でズバズバと斬られていく。

　それでもかまわずに、クロウは剣を上段に構え──そのとき、完全にすべての感覚が消えた。

「クロウ────────っ！」

「アミラルっ……！」

　クロウは全身をずたずたに斬られながら、アミラルのふところへと飛び込み、白い光をなぞるようにして剣を振り切った。

　ほぼ無意識のまま剣を振り、剣けん帝ていの横を駆け抜け──

「うっ……！」

　二、三メートルほど走ったところでクロウはがくりと膝ひざをついた。

　全身にいくつもの傷が走っている。一つ一つの傷は小さくとも、人間のクロウにはダメージは大きい。

「ふ、ふふ……」

　背後から聞こえた笑い声に、クロウは振り向いた。

　同時に剣帝アミラルもクロウのほうを向いていた。

「これが……剣けん聖せいの継承者。ヒョウカが鍛え上げた剣士の力か……」

　アミラルはにやりと笑い──左肩から右の脇腹にかけて傷が走り、血がしぶきを上げる。

「ふは、ふはははははっ！　面白い、面白いな！　我が全霊を込めた奥義を風のように抜けたか！　自分がいつ斬られたのかもわからなかったぞ！」

　心から楽しそうにアミラルは笑い、声を上げている間にも血は止めどなく流れ続けている。

　クロウのダメージも大きいとはいえ、アミラルのほうがはるかに傷は深い。回復も間に合わないようだ。

「強いな、クロウ。貴様は強い。だが──剣けん帝ていは、この程度の剣では怯ひるまん！」

「だろうなあ！」

　全身にずきずきと走る痛みをこらえながら、クロウは二本の剣を強く握り締める。苦痛のせいで集中が乱れ、無ム想ソウが解けてしまっている。

　しかし、これで終わりではない。アミラルはまだ倒れてくれない。

「我が奥義は敗れた！　だが、我のプライドは決して折れない！」

「…………！」

　アミラルの両肩から生えている二本の触手──さらに、もう二本が勢いよく飛び出した。新たな触手の先は鋭く尖とがり、刃のようになっている。

「『光コウ』で剣をつくった!?　そんなのありかよ──」

　アミラルの六本の剣が同時に襲いかかってくる。さっきの奥義のような練り上げられた技ではなく、ただの斬ざん撃げきだが──どれも鋭く重く、命を乗せた全力の一撃だった。

「強かったよ、剣帝アミラル──」

　クロウは微笑し、日本刀と舞まい姫ひめを振るい、それぞれの剣でアミラルの斬撃を少しずつ撫なでるようにして受け流す。大地をも斬り裂く無比の斬撃は、大きく逸それていき──

「終わりだ」

　クロウはすうっと踏み込こんで、日本刀をアミラルの胸めがけて突き刺す。剣先は吸い込まれるように彼女の胸に埋まっていき──背中まで貫通する。

「うっ……く……！」

　アミラルの口から短い悲鳴が漏れた。

　クロウは力を使い果たし、そのまま、彼女の血まみれの胸へと倒れ込んでしまう。

「……胸を揉もみたいんじゃなかったのか？　顔を埋めるだけでいいのか」

「これもふわふわ柔らかくて悪くないさ」

　クロウは、アミラルの胸に顔を埋めたまま答えた。

「ふふふ……お互い、最後の一撃はみっともなかったな」

「あんたの剣は……最後の最後まで強かったよ」

　それは、クロウの心からの言葉だった。剣帝アミラルの斬撃は最後までわずかな乱れもなかった。

「まったく、ダイナストは余計なことをしたな。アミラル、あんたは改造されてパワーもスピードも強化されたけど……前のほうが強かった。あんたは自分の意志で鍛え上げ、既に完成された剣士だったんだ」

　改造された腕を繋つながれ、エイジンの細胞を投与され、身体からだの一部を機械化されてしまった。それでわずかながら、肉体のバランスが崩れたのだろう。最後まで見事な剣を振るい続けたのは、剣けん帝ていの技量があってこそ。

　バランスを正すために、少しだけ剣のキレが鈍ってしまった──そういうことだろう。

「そうか、それは自分では気づかなかったな。だが、この身体からだで貴様と戦ったのは我の意志だ。負けの言い訳にはすまい」

「……まったくなあ。誇り高い上に潔いなんて、反則だろ」

　クロウは剣帝のふくよかな胸から顔を離し、一歩後ろに下がって、剣を引き抜いた。

　あらためて見つめたアミラルの顔には、穏やかな笑みが浮かんでいた。

「たとえソーディではない何者かになり下がっても、誇りまではなくさない。強者と正面から全力で戦えたのだ。貴様との戦いを、誇りに思う」

「誇り、か……」

　マナカも言っていた。自分を斬ったことを誇りに思え、と。

　これが七しち剣けん──剣の頂点に立つ者たちなのだ。

「クロウ、答えは出たぞ」

「答え……？」

「マナカに敗れ、それでも生き延びた我が求めたものだ。きっと──もう一度見たかったのだろう」

　アミラルの両肩から四本の触手が消え、二本の剣がからんと地面に落ちる。彼女はゆっくりと左手の剣を鞘さやに収め、右腕の刃も元に戻す。

「我を斬ったマナカの剣は美しかった……そうだ、我はあれをもう一度見たかったのだ」

　アミラルは、遠くを見つめるような目をする。

「誰だれにも負けたくない。剣士として当たり前の感情だ。そう思いながらも、我を斬るほどの剣をもう一度見たいと願った。死し剣けん使つかいだろうと、他の七剣だろうと、誰でもいい。それを見せてほしかったのだ。この世のなによりも美しい剣を」

「……俺おれは、見せられたか？」

「ふふっ」

　アミラルは、笑っただけで答えなかった。クロウにはその笑みだけで充分に答えになっていた。

「さあ、行け。我の戦いは終わった。貴様は、貴様の戦いを続けるがいい」

　クロウは頷うなずいて、日ひ奈な子ことリンネに視線を送った。二人も頷き、彼のそばに来る。

「じゃあな、アミラル。あんた、いい女だったよ」

「……ありがとう」

　アミラルの声は優しかった。

　クロウはもう彼女のほうを向かずに走り出した。日奈子とリンネもついてくる。

　きっと、この身体に刻まれた傷の痛みは忘れない。クロウは走りながら、そう確信していた。







　去っていくクロウたちに、アミラルは目を向けなかった。

　彼らとは逆のほうへと、ゆっくりと歩き出す。

「ふう……」

　このまま、ここに屍しかばねをさらすのもまた一興。

　しかし、もう少しだけ動ける力が残っている。これもダイナストの改造によるものだろう。

　余計な力ではあったが──

「そこの者。そろそろ出てきたらどうだ？」

「……さすが剣けん帝ていさんです。気づいていたんですね」

　建物の陰から、一人の小柄な人物が現れる。

　透き通るような薄い青色の髪を二つに結び、だぶだぶの白衣を着た少女だった。

　だが──

「この前の医者……いや、違うな。多くの剣士を見てきたが、貴様のような者は初めて見る。中身と外見が──あまりにちぐはぐすぎる。いったい、なんだ貴様は？」

「紅くれないの戦せん団だんを救いにきただけです。私は──私だった少女は、医者ですからね。でも、あなたたちの戦いを見てしまいました」

「なにを言ってる……？」

「それを教える意味はきっとないでしょう。ただ、剣帝さん。あなたには感謝しています。あなたのおかげで私の目が覚めました。いえ、正確にはあなたが引き出したお兄さん──剣けん聖せいの継承者の剣のおかげですけど」

「そうか。あの剣は本当に美しかったな。未完成だからこその美しさもあった。奴やつは──あの子はもっと伸びていくでしょう。どこまでも、どこまでも」

「ええ、同感です、剣帝アミラル。剣聖の継承者の剣を引き出してくれたあなたに──お礼をしましょう」

　少女はかすかに笑い、着ていた白衣を脱ぎ捨てた。下は薄手のセーターとひらひらのフレアスカートだ。

　彼女は、右腕をさっと振った。

　そして、その手の中に──まるで手品のように一振りの剣が現れる。

　少女の小柄な身体からだには似合わない、恐ろしく長い片刃の剣だった。

「まさか……『光コウ』を具現化して剣に……？　そんなことが……」

「あなたも『光』を剣に変えていたでしょう。私はもう少しだけ、上う手まく剣をつくれるんです」

　少女は剣を手に、微笑ほほえみながらゆっくりと近づいてくる。

　そうか、とアミラルは気づいた。

　彼女は、アミラルが今もっとも必要としているものを与えてくれようとしているのだ。

　アミラルもまた、にっこりと笑って。

　少女が長剣を高く振り上げるのを、黙って見つめた──







　ドオンッ──

　と、突然の轟ごう音おんにクロウは振り向いた。

「なんだ……？」

　アームボディの大口径ライフルや術法の音ともまた違っていた。さっき、クロウがアミラルと戦った場所のあたりのようだが──

「クロー？」

「……いや、なんでもない。行こう」

　クロウは日ひ奈な子こに言って、走り出した。セフィたちがいるはずのビルの非常階段を昇っているところだ。

　屋上のほうから、何度も轟音と空気を震わせる衝撃波が伝わってくる。今にもビルが崩れそうなほどだ。

　クロウが先頭、続いて日奈子、しんがりをリンネが務めている。日奈子の足に合わせて、三人は階段を上がっていき──

「セフィ！　ウィニア！」

　クロウは屋上に出ると、二人に向かって呼びかけた。

　屋上には、巨大な鎌かまを構えるウィニアと、地面に座り込こんでいるセフィ。

　それに──灰色の髪を長く伸ばし、ドレスを着た美しい少女がいた。

「そうか、てめえが八やツ首くびの蛇か」

　クロウはドレスの少女を睨にらみつける。

　名前を訊きくまでもなかった。彼女もまたなかなかの美少女だが、日奈子を傷つけ、セフィを挑発してこんなところまで連れ出した。

　いくら可愛かわいくても、やっていいことと悪いことがある。

「自己紹介の手間が省けてよかったわ。よろしくね、クロウ」

　八ツ首の蛇は、ドレスの裾すそをつまんで優雅に一礼する。

「俺おれの自己紹介も必要なさそうだな。セフィ、ウィニア、二人とも無事か」

「あ、あたしは大丈夫よ。ていうか、リンネはともかくヒナまで……」

「私、大丈夫です。こいつ、強いですけど、遊んでます」

　セフィは傍観者に徹していたらしい。ウィニアは、多少顔や服が汚れているが、たいした傷もなさそうだ。

「ありがとうな、ウィニア。セフィを守ってくれて」

　クロウはそう言って、ウィニアの前に出る。

「遊んでる、か。なあ姉ちゃん、今度は俺おれと遊ぼうぜ」

「あんた、またチンピラみたいなことを！」

　セフィがツッコミを入れてくるが、クロウは気にしなかった。

「あなたはなかなか面白そうなんだけどね。でも、まともに『光コウ』も使えない人間じゃ、術法相手にケンカはきっついでしょ？」

「あんまりナメないほうがいいぞ。俺、けっこう強つえぇから」

　クロウは、抜き身のままだった日本刀と舞まい姫ひめを握った両手をだらりと下げる。

　術法は確かに脅威だが、くらわなければどうということはない。

　八やツ首くびの蛇は、強力な術法使いである反面、剣術のほうはからっきしらしい。接近してしまえば──こちらの勝ちだ。

「クロウ様、こいつは私、仕留めます！」

「ウィニア!?」

　一瞬で、ウィニアが八ツ首の蛇に肉薄し、ディースシーズを鋭く振るう。

「何度やっても無駄、無駄！　鬱うつ陶とうしいノーパン女ね！」

　八ツ首の蛇が左手を前にかざし、その手のひらから青白い電撃が迸ほとばしる。ウィニアは光こう刃じんを発動させた鎌かまで受け止め、バリバリと空気を引き裂く音が響く。

「くっ！」

　ウィニアは鎌を引き、今度は下段から斬り上げる。ゴオッと風を巻き込こみつつ、巨大な鎌が八ツ首の蛇の胴に迫っていく。

「だから！　無駄だって言ってるでしょ！」

　八ツ首の蛇の左手から、今度は風のかたまりが飛び出す。ウィニアの細い身体からだが殴られたように弾かれ、それでも彼女はその場に留とどまる。

　あの女、一瞬で術法を発動させてる──！

　クロウは舌打ちしつつ、走り出した。

　彼が知る限り、術法の発動にはキーワードを唱え、さらに一瞬のタメが必要だった。八ツ首の蛇の術法にはそのどちらもない。

　ウィニアがこらえたところを見ると、タメもキーワードもなく放たれた術法は威力が劣るのかもしれない。それでも、そう何発も耐えられるものではないだろう。

「悪いな……！」

　クロウは口の中でつぶやく。一対一にこだわっている場合でもない。ウィニアが引きつけてくれている間に──

「なっ……！」

　八ツ首の蛇が気づいたときには、既に遅かった。ウィニアの斬ざん撃げきを風の盾をつくって止めていた彼女のそばに、クロウは日本刀を振り上げつつ接近していた。

　袈け裟さ懸がけに振り下ろしたクロウの斬撃は、八ツ首の蛇の華きや奢しやな身体を引き裂いた──

「…………っ!?」

　そう思ったときには、クロウの身体からだは宙を舞っていた。重力を振り切り、数メートルは飛んでいる。

「やばっ……！」

　視界の端に屋上の柵さくが見えた。完全に屋上の柵をオーバーする勢いだ。

「クロちゃんっ！」

　叫びながら、リンネが飛びついてくる。彼女の柔らかい身体に抱き留められ、二人は、屋上ギリギリのところに落下する。

「あ、あっぶなー。クロちゃん、大丈夫？」

「……ああ。助かったよ、リンネ」

　リンネに抱きつかれたまま、クロウは立ち上がる。一瞬、なにが起きたのか自分でもわからなかったが──

「てめえ、今のは……」

「ふふっ、うふふふふふふふふふっ！」

　八やツ首くびの蛇は笑い、いつの間にか右手に逆手で握っていたナイフを軽く振った。隙すきを窺うかがっているウィニアも異変を察したのか、身動き一つしていない。

　そして──

「うっ！」

　クロウは、さっと身構えてしまう。

　八ツ首の蛇から、まるで突き刺さってくるような、研ぎ澄まされた強烈な『光コウ』が放たれている──

「これは……まさか……」

「ボ、ボクと同じ……？　蛇さん、変な感じがしてたのは……」

　クロウの隣で、リンネも唖あ然ぜんとしていた。

　そう、クロウは以前にもこの刃のような『光』を体験している。隣にいるリンネと、何度も斬り合ったサーラ。彼女たちから放たれていた『光』とよく似ている。

「てめえ、驚いたフリなんかしやがって……」

「あはは、ごめんね。でもサプライズはギリギリまで引っ張ったほうが面白いわ」

　八ツ首の蛇はまったく悪びれずに言った。

　斬りつけたクロウの剣は、八ツ首の蛇が袖そでから取り出したナイフで弾かれたのだ。無ム想ソウではなかったが、古コ流リユウの一刀だ。そう簡単に防げるはずがない。

「おまえも……死し剣けん使つかいなんだな」

「ブレイズの歴史でも初めてのことらしいわ。八ツ首の蛇と死剣使いの力を同時に宿したブレイズはね。おかげで長老たちに危険視されて、ずっと出番がなかったわけだけど」

　八ツ首の蛇は、くすくすと笑う。

　最強の術法使いでありながら、死剣使いでもある──確かに、たとえ仲間であっても恐れずにはいられないだろう。

　こいつは、とんでもなくヤバすぎる──

　クロウは、ぞくぞくと背中に寒気が昇ってくるのを感じた。

　あれだけ自在に術法を使いこなす上に、もし剣の腕がサーラ並みなら、危険などというレベルではない。

「あらためて始めましょう、みなさん。全員でかかってきていいわよ。あ、扉の巫み女こと太陽の乙女は遠慮してね。巫女はまだ殺したくないし、乙女はちょっと面倒だから」

「言われなくても、二人には手出しさせねぇよ」

　クロウは日本刀と舞まい姫ひめを構えて、一歩前に出る。

「剣けん聖せいの継承者とソーディアの剣聖、それに……死し剣けん使つかいかしら？」

　八やツ首くびの蛇は、思わせぶりな視線をリンネに向ける。リンネは、びくりと驚きつつも、銀ギン翼ヨクを構えた。

「そう。あなたもやる気なのね。いいわ、来なさい」

　八ツ首の蛇が、ナイフを逆手で握った右腕と、左腕を大きく掲げ──




「そこまでです、蛇よ」




「…………！」

　突然、八ツ首の蛇が身体からだを強こわ張ばらせ、一歩後ろに跳んだ。

　そして、その場で膝ひざをついてしまう。

「あ、あなたは……！」

　八ツ首の蛇は、両膝をついて座り込こんだまま、がくがくと身体を震わせている。

　その視線の先には──

「リーゼ……？」

　いつの間にか沈みかけていた夕日を背に、屋上の鉄てつ柵さくに小柄な人物が立っている。

　リーゼベル──トレードマークの白衣を着ていないが、間違えようもない。

　カラン、と乾いた音が響き、クロウはそちらに目をやった。リンネが握っていた銀翼を取り落とし、彼女も膝を震わせている。

「リ、リーゼちゃん……ううん、違う……」

「仲間から離れても死剣使いの本能は捨てられません。リンネ、あなたには少し気の毒ですけど」

　リーゼは、淡々とした口調で言った。

　彼女の赤い瞳が、なぜか強く輝いているように見えた。

「蛇、リンネ、お遊びはもうおしまいです。そろそろ始めなくてはいけません。二人とも、ついてきてください」

　リーゼは屋上の柵から、ふわりと下りた。数歩歩いて、八ツ首の蛇のそばで立ち止まる。

「そうそう、下で戦ってる戦団も止めないと。蛇、ちょっと──」

「待てよ、リーゼ！」

　クロウは思わずリーゼに怒鳴りつけてしまう。

　いったい、なにが起きているのか──なぜ、リンネと八やツ首くびの蛇が身動きもできなくなってしまっているのか。

「リーゼ、おまえは──！」

　一歩前に踏み出そうとして、クロウは立ち止まってしまう。

　銀ギン翼ヨクの冷たい刃が、喉のど元に突きつけられていたからだ。いつの間にか、リンネが愛剣を握り直してクロウの前に立っている。

「リンネ……なんのマネだよ……？」

「ごめん……ごめんね、クロちゃん……」

　リンネの大きな目には涙が浮かんでいた。それでも、突きつけた刃を外そうとはしない。

「いいですよ、リンネ。お兄さんは斬りかかったりしません」

「…………」

　リンネは、すっと銀翼を下ろし、クロウから少し離れる。

「ちょっと、どうなってるのよ！　リンネ、あんたいったい……！」

　ずっと黙ったままだったセフィが、星ほし崩くずしを杖つえ代わりにして立ち上がり、怒声を上げた。さすがに黙っていられなくなったらしい。

「セフィちゃん、ごめん。ひーちゃんも動かないで。動いたら……斬らなきゃいけなくなる」

「…………！」

　セフィが絶句し、日ひ奈な子こも大きく目を見開いている。

　どうやら、リンネは──冗談を言っているわけではないらしい。

「リンネを責めないでください。彼女も蛇も、死し剣けん使つかいの本能に逆らえないだけなんです」

　リーゼは少しだけ悲しげに言った。

「待て、リンネ。おまえ、妙なことするな。その首輪が──」

「本当にごめん、クロちゃん。こんなのは……」

　そう言うと、リンネは無造作に首輪をむしり取った。

　それと同時に力いっぱい投げ捨て、空中でボンと鈍い爆発音が響く。一秒にも満たない、とてつもない早はや業わざだった。

「こんなの……簡単に外せたんだよ。でも、この首輪があるからクロちゃんたちと一緒にいられたんだよね……」

　ならば、その首輪を外した理由は──とクロウは問いかけようとして言えなかった。

　答えが戻ってくるのが恐ろしかったのだ。

　リンネは、もう──

「お兄さん、あとの人たちもおとなしくしていてください。蛇、私の言葉を戦団に伝えられますか？」

「はい……我が女王……」

　八やツ首くびの蛇はうつむいたままで、力なく答えた。さっきまでの余裕など、完全に消えてしまっている。

「女……王……？」

　クロウのつぶやきに、リーゼはなにも答えない。

「そうよ、この方こそ、我らブレイズの女王。死し剣けん使つかいは、ブレイズという種のために死をも捧ささげる……それは、女王のために捧げることと同じなのよ……！」

　代わりに答えたのは、八ツ首の蛇だった。

　しかし、彼女の言葉はこれ以上ないほどシンプルではあったが、なぜかクロウには理解できなかった。

「聞いてください、紅くれないの戦せん団だんの者たち」

　リーゼは、虚空に向かって叫ぶ。

　八ツ首の蛇は屈かがんだまま両手を広げ、なにやら集中している。術法を使っているようだ。

「みなさん、これ以上の戦いは無益です。負傷者を助け、撤退してください。私はリーゼベル。ブレイズの最長老にして、種族を統べる者。私の命に──従いなさい」

「ブレイズの……最長老、だと……！」

　リーゼに謎なぞがあることは、クロウもよく知っていた。

　だが、こんな事態は想定もしていなかった。彼女が大だい剣けん聖せいの戦友のみが知る〝ルシェ〟という愛称を知っていても、ソーディア由来の妖よう剣けんを使いこなしても、リーゼは可愛かわいらしく優しい少女だと疑わなかった。

「ごめんなさい、お兄さん。でも、〝リーゼ〟はなにも知りません。嘘うそもついていません。私はあなたの知るリーゼであって、リーゼではないんです」

「会長！　シュナーク！　セフィと日ひ奈な子こを連れて逃げろ！」

　クロウは、リーゼを睨にらみながら怒鳴った。

　今はリーゼの謎を気にしている場合ではない。彼女が何者であろうと、この状況が危険であることは間違いない。

「少年……」

「いい判断ですわね、クロウさん」

　クロウたちが入って来た非常階段のほうから、イシュトとシュナークが姿を現した。気配を消していたのだろうが、クロウは彼女たちの強力な『光コウ』を察知してたのだ。

「本当に、それでいいんだな、少年……」

「セフィさんを連れ戻すのは簡単ですけど、せめて八ツ首の蛇さんの首だけでも獲とろうかと狙ねらってたんですが。それはあきらめましょうか」

「そうしてくれ。セフィ、日奈子。問答はなしだ。会長たちと行ってくれ」

「ロウ……」

「クロー……」

　クロウは、セフィたちのほうを見ない。彼女たちは心配してくれているだろうが、その顔は見たくなかった。それを見たら、心が揺れてしまいそうだった。

「ウィニア、おまえもだ。会長たちと一緒に二人を守ってくれ。勝手ばかり言って悪い」

「……はい、クロウ様」

　あっさりと、ウィニアも頷うなずいてくれた。彼女は、察してくれたのかもしれない。

　ここから先は、自分だけで立ち向かいたいというクロウの気持ちを。

「リーゼ……」

　クロウはリーゼのほうへとゆっくりと近づいていく。







《ユニット４より司令部ＨＱ。Ｓの目標ポイントからの脱出を確認。繰り返す、Ｓは脱出した》

《第二目標及び第三目標の脱出も確認。同行者２。問題なし》

《哨しよう戒かい機きより入電。Ｓが車両にて移動を開始。南東へ移動中。脱出ルートはクリア。エリア外まであと三分》

《司令部了解。全ユニット、速やかに撤収せよ。続けてユニット１と２はエリア外にてＳの車両の護衛につけ》

　机の上の無線機から、ノイズ混じりの音声が聞こえてくる。

　旧セイバーズ本部ビル。最上階の執務室は、窓に非常用のシャッターが閉められ、中は真っ暗だった。

　机上の無線機のランプ、ノートＰＣのモニターがかすかに室内を照らしている。

「とりあえず、一安心か。セフィは確保。太陽の乙女とウィニア嬢も無事。生徒会長さんも一緒。シュナークも給料分の仕事はしてくれたかな」

　シルフィは、椅い子すの背もたれに深くもたれ、ため息をついた。

　セフィが単独で八やツ首くびの蛇を追いかけて行ったと聞いたときは心臓が止まるかと思ったが、最悪の事態は避けられたらしい。

「ただ──ローミス、レーミス、君たちも聞いたね？」

「はい、ブレイズの最長老だと」

「調べたところ、〝リーゼベル〟は稀まれな名前ですが、ブレイズで見られる名前です」

　シルフィのデスクの前に立つ双子剣士が答える。

　リーゼベルと名乗った女性の声は、なにかの術法を使ったのか、居留地全体に響いていた。シルフィがアームボディとは別で潜入させた自衛軍特殊部隊もその音声を拾っており、無線を通して聞こえたのだ。

「確かに、七十年前の大戦時にブレイズを率いていたリーダーの名はリーゼベルです。存命ならば、九十歳前後ですが……」

「大だい剣けん聖せいも、そのくらいの歳としだろう。年齢的には生きていても不思議はない。それに……紅くれないの戦せん団だんが、命令に従っているらしいしね」

　シルフィが放ったアームボディと交戦中だった紅くれないの戦せん団だんの撤収も報告されている。

　リーゼベルが七十年前のブレイズ指導者と関係があるかは不明だが、少なくとも紅の戦団への命令権を持っていることは確実だ。

「加えて八やツ首くびの蛇と、リンネという死し剣けん使つかいもいる。それともう一人──」

「彼の脱出は報告されていません」

「知っているよ、ローミス」

　シルフィは、机の引き出しを開け、一枚のカードキーを取り出した。

「悲しいことだ。でも、私がやらなくてはならない」

　独り言のようにつぶやいて。

　電話機のスリットにカードキーを滑らせ、守秘回線に繋つなぐ。

　受話器を握り締め、ゆっくりと口を開いた。

「私だ。これより──〝不死鳥計画〟を発動する」







　沈みつつある夕日が、屋上をオレンジ色に染めている。

　どうやら、紅の戦団とアームボディの戦闘は終わったようで、あたりは怖いほど静かだ。

　この無人のゴーストタウンの夕暮れは、どこか世界の終わりを思わせる。

「ていうか、世界が終わったくらいの衝撃だな、これは」

「……さすがですね、お兄さん。驚いてはいるけど、動じていない。お姉さんたちを逃がしたのもいい判断でした」

　リーゼは、苦笑しながら言った。やはり、普通の少女のような可愛かわいらしい表情だった。

「追わないでくれてありがとうよ。ま、驚いちゃいるけど驚きすぎて脳が止まってんのかもな。まさか、ロリコンに目覚めたんじゃなくて、年とし増ま好みになってたとは」

「そこは……どうでしょう？」

　リーゼは、小さく首を振った。

「リーゼベルという剣士は、十二、三歳で成長を止めてしまいました。今でも肉体はあの頃のまま。そして、心は──ほんの数年前につくり出したもの」

「つくった……？」

　クロウにはまったく理解できなかった。情報が増えても、意味はわからない。ますます頭の回転が止まってしまいそうだ。

「いいえ、深く知る必要はありません。重要なことは二つだけ。お兄さんを慕っていた医師のリーゼベルの気持ちは本物だったこと」

　リーゼは、二つにくくっていた髪をさっとほどいた。透き通るような綺き麗れいな髪が、ふわりと風に舞う。

「七十年前の大戦でブレイズを指導し、今もまた同胞を地獄の戦いに叩たたき込こもうとしているリーゼベルは、亡霊のようなもの。とっくに死んだはずの女なんです。あの頃の人格はほとんど消えて、新たにつくった人格と同化しつつあります」

「意味がわかんねぇよ」

　クロウは素っ気なく言った。

「おまえ、時々別人みたいになってたよな。いや、記憶が連続してないっていうか」

「私はすべてを見ていました。医者の〝リーゼ〟が見ていたものを、ブレイズの指導者〝リーゼベル〟も見ていたんです。でも、リーゼベルが見ていたものをリーゼは見ていない」

「そりゃ、たとえば……牙きばの道で俺おれに斬りかかってきたときの記憶を、医者のリーゼは持ってないってことか？」

「そのとおりです。リーゼには剣なんて振り回せませんよ。たとえ妖よう剣けんに操られてもです。彼女は、人を傷つけることはその意志で拒絶するでしょう」

　リーゼも、淡々と語っている。まるで他人事のようだ。

「あの子は、記憶の欠落を気にしていないようですね。無意識に欠落を忘れるようにしているのかもしれません」

「そいつは便利だな。でも……おまえは、〝リーゼベル〟は全部見てたんだよな？」

「はい。私は、大戦後の七十年の記憶もほとんど持っています。お兄さん、リンネに担ぎ込こまれてきたあなたを初めて見たときのことも覚えてますよ」

「残念、そりゃ俺は覚えてねぇんだよ」

　太たい陽よう教きようの本部からリンネに拉ら致ちされ、リーゼに手当てを受けたときのことは記憶にない。

「真実は一つですよ、お兄さん」

　リーゼは、わずかに首を傾かしげながら言う。

「私はブレイズの女王、リーゼベル。七十年前に死んだはずの亡霊。多くを失い、残っているものは、記憶と七十年前に〝粛清〟という形で断ち切られた戦争への執念だけ」

「執念だと……！」

　クロウは、ぐぐっと二本の剣を血が出るほど握り締める。

　これ以上は──冷静に話などできない。

「本当に……おまえが、七十年前にブレイズのボスだったっていうのか！　いや、今でもそうだっていうのかよ！」

「私の戦争は終わっていません。世界の片隅でかろうじて生きている可哀かわい想そうなブレイズたちにつけこんで、私は七十年前の戦争の決着をつけようとしているんですよ」

　リーゼは、かすかに笑う。

　その言葉には、悲しみと後悔が滲にじんでいるように聞こえた。

「火をつけたのは私なんです。マナカやネーナ、死し剣けん使つかい、ネッサ、ブレイズの長老たち。彼女たちの戦いの背後にいたのは、私なんですよ」

「わからねぇ。俺にはわからねぇよ、リーゼ！」

　白衣姿が可愛かわいいリーゼも、目の前にいるブレイズの大ボスも、同一人物。

　クロウの傷を治し、にっこり笑いかけてくれたリーゼ。

　ネーナとの戦いから始まり、多くの犠牲を出してきたブレイズとの戦いの裏側にいたリーゼベル。

「嘘うそだ」

「…………」

「嘘だと言え、リーゼ！　おまえは……おまえは！」

　そんな話は信じたくなかった。

　誰だれよりも優しく、可愛かわいいリーゼが今の大混乱を生み出した張本人だなどと。

　彼女がリーゼであって、リーゼでなくても──

　それでも、クロウにとってリーゼという少女は一人しかいない。

　目の前にいる、彼女だけ。クロウが信じた少女だった。

「だったら、せめてものお詫わびとして信じさせてあげます」

　リーゼは、右の手のひらをさっと広げる。『光コウ』がそこに集中し、白い輝きが溢あふれ出す。

　その輝きは細く長く伸び──無骨な拵こしらえの長剣が現れた。片刃で反りがあり、血のように赤い色をしている。

「『光』を実体化させ、剣に変える。それが私の──いえ、ブレイズの女王だけが持つ能力です。剣の銘は〝虚うつロナル紅あかキ夜よる〟」

「それが……真実かよ」

　クロウは叫び出したいほどだった。騙だまされていたとは思わない。リーゼも、リーゼベルも嘘は一つもついていないからだ。

　それでも、彼女が剣を手にした姿はあまりにも衝撃が大きすぎた。

「本当に、本当に……そうなのかよ！」

　クロウは、二本の剣を手にリーゼに斬りかかる。彼女がブレイズの女王だというなら、真実を確かめる手はこれしかない。

　リーゼを斬りたくなどない。だが、彼女がクロウの剣を防げば、それがこれ以上ないほどの証明になってしまう。

「お兄さん、あなたは人間でありながら素晴らしい剣士です。あの誇り高き剣けん帝ていと、あなたの戦いが──私を完全に目覚めさせてくれました」

「そんなことのためにアミラルと戦ったんじゃねぇよ！」

　クロウは、右手の日本刀を高く掲げる。無ム想ソウモードが発動し、身体からだの感覚が消失する。

　もうこうなったら、自分の意志で剣は止められない。クロウは無になり、日本刀を握る感覚も消失し──

　あとは、剣が振り下ろされるだけ──

「あなたは強い。でも、私は──」

　クロウは、剣を振り下ろしながらリーゼの横を駆け抜ける。

　そして──

「私は、ブレイズの……いえ、ソーディの中で唯一、剣神の高みに手をかけた者。今のあなたでは、私には届かない」

「なっ……！」

　深紅の剣けん閃せんがひらめくと──クロウの身体からだは斜めに斬り裂かれ、燃えるような激痛が走り、血が激しく噴き出した。

「が……はっ……！」

　左肩から右の脇腹まで、大きく斬られてしまっている。さっき、クロウがアミラルを斬ったときと同じような傷だった。

「お兄さん、あなたが剣神の高みに昇らない限り、私には勝てません……」

「リー……ゼ……」

　クロウは二本の剣を落とし、その場に両膝ひざをついてしまう。

　血は止めどなく流れ出て、制服の上着だけでなく、ズボンまで真っ赤に染まっていく。

「ク……クロちゃんっ……!!」

　視界の端に、リンネの姿が見えた。両目が涙で潤み、銀ギン翼ヨクを握った手が小刻みに揺れている。

　死し剣けん使つかいの本能とやらのせいか、クロウに近づくことはできないようだ。

「はは……泣くなよ、リンネ。おまえはバカみたいにニコニコ笑ってるのがいいんじゃねぇか」

「わ、笑えないよ……ううん、どうしてボクに優しいこと言ってくれるの……？」













「リンネの心は俺おれを裏切ってない。それくらい、わかってるさ」

　クロウはわずかに笑いながら言った。

　リンネは、さらにボロボロと涙をこぼし、身体からだを震わせている。

「泣くなっつってんのに……うおお、こりゃあ……やべぇな」

　地面に血だまりが広がりつつある。

　春のマナカとの戦い以来、クロウは何度も病院送りにされる重傷を負ってきたが、今回のダメージは桁けた違いだ。

　正直言って、生きているのが不思議なくらいだ。

「お兄さん……」

　リーゼが、クロウのそばまで歩いてきて、立ち止まる。

「あなたもきっと、剣神には届かない……。私はかつて、傲ごう慢まんさのゆえにすべてを失いました。理由は違っても、あなたもきっとそうなります……」

「ま、このまま死ねばそうだろうけどさ……」

　クロウは傷口を押さえながら、軽口を叩たたく。こんなときも、口が減らない自分が少しばかり意外だった。

「あなたはあまりにも多くのものを手に入れすぎたんです。すべての中心にいるのは、ブレイズでも太たい陽よう教きようでもダイナストでもない。ソーディ政府でもありません。あなたなんですよ……」

「そいつは、ひどい買いかぶりだな……。俺はただの人間だよ……」

　クロウは途切れそうになる意識をなんとか繋つなぎ止めながら言った。

「剣けん将しようマナカを斬り、剣けん帝ていアミラルにも打ち勝ちました。あなた自身、もはや最強の剣士の一人です。それに……」

　なぜか、リーゼは唐突に空を見上げた。日が沈み、薄暗くなり始めている。

「扉の巫み女こに太陽の乙女、ソーディアの剣けん聖せい。死し剣けん使つかいをも従えてしまいました。自分がどれほどの重要人物で──危険人物かわかっていないんですね」

「モテる男は辛つらいよなあ……ははっ」

「今、世界は変わりつつあります。空の扉が開き、ソーディアの剣士が現れ、多くの勢力が最後の戦いを始めようとしています。変わりつつある世界を動かせるのは、お兄さんなんです。でも……それをよしとしない者がいます」

　リーゼは、深紅の剣で空を指した。

「かつて、私たちが世界に疎うとまれ、ともに戦った仲間に裏切られたように。きっと、あなたもそうなります」

「なんだ……戦闘機……？」

　遠くからジェット機の爆音が近づいてくる。それは、まっすぐにこちらに向かってきているようだ。

　そして、あっという間に戦闘機は居留地の上空に達して──

「なっ……！」

　周囲で、さっきまでのアームボディや術法の衝突とは比べものにならない爆発音が響く。

　上空から投下された爆弾、それに尾を引いて飛んでくるミサイル。それらが空を埋め尽くし、次々に着弾し、爆発している。

「空爆……!?　そんなバカな！」

　おそらく、爆弾やミサイルの雨を降らしているのは航空自衛軍の爆撃機だ。

　だが、いくら無人の居留地とはいっても自国領を爆撃するなど──

「お兄さん、あなたはソーディをよく知っているでしょう。おかしな人もいますが、残虐な野蛮人などではありません。七十年前のブレイズの粛清に異を唱えたソーディも多かったのですよ。ともに肩を並べて戦ったブレイズを罪もなく殺すなんて──と」

「そりゃあ、ごもっともなことで……」

「ルシェも──のちに大だい剣けん聖せいと呼ばれた彼女もその一人でした。でも、彼女も結局粛清に参加してしまいました。最強の剣士といえども、大きな流れには抗あらがえなかったのです。その流れを起こしたのが、四よん将しようの一人ラナフィ。彼女の意思を継いだ者が、いるんです」

「シルフィ様……」

　クロウは、ようやくこの事態の黒幕に気づいた。

　居留地は激しく振動し、建物がミサイルで崩れ、爆炎を上げている。薄暗い空が真っ赤に染まりつつある。

「シルフィもまた悪党などではないんでしょうね。きっと、あの人もお兄さんのことは好きですよ。それでも──私たちとまとめて、危険なあなたを消すことを優先したんでしょう。この国を守るために」

「…………」

　クロウは、なにも答えられなかった。

　ただ、静かに現実を受け入れた。

　自分はシルフィに見捨てられたのだ。

　クロウの目に、尾を引いてまっすぐこちらに飛んでくるミサイルが見えた。

　現代の戦闘機ならば、ピンポイントで目標を狙ねらうことも可能なんだっけ。

　そんなことをのんきに考え──クロウは迫り来るミサイルを、ぼんやりと見つめていた。

「そういや、後夜祭で踊る約束だったのになあ……ごめんな、セフィ」

　彼のそのつぶやきは、ミサイルの飛ひ翔しよう音と続けて起こった凄すさまじい爆音にかき消された。

　居留地は激しく燃え上がり、この世界から消えつつあった──







「止めて！　いいから、止めなさいって言ってるのよ！」

　セフィは、乗っていた大型ワゴン車のドアをガンガンと叩たたいた。

　運転席にいるのはシュナークだ。盲目の彼女が運転しているというのはとんでもないことだが、なにしろ彼女の車だ。一応イシュトが運転を申し出たが、それはシュナークによって却下されている。

「仕方ないですわね」

　シュナークが車を止め、セフィはすぐに外へと飛び出した。

　ジェット機の爆音と、次々に投下される爆弾やミサイル。さらに居留地を取り囲むように、数機の攻撃ヘリが旋回を続けている。

「なんて……こと！　あそこにはまだロウが！　ロウがいるのよ！」

　セフィは、すぐにこの攻撃を指示したのが誰だれか理解した。

　自衛軍を動かせる権限があっても、自国の街を焼き払う決断を下せる者など、そうはいない。

　いるとしたら、ただ一人──

「姉上……なんで、なんでですか……！」

　セフィは目に涙を滲にじませ、走り出そうとして──

「ダメです！」

　ウィニアに肩を掴つかまれてしまう。

「なによ、ウィニア！　あそこにはロウがいるのよ！　リンネも！」

「クロウ様、私が助けます。あなた、来てはダメです」

「うるっさい！　あいつがいなかったら、あたしは──！」

「セフィ」

　今度は、日ひ奈な子こがセフィの前に回り込こんでくる。

「これがシルフィの命令だとしたら、セフィがクローを助けに行けば、かえってクローが危険になるのです。どんな手を使ってもセフィを連れ戻そうとするのです」

「…………」

　セフィは、ぐぐっと拳こぶしを握り締める。

　シルフィは──クロウを切り捨てた。

　あの用心深い姉が、一度捨てた相手をもう一度受け入れるだろうか。もしセフィがクロウを連れて帰っても、それを姉が許すとは考えにくい。

「私、行きます。お姫様でも七しち剣けんでも継承者でもないです。誰にも縛られていません」

「わたしも行くのです」

「ヒナ!?　あそこは、まだ爆撃が──！」

「セフィ。わたしたちは友達なのです。だから──行けないセフィの代わりに、わたしが行くのです。もちろん、わたしが行きたいのもありますけど」

「……ヒナ」

　日奈子は、もう自分の意思で動いている。ただ守られるだけの少女ではない。

　対等な友人だからこそ、セフィには彼女を止めることはできない──

　まだ、空爆は続いている。そのまっただ中にクロウはいるのだ。

　あそこへ、セフィが行くことはできない。おそらく、行こうとすればシュナークは力ずくでも止めるだろう。

　八やツ首くびの蛇は、セフィを最強で最高のソーディと言った。しかし、その言葉は今の彼女にはあまりにむなしく響く。

　最強のソーディであろうと──セフィはあまりに無力だった。





エピローグ




「またかよ……」

　目を開けると、思わずクロウはつぶやいてしまった。

　見覚えのない部屋で、自分の寝床ではないベッドで眠っている。

　いったい何度、こんな風に見知らぬ場所で目覚めたことだろう。

　春に始まったブレイズとの戦い以来、こんなことが多すぎる。

「つーか、マジでなんで生きてるんだ、俺おれ……？」

　クロウは、力を振り絞るようにして身体からだを起こした。すぐに、ぐらりと頭が揺れる。一瞬、意識が遠ざかりそうになるが、なんとかこらえる。

「あ、起きたの、クロウ」

　そのとき、ドアが開いて一人の少女が入って来た。

　ショートカットの黒髪。白いブラウスに紺色のロングスカートという、とてつもなく地味な服装だが、それが妙に似合っている。

「明あか里り……？」

　クロウが剣けん聖せいの弟子になる前からの幼なじみであり、太たい陽よう教きようのシスターでもある。

　彼女はいろいろあって逃亡生活を送り、剣けん王おうジーネルのはからいで密ひそかに自由剣士団の病院に収容されたはずだった。

「おまえ、病院にいるんじゃ……？」

「入院したの、夏よ。いくらなんでも、もう退院したに決まってるでしょ。ただの過労と栄養失調だったんだし」

「あー、それもそうか……」

　正直なところ、ころりと明あか里りのことは忘れていたが、クロウは黙っていることにした。

「退院したあと、剣けん王おうがお金までくれたのよ。どうも太たい陽よう教きようは導師が交代したとか、よくわからないから潜伏して様子を見てるの。ここは、私の隠れ家がよ」

「なるほど、賢明だな」

　太陽教の新たな教祖の座についた桜さくら井い美み月つきは危険すぎる女である。明里が下へ手たに太陽教に戻っていたら、どうなっていたかわからない。

「スノウホワイトも一緒だったよな。あいつは？」

「買い物よ。あの子が一番面が割れてないし、なにかあったとき一人で対処できるしね」

「ま、サイボーグだもんな。見た目、ただの子供だけどあれで──って、ちょっと待て。そりゃわかったけど、なんで俺おれ、おまえの隠れ家にいるんだ？」

「あれよ」

　明里は、すっと床を指差した。

　そこには、布団が敷かれていて、日ひ奈な子ことウィニアが仲良く身を寄せ合って眠っている。

「こいつら、なにしてんの……？」

「まあ、簡単に説明すると」

　明里が、呆あきれ顔がおで話し始める。

　日奈子とウィニアは、二人でクロウを救出するために居留地に戻ったらしい。

　そのときには爆撃は終わっており、リーゼと戦ったビルは粉々に崩れていたが、その瓦が礫れきの中で、倒れているクロウを発見したそうだ。

　とりあえずウィニアはクロウを担ぎ、居留地からの脱走者を見張っていた攻撃ヘリを術法で一機撃墜し、そのまま逃げてきたらしい。

「この隠れ家、居留地のけっこう近くなのよ。もの凄すごい爆音が聞こえて、どうなってるのか、スノウと一緒に見に行ったんだけど……」

「危ねぇことするな……爆撃に巻き込こまれてたらシャレにならねぇだろ」

「い、いいでしょ。街を爆撃するとか、ソーディ政府の悪行はこの目で見ておきたかったし」

　明里もみずから危険に飛び込んでしまった自覚はあるのか、歯切れが悪い。

「と、とにかく。そこで太陽の乙女とそのソーディと会ったの。あんたは、なんか気絶してたし、仕方ないからここに置いてあげたのよ」

「気絶って、それだけじゃな──」

　そこまで言って、クロウはようやく気づいた。

　制服のワイシャツを着たままだったが、それのボタンを外して前をはだける。

「ちょっ、いきなりなにしてるのよ!?」

「……なんで傷がなくなってるんだ？」

　クロウは、顔を赤くしている明あか里りにかまわず、疑問を口にした。

　リーゼに袈け裟さ懸がけに斬られたのは、断じて夢などではない。あれは間違いなく致命傷だった。光こう身しんを発動していれば傷は治りやすいが、それでも簡単に塞ふさがるような傷ではなかった。

「な、なによ、傷って。小さいのはいくつかあったけど、たいしたことなかったわよ」

「……そうみたいだな」

　アミラルにつけられた傷は、少し残っているようだ。だが、それ以外は特に痛みも感じない。

「ちなみに、俺おれはどのくらい寝てた？」

「クロウがいつから気絶してたか知らないわよ。でも、あの爆撃から半日も経たってない」

「そうか……」

　そんな短期間で致命傷が塞がったとなると、可能性としては術法くらいしかない。

　リーゼは癒いやしの術法を使える。深手の治療には時間がかかるはずだが、あのときのリーゼは普通ではなかった。術法が強化されていた可能性もある。

　というより、可能性はそれしかありえない。

「自分で斬っておいて、自分で治療してくれたのかよ……意味わからねぇ」

　そもそも、あの嵐のような爆撃で木こっ端ぱ微み塵じんにならなかったのも不思議だ。

　理由はわからないが、リーゼが助けてくれたということらしい。

「……いや、そんなことどうでもいいか……」

　クロウは、ゆっくりとベッドから下りる。

「あっ、ちょっと。動いて大丈夫なの？」

「ああ」

　クロウは頷うなずき、立ち上がった。少しくらくらするのは、おそらく血が足りないのだろう。傷は塞がっても流れ出た血は戻らない。

「こいつらに助けられたか。まったく、無む茶ちやしやがって」

　クロウは、ぐっすり眠り込こんでいる日ひ奈な子ことウィニアに微笑ほほえみかける。

「おっと、明里にもだな。ありがとうな」

「べ、別に。あんたには借りもあったしね」

　明里は耳まで真っ赤にして、そっぽを向いた。セフィと同じタイプで、素直になれない女の子なのだ。

「おっ、俺の剣も拾っておいてくれたのか」

　クロウはすぐそばに日本刀と舞まい姫ひめが立てかけられているのに気づいた。

　日本刀を取り、少しだけ引き抜く。

「ちょっと、クロウ。剣なんか持ってどうする気よ？」

「俺おれには、もうこいつしかねぇんだよ」

　クロウは笑って白刃を見つめ、ぱちりと鞘さやに収めた。

　居留地での出来事は夢ではない。

　自分は、シルフィに見捨てられたのだ。

　確かにリーゼが言ったとおり、クロウという存在は人間のくせに大きくなりすぎている。ソーディ政府の為い政せい者しやであるシルフィが危険視してもおかしくはない。

　むしろ、その自覚をまるで持っていなかったのが不思議だ。

「もう、俺はこの国に居場所をなくしちまったな……」

「……私もそうよ」

　明あか里りがこくりと頷うなずいた。

　彼女もまた、太たい陽よう教きようとしてテロ活動に参加し、その太陽教にも戻れなくなってしまった立場だ。

　クロウについてきてしまった日ひ奈な子ことウィニアも、居場所がないことは同じだ。

　しかし──

「俺には、まだやることが残ってる」

　リンネは死し剣けん使つかいの本能に従ってしまった。リーゼに逆らえず、ブレイズに戻ったのだ。だが、彼女には頭のゆるいメイドとしてそばにいてもらいたい。剣士など、彼女には似合わない。

　それに、命懸けで自分を助けに戻ってくれた日奈子とウィニア。今度は、この二人を守らなければならない。

　明里とスノウホワイトも、居場所がないなら一緒にいるのもいい。

　さらに、もう一つ──

「剣神、か……」

　リーゼが口にしていたその言葉。

　それは、クロウが斬った師である剣けん聖せいヒョウカが語った言葉でもある。

　リーゼに勝つには、剣神になるしかないとも聞いた。

　ならば──

「アミラルさんよ、俺が剣を求めた先にあるものは──どうやら、そいつらしい」

　クロウは独り言をつぶやき、歩き出す。

　どこへ向かえばいいのか、それはわからない。

　だが、剣聖ヒョウカを、剣けん将しようマナカを、剣けん帝ていアミラルを斬り、そしてブレイズの女王に斬られた。

　ヒョウカに弟子入りし、剣と戦いに生きてきた日々をここで終わらせるつもりはなかった。

　ソーディの身分を手に入れることは、決してかなわないだろう。

　シルフィに見捨てられたからではない。とっくに、そうなっていたのだ。

　強くなればなるほど──当たり前の幸せから、遠ざかってしまっていた。

　気づいていなくても、自分が望んだことではなくても、クロウは激動する事態の中心にいたのだ。

　これでは、普通の幸せなど手に入れられるわけがない。

　しかし、願いが打ち砕かれたからといって、すべてに背を向けるつもりなどない。

　剣神とやらを追い求めるなら、きっとクロウにはさらなる戦いが待っている。

　その先には、リーゼ、三人の死し剣けん使つかいがいる。

　あるいは七しち剣けんも敵に回るかもしれない。

　イシュトとだけは、戦いたくないが──

　それに──剣けん聖せいの継承者を争うべき、あの男もいる。

　不意に、金色の髪を結んだ少女の憂い顔が浮かび──

　クロウは目を閉じて、彼女の幻影を振り払う。

　戦いの果てに求めるものは、彼女ではないのだから。





あとがき




　どうも、こんにちは。鏡かがみ遊ゆうです。

　今回も１Ｐしかないので、軽くネタバレも含みつつ、ちゃっちゃと今巻のお話に。

　学園祭ですよー。実は学園モノでもありますからね！　久しぶりに剣の学院に戻れました。だんだん、セフィ様いじりが悪化してる気もしますが、たぶん大丈夫です。

　新キャラのウィニアさん。他のキャラとはちょっと雰囲気が違う衣装が可愛かわいいですね。クロウ君にとって、ある特別なポジションにつきましたが、企画時から出したいと思っていたキャラなので、登場させられて嬉うれしいです。さらなる活躍をお楽しみに！




　神楽かぐら武たけ志し先生のコミカライズもコミックアライブで連載中です。僕も一読者として楽しみにしてます。こちらもよろしくお願いします！




　最後になりましたが、謝辞です。毎回ひとまとめで申し訳ないです。

　読者様、この本の制作に関わってくださった皆様、本当にありがとうございます！

　ではでは、また次巻でお会いできれば嬉しいです。


二〇一四年二月　鏡遊











　著者

　鏡遊（かがみ・ゆう）

　　フリーのシナリオライター。主にＰＣゲームのシナリオを執筆。

　　ライトノベルのお仕事もなんとか続いています。

　　最近は、ノートＰＣを持ってお外に出かけたりも。

　　脱・引きこもりですよ！　お仕事を家でやるか外でやるかの違いだけなんですけど。




　イラスト

　みけおう（みけおう）

　　北海道出身、札幌在住のイラストレーター。

　　Ⅳで言ってました「沖縄長期滞在」に行ってきました！

　　１月でしたので、寒くないかなぐらいの気候でしたが

　　のんびり楽しみました。

　　人間やっぱり寒いとダメになりますね、

　　暖かいところに引っ越しした～い！




　　ＨＰ「PINK CHUCHU」

　　http://www2.odn.ne.jp/~cai16580/
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